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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








プロローグ

第一章　俺氏、魔王に出会う

第二章　引きこもり皇女と散歩に行こう

第三章　皇女慣らし

第四章　焦りと喪失

第五章　対決

第六章　就任演説

エピローグ









[image: プロローグ]







『拝読させていただきました』




　人生十七年、高校二年の夏、小説投とう稿こうサイトに投とう稿こうをはじめて二年の俺おれのもとに舞まいこんだ一件のメール。

『あなたの文章に惹ひかれました。つきましてはぜひお会いしたい』

「え、あ？　俺おれの文章？　これは──うおおおおっ、まさか！」

　俺おれはとっさに思ってしまったわけだ。

　これはきっと、小説サイトに投とう稿こうした俺おれの作品を読んだ、出版社から個人的なスカウトで、作家デビュー打だ診しんの連れん絡らくではないか？　あ、いや待て『ぜひお会いしたい』とあるからデビュー確約ではなく、まずは会って打ち合わせしたいってことじゃないか？

「うぉおい、マジかッ！」

　ともあれ、この時の俺おれは、おかしなスイッチが入っていた。

　俺おれはラノベ作家を目指している。ネット小説関係の大賞に応おう募ぼだってしてるから、書しよ籍せき化かなんていわれたら、そりゃ普ふ段だん踊おどらない、いや踊おどり方かたを知らない俺おれだって踊おどりだすさ。

　というのも、正直に言って鬱うつ屈くつしたものを感じていたからだ。

　家庭環かん境きようといえば冷戦状態。学校では、友人もいない孤こ独どく者もの。

　根暗な読書マンだったから、体力有り余っている連中と付き合えるはずもない。漫まん画がをあまり買わず、アニメの趣しゆ味みも合わないせいかオタクともつるむこともなかった。その割には同類と見られて、女子からは煙けむたがられる始末だ。もちろん彼かの女じよいない歴れき＝年ねん齢れいである。……まあ、関わり合いが少ない分、小説を書くのに集中できると思えばどうってことはないのだけれど。

　だがその肝かん心じんな小説は、サイトにアップし続けて、更こう新しん速度の速さに定評はあれどポイントもさほど伸のびずにいた。ただ熱心に感想をくれる人が極わずかだがいるので、一応読んでくれる人はいるんだけどね……。ＷＯＷさんっていう、どうも外国の人っぽいけど。

　結局のところ、最近伸のびないから、モチベーションがあがらず小説の更こう新しんも滞とどこおりがちになっていた。

　あまつさえ完結作がない。……完結作がないと言うと、それで賞に応おう募ぼできるのかと思われる人もいるかもしれない。だがネット応おう募ぼの新人賞は、規定の文字数を超こえていれば完結作でなくても応おう募ぼできるし書しよ籍せき化かだってあるのだ。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　まあ言ってみれば、この時の俺おれはちょっと自分に自信を失いかけていた時だった。そこへお褒ほめの言葉をいただければ、調子に乗っても仕方がないではないか。

　俺おれは勝手に浮うかれ、深く考えることもせずに、メール内容をもう一度確かく認にんした。そこにはファイルがついていた。

『お会いいただけるようでしたら、添てん付ぷした案内を開いてください』

　ふむふむ。待ち合わせの場所の地図か何かかな、と、添てん付ぷされたファイルを開く。

　今にして思えば、もう少し警けい戒かいするべきだったかもしれない。だがその時のおかしなテンションが、俺おれを突つき動うごかし、次の瞬しゆん間かん、絶句することになる。

　表示されたのは魔ま法ほう陣じんのような図形。いや、それは魔ま法ほう陣じんだった。

　その瞬しゆん間かん、俺おれは光に包まれた。

　なんたる新あら手ての嫌いやがらせ。これはメールを開いた人間の目を潰つぶそうという、性質たちの悪い悪戯いたずら、いや犯はん罪ざい行こう為いだ。

　暗視装置ごしにまばゆい光を見たら失明するんだぞ──と、小説執しつ筆ぴつ用ように調べて得た知識が脳のう裏りをよぎる中、この犯はん罪ざい行こう為いを働いたやつを捕つかまえるならどこに通報すべきか考えてしまった。

　だがそれはこれから始まる物語の序章に過ぎなかった。

　光が和やわらぎ、やがて目を開くことができた俺おれは、現実ではありえない、しかしもっとベタな展開に巻まき込こまれてしまったのだ。

　そう、アレだ。俺おれたちアマチュア小説家のあいだで絶賛流行はやっていて、それを書くと読者も読んでくれるというアレに。

　この日、俺おれこと、樋ひ置おき 守まもりは異世界に飛ばされてしまった。
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　目を開けると、そこは洋風な部屋だった。

　石造りの床ゆかに壁かべ、天てん井じよう。木製の執しつ務む机づくえに、品がよさそうな調度品があり、古風ではあるが実用的な室内。……えぇ、何これ。俺おれどこにいるんだ？

　足元に視線をやれば床ゆかには赤いカーペットが敷しかれていた。そこから目線を上げれば、一人の女性が立っているのに気づく。

「成功です！　ウィルさん、やりました！」

　そう声を弾はずませたのは、褐かつ色しよくの肌はだに長い銀色の髪かみの女性。

　二十代半ばくらいだろうか。赤い瞳ひとみに、整った顔立ち。見まごう事なき美女である。

　どこかコスプレ魔ま術じゆつ師しを思わせる格好。というかかなり露ろ出しゆつが強めのきわどい衣い装しようだ。胸がデカい。耳が長く、尖とがっているのにいまさら気づいた。さながらファンタジーで有名なエルフ……いや、肌はだの感じからダークエルフだろうか。

　って、エルフとかダークエルフなんてっ──俺おれは目を疑った。これではまるで……まるでファンタジーじゃないか！

「……ウィルさん？」

　女性は、傍かたわらにあるテーブルを見やる。そこには白い火の玉が揺ゆらめいていて──

「って！　机が燃えるっ！」

　俺おれが反射的に叫さけべば、ダークエルフっぽい女性は首を横に振ふる。

「いえいえ、ウィルさんは燃えてますが、燃えてないので大だい丈じよう夫ぶです」

　などとわけのわからないことを言う。……その炎ほのお、ウィルさんって言うのか。そういえば、外国の方っぽいけど、普ふ通つうに日本語話しているなぁ。

「何故なぜか返事がなくなってしまったので、おそらくウィルさんはお疲つかれなのでしょう。それはともかくとして、ようこそ、おいでくださいました」

　女性はにっこりと微笑ほほえみを浮うかべた。優やさしそう。そして美人だ。

「『漆しつ黒こくの邪じや眼がん天てん使し』様」

「ッ!?」

　いま、この女性は何と言ったか。

「いかがなさいました？　漆しつ黒こくの邪じや眼がん天てん使し様──」

「うぉおおあっ!?」

　ぞわっ、としたものが全身を駆かけ巡めぐった。

「あの、漆しつ黒こくの──」

「やめて、その名で俺おれを呼ばないでェェ！」

　ペンネームである。俺おれが小説投とう稿こうサイトに登録しているペンネームを、この見ず知らずの美人さんが、その美しい声で言ったのである。

　厨ちゆう二にくさい、ふざけたペンネームである。どうして俺おれはあの場で、半ば思いつきで自分の名前をつけてしまったのだろうか。……言い訳すると、そのふざけた名前だからこそのインパクトを狙ねらったのである。

　小説投とう稿こうサイトに作品を置くにあたって、何かしら読者の目を引くものが必要だ。作品のタイトル、あらすじはもちろん、作者名も当然そこに記き載さいされる。つまり一見した時に、作品タイトルと作者名は視界に入るのである。そこで変わったペンネームをつけるというのは、戦略的に間ま違ちがいではないのだ。

　ただ、文字で見るのと、リアルでそれを呼ばれるのでは、深い深い溝みぞがあったわけで。実際に口に出して呼ばれたときの恥はずかしさと言ったら、凄すさまじいものがあった。

　俺おれは頭を抱かかえた。状じよう況きようが思考に追いつかず、少々ハイになっている時に、このふざけたペンネームはブーメランの如ごとく俺おれに突つき刺ささったのである。

「というか、ここどこ!?　俺おれ、どこに来ちゃったんです!?」

「そうでした！　こうしてはいられません。漆しつ黒こくの邪じや眼がん天てん使し様、どうぞこちらに──」

　そう言うや否いなや、褐かつ色しよく肌はだの美女が俺おれの手を取ると、そのまま引っ張った。

「え、あっ、ちょっと──」

　わけがわからないまま、俺おれは部屋を出て、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた石造りの廊ろう下かを連行される。……先ほどから、彼かの女じよの豊かなお胸が、俺おれの手に触ふれているようなんだが。やわやわ──

「あの、ど、どこに行くんですか？」

「ヴィレ様のもとへです！」

　ダークエルフさんは歩調を緩ゆるめることなく足早に進む。当然、俺おれもそれに付き合う格好だ。

「え、誰だれさん？」

「ヴィレ・デモナーダ・ニアラース・アンゲルティーヤ殿でん下かです！」

　嚙かみそうな長い名前をすらすらと言われた。殿でん下かってことは、王族とかお偉えらいさんのもとだろうか。ダークエルフの、いや、そもそも俺おれ、まだこの人の名前すら知らないんだけど。

「すいません、俺おれ、まだよく色々わかってないんですけど、説明してくれませんか？　そのヴィレ何とか様は、いったいなんです？」

「次期魔ま王おう様です」

「魔ま王おう!?」

　ちょっ、ちょっと待ってくれ。この人、魔ま王おうと言ったか。

　魔ま王おうと言えば、あれだ、ファンタジーものではよくラスボスにされる大物──というか、ここ異世界で確定か！　それもよりにもよって魔ま王おうサイドとか、勘かん弁べんしてほしい。

　というか──

「ここ魔ま王おう城！」

「そうですよ」

　さらりと頷うなずかれた。魔ま王おう城って、マジかよ……。何か城っぽいとは思ったけど。

「さ、漆しつ黒こくの邪じや眼がん天てん使し先生。急いでください!?」

「いや、だから、その名前はやめてぇー！」

　ペンネームで言われるのがいい加減ウザくなってきたので、俺おれは名乗ることにした。

「樋ひ置おき、守まもり。ひおき、まもりです。漆しつ黒こくの何ちゃらはペンネームなので」

「……？　二つ名のようなものですか？」

「何でだよ!?　そんな厨ちゆう二に全開の二つ名、つけるほうがどうかしてるっ！　って、俺おれかぁ……」

　つけたのは俺おれだもんな。頭を抱かかえる俺おれを、ダークエルフさんは見やる。

「よくわかりませんが、承知しました。ヒオキ・マモリ様ですね、覚えました。短めの名前は覚えやすくていいですね」

　それ、ヴィレ様とやらに言ったら、さぞ機き嫌げんをよくされるだろうよ。……もちろん皮肉だけど。

「それで、あなたは──」

「ヒオキ様、着きました」

「え、はい……？」

　秘書然にすました顔をしているダークエルフさんが足を止めた。

　豪ごう奢しやな巨きよ大だいな扉とびら。悪あく魔まを模した飾かざりに、おどろおどろしい血の赤。いかにも魔ま王おう様のお部屋といわんばかりの見た目だ。

「ヴィレ様のお部屋となります」

「……強そう」

　扉とびらの貫かん禄ろくに、思わず呟つぶやいてしまった。

　コンコン、とダークエルフさんがその扉とびらをノックした。

「おはようございます、ヴィレ・デモナーダ・ニアラース・アンゲルティーヤ殿でん下か」

　本当に長い名前だな。見守る俺おれだが、部屋から返事はなかった。

「ヴィレ様、朝ごはんですよ」

「!?」

　はぁ?!　それだと俺おれがまるで朝ごはんみたいになっちゃうじゃん！　え、そうなの？　俺おれ、ひょっとしてエサとして召しよう喚かんされたの？

　魔ま王おう様の姿なんて知らないけど、やっぱラスボス並にでかくて悪あく魔まの親玉みたいな姿なんだろうなぁ。

　……。

　…………。

　あかん、胃が痛くなってきた。俺おれ、死ぬかもしれん……。

　その時、ギィィッと音を立てて扉とびらが開いた。不意打ちにビクリとしたが、開けたのはダークエルフさんで中に入っていく。

　室内はやたらとだだっ広かった。奥おくにデカいベッドやら家具やらが見えるが、そこにいくまで部屋が二つくらい入りそうな空間が広がっていた。

　広い！

　というか、ベッドでかっ!?　あれ何メートルあるんだ？　魔ま王おうは余程身体からだが大きいに違ちがいない。巨きよ人じん族ぞくか何かだろうか……。やべぇ、身体からだの震ふるえが止まらない。

　ダークエルフさんがその広い部屋を横断する。引っ張られていく俺おれ。もう帰りたい。マジ、帰りてぇ！

　馬ば鹿かでかいベッドに近づく。何やら人が横になっているようだが……人？

　俺おれは怪け訝げんに思う。ここ、魔ま王おうのお部屋ですよねぇ……？　しかもやたら小さい。ひょっとして、魔ま王おうにささげられた生いけ贄にえだろうか？

「んん……なんじゃ？」

　幼い少女の眠ねむそうな声がした。あまりに予想外のそれに、俺おれは耳を疑った。……大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと耳はついてる。幻げん聴ちようか。

　しかし、このいたいけな幼女は何だ？　そして肝かん心じんの魔ま王おう様のお姿が見えないけど──あ、いやいないほうがいいのか。

「おはようございます、ヴィレ様」

　ベッドの傍そばで立ち止まったダークエルフさん。──って、ヴィレ様言った!?

　そこに横になっていたのは一メートル半もないほどの小こ柄がらの少女。長い赤毛に、角が二本こめかみあたりから生えていて、人型ではあるけれど人ではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。薄うすいピンクの寝ね間ま着きの幼女といっても差さし支つかえない少女が上半身を起こす。

「魔ま王おう！　この幼女が!?　噓うそでしょ？」

「大変可愛かわいらしいお方でございましょう？」

　にっこりと、しかしちょっと怖こわさを感じさせるダークエルフさん。

　俺おれの中の魔ま王おう像ぞうが音を立てて崩くずれていく。そんな幼女魔ま王おうは眠ねむいのか目もとをごしごしと。

「……ドメスティカ、いったい何の用じゃ？」

「はい、ヴィレ様。今日はとても素す敵てきな方を連れて参りました」

　なにその、素す敵てきな方って？　いったい誰だれ……ってひょっとして俺おれか？

　動どう揺ようしまくりの俺おれは声に出せず、二人のやりとりに注目する。あんな幼女な見た目でも魔ま王おう様らしいし、下手に声を出して次の瞬しゆん間かん、ぶち殺されるなんて展開もあるかもしれないから。

「素す敵てきな方ぁ……？」

　怪け訝げんそうにヴィレ様は俺おれを見た。その瞳ひとみはルビーのように真しん紅く。白いその肌はだは、次し第だいに朱しゆに染まっていく。目が覚めたのか、口がぱくぱく動いて、しかし、声に出ないことしばし。ヴィレ様と呼ばれた幼女魔ま王おうは指を俺おれに向けた。

「ド、ド、ドメスティカ！　ここに人間がおるぞ！」

「はい、ヴィレ様のために別世界より召しよう喚かんいたしました」

　満面の笑えみを浮うかべるダークエルフさん。ドメスティカというのがどうやら彼かの女じよの名前らしい。

「ば、ば……」

　幼女魔ま王おうは枕まくらを引き寄せると頭から被かぶる。角が刺ささらなかったのは器用である。

「ばっかものォォォー！　誰だれが勝手に余の部屋に知らん奴やつを入れてよいと言ったのじゃぁぁー！」

「ヒオキ様、お下がりください！」

　キンと来る衝しよう撃げき。とっさにドメスティカさんが腕うでを前に突つき出だし、俺おれたちの前に金色のリングを具現化させた。お、魔ま法ほうってやつか？　とか思っていたら、幼女魔ま王おうの怒ど声せいに、俺おれとドメスティカさんは入り口ドアまで吹ふき飛とばされた。
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「うそぉおー!?」

　声だけで身体からだが飛ばされた。そこにトドメの幼女魔ま王おうの声が降りかかる。

「出ていけぇぇーッ！」

　結局、魔ま王おう様のお部屋から追い出されたのだった。




　　　　・　・　・




「危なかったですね。危あやうく、ヴィレ様に殺されるところでした、ヒオキ様」

　ドメスティカさんは額の汗あせを軽く拭ふきながらそんなことを言った。

「防ぼう御ぎよ魔ま法ほうがなければ、衝しよう撃げきで内臓器官が潰つぶされるところでした」

「こわっ!?　どんだけ恐おそろしいのヴィレ様は！」

　あの怒ど号ごうひとつで、死ぬとか。あんな姿をしていても魔ま王おうということか。体の震ふるえが止まらねぇ。

「凄すごいですよね。さすが魔ま王おうの血筋を引かれる高貴なるお方！」

　いや、別に俺おれ、褒ほめてないですからね！　何故なぜかうっとりしたような顔で、あの幼女魔ま王おうのことを口走るダークエルフさん。

「で、これはいったい、どういうことなんですか、ドメスティカさん」

　俺おれは半眼で、ドメスティカさんを睨にらんだ。

　さっきの幼女魔ま王おうとのやりとりで、どうやら俺おれが異世界に召しよう喚かんされたのは間ま違ちがいないようだ。そしてわけもわからず魔ま王おうとやらに会わせられた。

「いい加減、話を聞かせてもらえませんか？」

「わかりました。……場所を変えましょう。魔ま王おう様の部屋に行きます」

「いやいや、いま追い出されたでしょう!?」

「は？」

　ドメスティカさんは「こいつ頭大だい丈じよう夫ぶ？」みたいな顔をしながら歩き出した。魔ま王おうの部屋へ行くとか言いながら、先ほどの幼女魔ま王おうの部屋とは逆のほうへ足を進める。

「ヴィレ様は次期魔ま王おうであって、皇女殿でん下か。まだ魔ま王おうではありませんよ」

「は？」

　今度は俺おれが間ま抜ぬけな返事をする番だった。皇女殿でん下か、魔ま王おうじゃない──？

　ドメスティカさんは、ヴィレ皇女殿でん下かに仕える魔ま術じゆつ師しらしい。露ろ出しゆつ強め衣い装しようは、踊おどり子こじみていて実際は魔ま術じゆつ師し衣い装しようなのだと言う。種族はダークエルフだそうだ。俺おれの見立ては間ま違ちがっていなかった。エロいのぅ、目に毒だ。俺おれはそっと目を逸そらすのだ。

　魔ま王おうの部屋、というか俺おれが最初にここに呼び出された部屋に戻もどってきた。こっちが魔ま王おうの部屋らしい。いたって普ふ通つうの執しつ務む室しつ風である。

　机の上には、例の白い炎ほのおがあった。

「お、戻もどってきたな」

　男性の声が聞こえた。はて、この部屋には他に誰だれもいないのだが。

「派手にヴィレを怒おこらせたな。ここまで聞こえたぞドメスティカ」

「お恥はずかしい限りです、ウィルさん」

　ウィルさん──ああ、あの白い炎ほのおか。

「って、喋しやべったぁー！」

「いまさらぁ？」

「いやだって、さっきは喋しやべらなかったじゃないですか！」

　思わず敬語になっていた。次の瞬しゆん間かん、ウィルさんこと白い炎ほのおが、ふわりと浮ういた。うわ、人ひと魂だま。

「うむ、お前の召しよう喚かんに魔ま力りよくを使ってな。ちょいと休んでたんだ。何せこの身体からだは、残りカスも同然でなぁ」

　なんとも気さくな調子で人ひと魂だま、ウィルさんが言った。どこから声出してるんだろう？

「はじめましてだな、漆しつ黒こくの邪じや眼がん天てん使し先生」

「うわぁ、またそれ!?」

　思わず頭を抱かかえる俺おれに、「どうした？」とウィルさん。実は、とドメスティカさんが、耳打ちするように小声で説明する。……そんな顔を近づけて熱くないんだろうか？

「なるほど、偽ぎ名めいだったか。うんまあ、本名じゃねえだろうな、と思ってたけどもな。……では改めてヒマ先生」

「ちがーう！」

　ヒマってなんだよ!?　苗みよう字じと名前の頭とって略しやがった！　俺おれは、フルネームを二度繰くり返かえしてやった。ウィルさんは、ふよふよと浮ふ遊ゆうしたまま。

「あいわかった、ヒマさんよ。オレ様はウィル・オー・ウィスプ。いまは『ウィルさん』と呼ばれてる」

　その名前は聞いたことがあった。いわゆる鬼おに火びとか言われる火の玉。天に行けなかった魂たましいだとか、妖よう精せいのたぐいとかいう伝承で知られる。とあるファンタジーゲームでは精せい霊れいとして扱あつかわれていた。

「ウィルさんは、魔ま王おう様亡き後、相談役として魔ま王おう城にお務めになられています」

　ドメスティカさんが鬼おに火びさんを見れば、白い火の玉はこくりと動く。

「おう、先代魔ま王おうが死んじまって、まあ、色々心配だから、ここらでふらふらさせてもらってる。よろしくなー」

　軽いなー。相談役ということは、そこそこ経験があって頭のいい人なんだろうな。

　自じ己こ紹しよう介かいが終わったところで、ようやくダークエルフさんと鬼おに火びさんから事情説明がはじまった。それによると、ここは俺おれがいた世界とは別の世界で、魔ま王おうが使っていた魔ま法ほう具ぐとウィルさんの魔ま力りよくで俺おれを召しよう喚かんしたのだという。

　はい、改めて異世界転移と知らされたよ、こん畜ちく生しよう！　そんなの漫まん画がや小説だけにしておいてほしかった！

「話を聞いてます？」

「はい、どうぞ」

　色々言いたいことはあるが、目の前のダークエルフのお姉さんと鬼おに火びさんに罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつける勇気もなく、頷うなずいておく。

「現在、この魔ま王おう国は魔ま王おう様が不在の状じよう況きようです」

「先代がおっ死んだからなぁ。で、次の魔ま王おうが先代の一人ひとり娘むすめである、ヴィレ・デモナーダ・ニアラース・アンゲルティーヤってわけだ。……可愛かわいかっただろう？」

　ウィルさんがのろけたような声を出した。相変わらず表情がわからん。

　しかし長いお名前だなヴィレ様。やっぱフルネーム覚え切れないわ。ヴィレ、デモ──なんだっけ？

「はあ、それで、僕ぼくは何でここに呼ばれたんでしょうか？」

　話が見えないので聞いてみる。ドメスティカさんは、よくぞ聞いてくれたとばかりに胸に手を置いた。……ビッグなお胸である。本当、目のやり場に困る。

「ヴィレ皇女殿でん下かは、極度の恥はずかしがり屋と申しましょうか、人前に出ると緊きん張ちようのあまり上手うまく話せないのでございます。……私はちっとも気になりませんが。ヴィレ様可愛かわいい！」

　……あー、それで追い出されたわけか。恥はずかしがり屋ねぇ……。

「可愛かわいかったろう？　恥はずかしがるヴィレ」

　ウィルさん、なんでそう嬉うれしそうなんだろう。俺おれの呆あきれをよそに、ドメスティカさんが真面目な表情になって続けた。

「ですが魔ま王おうともなれば、公式の場に出なければなりません。現在ヴィレ皇女殿でん下かが引きこもっているために、魔ま王おうの就任行事も行えない有あり様さまです」

　それって何気にまずいんじゃないだろうか？　魔ま王おう国の人々は、それでいいのだろうか？　次の魔ま王おう様が引きこもりで出てこないっていうのは。

「だから、大変なのではありませんか！」

「あ、ハイ」

　俺おれがあまりに他人ひと事ごとの顔をしていたせいか、そう突つっ込こまれてしまった。

　でも待ってほしい。皇女様が引きこもりだからって、それと俺おれに何の関係があるのだろうか？　引きこもりを治すとかなら、カウンセラーとか相談員とか、専門の人に頼たよればいいわけで、別世界の、学生アマチュア小説家（自じ称しよう）を召しよう喚かんする意味がまるでわからない。

「そこで、ヒオキ様、貴方あなたが呼ばれたのです」

「うん、それがわからない」

「貴方あなた様さまは、あがり症しようと呼ばれる病気──現状、ヴィレ様の抱かかえている問題によく似た症しよう例れいを克こく服ふくする工程を書に記した、その道の専門家としてお連れしたのです……」

　あがり症しよう？　書に記した？　何のことだ？

　俺おれは本は出していないぞ？　せいぜい、小説投とう稿こうサイトに小説を公開している程度で……あがり症しよう──ああっー!!

　思わず飛び出した大声に、ドメスティカさんはビックリした。

「それ、俺おれが投とう稿こうした小説の──」

「確か、書の題名が『あがり症しようの幼おさな馴な染じみを生徒会長にするまで』でしたでしょうか。……セイトカイチョウって何です？」

「学校ってとこの雑魚ざこどもを支配する偉えらい人だよ、書いてあったろ。わかんないのか？」

　ウィルさんが答えた。いや、何かちがくないか、それ。

「雑魚ざこどもって何だよ……」

　それにしても、あの作品を、このダークエルフの美女が読んだのか!?

　生なま読どく者しやさん、じゃなくて、なんかすいません。メッチャ恥はずかしいです！　俺おれが土下座したい気分になった。というか土下座していた。

「ひょっとしなくても、あの作品を読んだので、俺おれを召しよう喚かんしたのですか？」

　とりつくろう余よ裕ゆうもなく、僕ぼくではなく俺おれになっていたけど、ドメスティカさんを見上げる俺おれを、ダークエルフの美女は見下ろした。

「ええ、皇女殿でん下かの引きこもり、たぶんあがり症しようを解決するために、貴方あなたを呼びました」

「一発、アカネちゃんを生徒会長にするように、ヴィレを魔ま王おうにしてやってくれ！」

　と、ウィルさん。って、この人（？）も読んだのかー!?　アカネちゃんとは、あがり症しようのヒロインの名前である。

　しかしこれは大変なことになったぞ。

　俺おれはただの高校生で、アマチュア小説家（自じ称しよう）で、引ひっ込こみ思じ案あんの幼おさな馴な染じみのヒロインを生徒会長にするために七しち転てん八ばつ倒とうする主人公の物語を書いたのだけれど、あれはフィクションである。書いたきっかけについては、ちょっとしたリアル事情があるのだが、まあ、それはこの際、どうでもいい。

　リアリティを出すために、あがり症しようを克こく服ふくするために何をすべきか調べたりはしたけれど、とても専門家とは言えないし、精神科や医い療りようの知識も資格も持ち合わせていない。

　とんでもない無理ゲーである。レベル１の勇者を、いきなりラスボスに会わせて倒たおせと言っているくらいの無理難題である。いや、魔ま王おう自体ラスボスではあるのだけれど。

　しかも当人との初対面は、ほとんど口も利きかないまま追い出されてしまった。結局、名前すら名乗らせてもらえなかったわけで、これは相当重じゆう症しようだ。

　ただの引きこもりなら、勝手にしろと投げ出しても文句は言われないのだろうが、その人物が魔ま王おうで、彼かの女じよが本気を出さないと国が乱れて、色々大変なことになってしまうという。そして俺おれは、それを何とかしないといけないわけだ。

　どうして俺おれなのだ？　ほんと、精神科医の先生でも召しよう喚かんしてくれればよかったのに。しかも人間でもない異種族、さらに言えば異世界の魔ま族ぞくのことなのに。

　俺おれに助ける義理は何一つないのだが、そんなことを言ったところで、今の俺おれに何ができたか大いに疑問だった。

　何かチートでもあれば、また別だったんだろうけど。……異世界転移ならチートのひとつくらいあるだろうに。……え？　ない？

「まあ、簡単じゃねーのはわかってるよ。すんなりいきゃ、とっくに治ってるだろうし」

　ウィルさんは俺おれの周りをぐるぐる回る。

「頼たのむよ、ヒマ先生。可愛かわいいヴィレちゃんを助けてくれ。うまくやってくれたら、色々ご褒ほう美びつけて、元の世界に帰してやるからさぁ」

「……」

　役に立てないことを言ったら、元の世界に帰してくれるのだろうか？　……無理だろうなぁ。

　俺おれは深々とため息をつく。

　唯ゆい一いつの道は、ヴィレ様の対面恐きよう怖ふ症しよう──はっきり言おう、対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう、つまりはあがり症しようを克こく服ふくさせることのみというわけだ。

　できるのか……？

　俺おれにあるのは小説を書くために調べた知識のみ。それが実際に役に立つのか、実じつ践せんする機会ということか……。

　かつてディズニーは言った。

　スタートを切る方法はしゃべるのをやめて動きはじめることだ、と。

　そして人間行動学博士のデニス・ウェイトリーも言っている。

　本当に危険なのは、何もしないことだ、と。

　どうせ何もしなければ悪い方向に行くのなら、少しでもあがくしかあるまい。たとえ、専門家でなくても、稚ち拙せつだろうとも、やるしかないのだから。

　いや、ほんと、専門家を呼んでくださいよ……。

　そういえば、『あなたの文章に惹ひかれました。つきましてはぜひお会いしたい』って誘さそい文句は何だったんだろう？　話を聞いた限りでは、あまり関係ない気がするのだけれど。

「あ、ヒオキ様には、演説用の原げん稿こうにも協力していただきたいと思っております。貴方あなた様さまの書にも見事な演説が書かれていましたから」

　あ、はい。そうですか……。褒ほめられたんだよな、これ。
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「先さつきは追い出して悪かった、とヴィレ様はおっしゃっております……」

　ドメスティカさんは言った。

　改めてご挨あい拶さつに伺うかがったヴィレ様のお部屋。だだっ広いその部屋のベッドがあった手前に、皇女殿でん下かは座すわっておられた。何故なぜか縦長の不気味な仮面を被かぶって。どこかの族長とかが着けていそうなその仮面のせいで、角は見えど、表情をうかがい知ることができない。

　ドメスティカさんとウィルさんは平然としていたけど、俺おれは正直面食らった。仮面だけにな！

　その仮面幼女は、傍かたわらのドメスティカさんに何事か耳打ちする。ふんふん、と話を聞いたダークエルフさんは、俺おれに向き直る。

「でも、でも、女子の部屋に見ず知らずの者が勝手に入ってきたら、普ふ通つうは怒おこられても仕方ないと思うのじゃ──とヴィレ様は申しております」

「……」

　何だコレ。いや、何となくわかる。あがり症しように引きこもりなヴィレ様のこと、おそらく知らない人間、つまり俺おれと顔を合わせられないから仮面で隠かくし、言葉もドメスティカさんに話させているんだろう。俺おれはため息をつきたくなったが我が慢まんした。

「それで、名をなんと申したか、とヴィレ様は申しております」

「いや、あんた、知ってるでしょ！　その場で教えてあげなさいよ！」

　俺おれが思わずドメスティカさんに突つっ込こめば、ヴィレ様がびくりと肩かたを震ふるわせた。

「ヒオキ先生ェ？　ヴィレ様を脅おどかさないでください」

　ドメスティカさんがガンを飛ばしてきた。いや、あなたが──まあいいや。

「ヒオキ・マモリです」

「通つう称しよう、ヒマ先生」

　ウィルさんが口を挟はさんだ。うん、もういいよ。諦あきらめモードの俺おれ。

「余は亡なき父上の跡あとを継つぎ、魔ま王おうにならねばならぬ、とヴィレ様は申しております」

「……」

「しかし恥はずかしい話、余はあがり症しようで、人前でろくに話せないのじゃ──」

　ドメスティカさんの通訳は続く。ほんと、俺おれは何を見せられているんだ？

「これでも頑がん張ばっておるのじゃ。本当は誰だれかの手を借りるのは嫌いやなのじゃが、お主にあがり症しようを治すことができるのか？　余は魔ま王おうにならねばならぬ──と、ヴィレ様が」

　以下、ドメスティカさんの言葉を省略。

　できるかどうかと言われると、俺おれは専門家じゃないからわからない、むしろできない可能性が高いのだが、これから何とかしようとしている相手にそれを言ってしまうのは自らの首を絞しめてしまう行こう為いといえる。だからここは──

「もちろんです」

　断言しておく。プロですから、とプロでもないのに言いそうになったのは悪い癖くせ。

「ヴィレ様。もし具合が悪くないのなら、お顔を見せていただけませんか？」

　あがり症しようなのは聞いたが、互たがいに顔が見えないのはどうなのか。ごにょごにょ、とドメスティカさんに耳打ちするヴィレ様。

「嫌いやじゃ。どうして顔を見せねばならぬのじゃ──と申されております」

「あ、はい」

　これは大変そうだ。俺おれが肩かたをすくめると、ドメスティカさんはヴィレ様に頭を下げた。

「それでは、一度下がります。またのちほど」

　俺おれたちは皇女様の部屋を退出する。ウィルさんが浮うかび上あがった。

「まあ、今度はちゃんと挨あい拶さつできたようで何よりだ」

「ちゃんと、挨あい拶さつできた？」

　笑えない冗じよう談だんだよ、鬼おに火びさん。とはいえ──

「ヴィレ様は、いちおう魔ま王おうを継つぐつもりみたいで安心した」

　もし、魔ま王おうになるのが嫌いやだというのなら、あがり症しよう云うん々ぬん以前に、他に適任者を探したほうがいいと本気で言うつもりだったのだけれど。あがり症しようさえなければ何とかなりそうだ。……それが難しいのだが。

「それで、ヒオキ様。治りそうですか？　ヴィレ様のあがり症しよう」

「あれで、治るどうこう判断できるような人間に見えますか、俺おれは」

「『もちろん』って言い切ったよな？　ヒマ先生」

　ウィルさんの遠えん慮りよのないツッコミ。大言吐はいちゃったよ、とちょっと後こう悔かい。

　買いかぶりすぎである。そもそも、俺おれは素人しろうとだ。

「今からでも遅おそくありません。専門家を召しよう喚かんしましょうよ」

「いや、ヒマ先生がその専門家だろう？」

　ウィルさんが当たり前のように言った。

　これである。どうしてこうなった？　俺おれの小説を読んで専門家と勘かん違ちがい……ん？

「なあ、ウィルさん、ここは異世界だよな？　なんで俺おれのネット小説を読んでるんだ？　というかどうやって読んだんだ？」

「ネット小説ぅ？　ああ、ヒマ先生の書物のことだな。うむ、魔ま法ほう具ぐでな、ヒマ先生の書いたものは全部読んだぞ」

「全部……」

　なんとも熱心な読者さんがいたものだ。どうやらその魔ま法ほう具ぐとやらは世界を超こえて俺おれの投とう稿こう作品を読むことができるようだった。どういう仕組みかは知らないが。

　と言うか、日本語読めるのか。まあ、普ふ通つうに日本語話してるけど、たぶんアレだろう。魔ま法ほうか何かで自動で通訳されてるとかいうお約束みたいなの。俺おれは突つっ込こまないぞ。

　俺おれはドメスティカさんに熱い視線を送った。

「その魔ま法ほう具ぐを使って、俺おれよりも専門家を呼びましょう！　そうしましょう！」

「いえ、それは──」

「無理だな」

　ウィルさんが言った。

「広大な書の中で、どれが専門家なのかわからん。オレ様がヒマ先生を見つけたのも、その中のひとつをたまたま見つけたからだ。それにな……」

　鬼おに火びは、俺おれの傍そばに寄った。

「別世界から、召しよう喚かんってのは簡単にホイホイできるもんじゃねーし。次に召しよう喚かん魔ま法ほうを使えるのが、だいたい一ヶ月後くらいだからな」

「つまり、どう足あ搔がいても、俺おれが帰れるのは一ヶ月後なのか……」

「ま、そういうこったな、ヒマ先生。うまく行けば、の話だけどよ。まあ、頑がん張ばってくれよ」

「それしかないのか」

　努力はするけど、どうやったら上手うまくやれるだろう？

　あがり症しようヒロインの小説の場合どうだったか？　主人公とヒロインが幼おさな馴な染じみで、二人の間だけ普ふ通つうに会話が可能という設定でした。……役に立たないじゃん。

　まあ、本人の前でもちろん、なんて頷うなずいてしまった俺おれである。いささかみっともないのは認めるが、やるしかない。

「ヒオキ様にはやっていただかなくてはなりません」

　ドメスティカさんが、真面目ぶる。

「ヴィレ様の魔ま王おう就任式を、あと一ヶ月以内に執とり行おこなわなければいけないのです」

「ひと月？」

「はい。本当なら、もうとっくに魔ま王おうに就任していなければいけないのですが……その、ヴィレ様はあがり症しようで人前に出られる状態ではなく」

「まあ、そうですよね」

「ただ、いつまでも引ひき伸のばしているわけにはいきません。特に、ひと月後に魔ま王おう国の代表として人類側と交こう渉しようしなくてはいけません。その頃ころまでには魔ま王おう様がいないと──」

「人類側と交こう渉しよう？」

　人間である俺おれとしては聞きき逃のがせないワードが出てきたぞ。ウィルさんが浮うき上あがる。

「何となくお察しだろうがよ、うちら魔ま族ぞくと人間は対立している。何度も衝しよう突とつを繰くり返かえしていたけど、先代魔ま王おうが連中と不ふ可か侵しん条約を結んだのさ。しばらく戦争やめようぜってね」

　魔ま王おう様、軽っ！　いや、ウィルさんというフィルターがかかっているせいかな。魔ま族ぞくと人間の衝しよう突とつとはまたベタな。

「ですが、その条約の期間が、あとひと月ほどで切れてしまうのです」

　ドメスティカさんが眉まゆを下げた。

「人間との条約交こう渉しようの際に、魔ま王おうがいないなんてことが知られれば、人間たちに隙すきを与あたえることになってしまいます。魔ま王おう国としても、条約延長かそれとも戦うのか、その頃ころには魔ま王おう様がいないと困ります」

　トップがいなければ方針が定まらない。なるほど、この国にとっては大問題だ。しかし、あの幼女を一ヶ月以内に魔ま王おうにする。結構シビアじゃないか、これ。

　逃にげたい。が、俺おれが帰れるのは最短でも一ヶ月後。……はいはい。俺おれがどうにかするしかないんでしょ、まったく。

　そんなわけで、俺おれはヴィレ様のことを知ることから始めた。ドメスティカさんとウィルさんから情報を集めるのである。

　孫そん子しの言を借りるなら、まず敵を知ることから始めるのだ。

「ヴィレは、可愛かわいい」

　ウィルさんは断言した。ドメスティカさんは──

「勤勉な方で、お優やさしい方です。少々素す直なおでないところはありますが……。あがり症しようの影えい響きようで、人に会うのが大の苦手で、現在引きこもってらっしゃいます」

　あれで優やさしいのだそうだ。初対面は寝ね起おきだったのだろう。追い出されてしまったが、二度目の、つまり先ほどは仮面越ごしとはいえ、一応詫わびてくれたわけだし。

「つかぬ事をお聞きしますが、ヴィレ様ってお幾いくつ？」

　ドメスティカさんとウィルさんが顔を見合わせた。いや、ウィルさんは正直、どこ見ているかわからないんだけど、動きからそうなったように見えた。というか、うっすら目みたいな点が見えた。

　ダークエルフの魔ま術じゆつ師しが即そく答とうした。

「ヒオキ様の世界の暦こよみに合わせるなら十七になりますね」

　俺おれの世界に合わせて計算してくれたのか。なんて気の利きくダークエルフさん──って!?

「ヴィレ様、十七歳さいっ!?　あの見た目で!?」

　どう見ても十か、もう少し下かもと思っていた。

「確かく認にんなんですが、標準的な十七歳さいと見ると、ヴィレ様はどうなんです？」

「可愛かわいいだろう？」

　ウィルさん、そればっか。ドメスティカさんは苦く笑しようした。

「いやー、標準から見ると、ちょっと幼いと言いますか、なんと申しましょうか──」

「可愛かわいいだろうぅ？」

「いや、ウィルさん、それいいから」

　俺おれは鬼おに火びに呆あきれつつ、質問を続けた。

「先代の魔ま王おう様というのは……。やっぱり実じつ年ねん齢れいより幼い感じだったり、身長が低かったりとか？」

「いや、それはない」

　ウィルさんは天てん井じよう近くまで浮うかび上あがった。

「目線からすると、だいたいこれくらいかな」

「でかっ！　軽く二メートル超こえてるな」

「スマートで力強い方でしたよ」

　ドメスティカさんが言った。なるほど、ヴィレ様の幼女体型は遺伝では、と思ったがその線はなさそうだ。

「となると、引きこもってるのは標準より幼いとされる外見を気にしているからかもしれないな」

　勤勉とくれば、根は真面目。何より魔ま王おうの娘むすめで、次の魔ま王おう。父親が立派でいかにも魔ま王おう然ぜんとしたスタイルだったのなら、コンプレックスになっている可能性が高い。

「ちなみに、あがり症しようになった原因に心当たりがありますか？」

　お、自分でも今の質問は専門家っぽいと思った。ふよふよと下りてきたウィルさんは。

「わからん」

「はっきりといつだったかは、わたくしにもよくわかりません」

　ただ、とドメスティカさん。

「身長のことを気にしている節はあります。可愛かわいらしいと褒ほめられると、何故なぜか機き嫌げんが悪くなって……」

「ウィルさん、ヴィレ様に可愛かわいい禁止な！」

「なんで!?」

　ウィルさんが狼ろう狽ばいしたような声を出した。

「だって、ヴィレは可愛かわいいだろう!?　本当のことを言って何が悪い？」

「褒ほめてるつもりでも当人は傷ついていることもあるんだよ、ウィルさん」

「なんてこった……」

　力なく漂ただよう鬼おに火びさん。落おち込こんでいるようだった。

　ドメスティカさんが自身を指差した。

「私は、ヴィレ様に可愛かわいいって言ってもいいですよね？」

「いいわけないでしょうが！」

　自重してください。可愛かわいいのは事実でも！




　　　　・　・　・




　ヴィレ皇女殿でん下かの日常。引きこもりのお姫ひめ様は、そのほとんどを自室で過ごしている。

　ふだん何をしているのかとドメスティカさんに聞いてみれば、一、寝ねる。二、食事。三、読書。四、たまに運動。五に部屋で入浴。その繰くり返かえしらしい。

　あの広い部屋は、それらをすべて部屋の中でこなせるように、そのスペースを確保するためらしい。……そんなふうに甘あまやかしているから、引きこもれるんじゃないかと思うのだが。

　だが幼い頃ころは、かなり活発な姫ひめだったらしい。

「五歳さいの頃ころに、反乱を起こしたとある巨きよ人じん族のもとに飛んでいって、ひとりで全ぜん滅めつさせました」

「……あの、活発の意味違ちがってませんか？」

　ドメスティカさんの真顔に、俺おれも真顔で返す。

「ついたあだ名が『ツェアシュテーラー』。つまり破は壊かい者しやです」

「おう……」

　破は壊かい者しや、あの小さな身体からだでか。あの姿だと弱そうだけど、見た目によらないな。

　この手の武勇伝には事欠かず、先代魔ま王おう様が留守中に起きた手て荒あらい処置が必要な事件に出張っては、腕わん力りよくと魔ま法ほうで解決してまわったのだとか。

「その分、いろいろ修理費用が……」

　思い出しただけで頭痛がしてきたらしいドメスティカさん。お察しというやつである。

「ですが以前よりヴィレ様は民衆から大変人気があって、当時は次期魔ま王おうとしてかなり有望視されていたんです。当然です、ヴィレ様ですから！」

「五歳さいくらいでですよね？　ずいぶん早熟なんですね」

　実は、凄すごいんじゃないかこれ。俺おれの世界の五歳さいで、そんなことできねぇよ。

「とくに深く考えていたわけではないのですが、とにかく素す直なおな子で、先代様のお力になれるのがとても嬉うれしかったようです」

「でもその話からすると、小さい頃ころは人見知りでも、あがり症しようでもないようですが」

「そうですね。気づいたら、外に出ることがなくなりました。たしか十歳さい頃ごろだったと思います」

「……たぶん成長期なのに五歳さい頃ごろからあまり姿が変わらないから、誰だれかから指し摘てきされたんじゃないですか？　それが恥はずかしくなって、引きこもるようになったのでは？」

「「おお！」」

　ドメスティカさんとウィルさんが、なるほど、といわんばかりの声を重ねた。

「それは確かに、女性としてはキツイですね……。特にデリケートな年とし頃ごろですし」

「ガキの頃ころって、ガキだって言われると拗すねちまうもんなぁ……。誰だれだよ、ヴィレにそんなこといった奴やつは！」

　案外、あなたたちかもしれないぞ。ヴィレ様に可愛かわいいって連呼しているから。

「でも小さなヴィレ様はとても愛らしいです」

「それは同感だ、ドメスティカ」

　何だこいつら。

「でもまあ、確かにヴィレがあがり症しようで、ついでに引きこもった原因は、それだなきっと。ヒマ先生に指し摘てきされて、思い出したわ。あいつの十歳さいの誕生日の時、五歳さい頃ごろとあまり変わらない外見に可愛かわいいって言われて以来だろ。人前に出なくなったの」

「確かに、そうかもしれません」

　ドメスティカさんも同意した。

　十歳さいの誕生日に、あまり変わらない外見を突つっ込こまれたこと──俺おれの想像は的中したらしい。

　背せ伸のびしたがりな年とし頃ごろに、その言われようは傷つくよなぁ……。特に尊敬する父親が背が高くて立派だったらしいからな。それからコンプレックスを抱いだいて、人前に出るのが恥はずかしくなっていったということか。

　とりあえずウィルさんを交えて、俺おれはヴィレ様に慣れてもらうべく交流を試みるのである。あ、また通訳とかされても何なので、ドメスティカさんには席をはずしてもらった。

　あのみょうちくりんな仮面をどけたが、代わりに枕まくらを盾たてにされた。そんなヴィレ様はあがり症しようなので、こちらから話題を振ふってやる。

「ヴィレ様、僕ぼくはこの世界のことまるで知らないので、教えてください」

　話のネタに困った時は、質問をぶつけてみるといい。これは豆知識だ。質問するのは恥はじではない。聞かないことこそ恥はじなのだ。

「……この世界？」

　か細い声だった。危あやうく聞き返したい衝しよう動どうに駆かられたが我が慢まん。耳に意識を集中！

「僕ぼくは別の世界から召しよう喚かんされたんですよ。だから、ほとんど何も知らないんです……」

「なんだよ、ヒマ先生。言ってくれたらオレ様が教えてやったのに」

　ふよふよと近づいてくる鬼おに火び。俺おれは軽く睨にらみつける。

「いや、ウィルさんには聞いてないよ」

「ひどっ!?」

「俺おれはヴィレ様に聞いてるの」

「……どうして余なのじゃ？」

　頭に枕まくらを被かぶったまま問いかける幼女魔ま王おう。角が刺ささらないように被かぶるところは器用である。

「実は、ドメスティカさんにも聞いたんですけど、あの人の説明わかりにくくて」

　しれっと噓うそをつきました。

「あと、ウィルさんだと何だか時々噓うそが混じってそうで、どこまで信用できるかわからない」

「ヒマ先生、ひどくね？　その扱あつかいひどくね？」

　いじけるウィルさんを無視して、俺おれは個人的に知りたかったことも含ふくめて聞いてみる。

「魔ま王おう国とはどんな国なのですか？」

「……魔ま王おう国とは魔ま王おうの国じゃ」

「ですよねー。もう少し詳くわしく」

　むぅー、とヴィレ様は枕まくらの向こうから覗のぞかせるその顔、頰ほおを膨ふくらませた。可愛かわいいは禁句だけど、心の中でいうぞ。幼女がほっぺを膨ふくらますのは可愛かわいい。

「本当にお主はしらんのじゃな……しょうがない」

　ぼそぼそと呟つぶやくように言った後、枕まくらをかかえてベットから飛び降りたヴィレ様は壁かべ際ぎわの本ほん棚だなへ。おもむろに一つの本に触ふれると、その本ほん棚だなが稼か動どうし、壁かべの向こうに図書館さながらに無数の本ほん棚だなが出現した。

「おおっ……！」

　こんな仕し掛かけがあったとは！　驚おどろく俺おれだが、よくよく考えてみれば、ふだんこの部屋に引きこもって読書をしているという皇女殿でん下かのこと。部屋に多数の蔵書を抱かかえているのはある種当たり前だった。

「ま、魔ま王おう国とは、魔ま族ぞくが集まって出来た国じゃ。百を超こえる種族の集まりでな……こ、この世界の大きな勢力である人間に対たい抗こうするために国となった過去がある」

「人間に対たい抗こう……」

　俺おれ、その人間なんだけどいいのかな？　ここにいて。

「き、彼奴きやつらが力を持つまでは、魔ま族ぞくは今ほどまとまっていなくての。……ま、皮肉と言えば皮肉」

「ちなみに、その人間とは？」

「ん？　……いまは双そう方ほう、互たがいの国に干かん渉しようしないという条約を結んで、て、停戦中じゃ。父上が尽じん力りよくしたおかげでな……。嘆なげかわしい戦争はいまはしておらん状態じゃ」

　少したどたどしい調子だったヴィレ様がわずかに胸を張った。どうやら父親の話をして誇ほこらしくなったようだ。幼女体型のせいか、とても微笑ほほえましく俺おれの胸の中はポッと温かくなった。心なしか声が大きくなっている気がする。

　そんなヴィレ様は、俺おれの視線に気づき、慌あわてて枕まくらで顔を隠かくした。

「に、ニヤニヤするでない。気持ちわるいわ」

　……面と向かって言われると、結構きついなこれ。

「百を超こえる魔ま族ぞくって言いましたけど、どういう種族がいるんです？」

　気分を直すべく質問を重ねれば、ヴィレ様は答えてくれた。

　ファンタジーで有名な種族──ドメスティカさんらのダークエルフのほか、ゴブリンやオーク、オーガはもちろん、吸きゆう血けつ鬼き、狼ろう人じん族ぞくをはじめとする獣じゆう人じん、竜りゆうやその亜あ人じん、水すい棲せい生物のタコやイカ、サハギンやその亜あ人じん種族、昆こん虫ちゆう系亜あ人じん、霊れい体種族などなど、雑多な種族が魔ま族ぞくとして、この国に属していた。……よくもまあ、こうすらすらと出てくるものだ。

「ヴィレ様、博識ですね」

「こ、これでも魔ま王おうの娘むすめじゃ。これから自分が治める国のことを知らぬでどうする？」

　枕まくらから顔を半分出してジト目を向けてくるヴィレ様。自分の得意分野を話しているせいか、少々饒じよう舌ぜつになっていた。この調子で、あがり症しようも解決するといいんだけれど。

　調子がよくなってきたのか、ヴィレ様は丁てい寧ねいに俺おれに教えてくれた。種族の特とく徴ちようや、他の種族との因いん縁ねん関係。俺おれが判わからないと言えば、適当な本を見つけ出し、その図を見せてくれたりした。

　事実、皇女殿でん下かの知識量は相当なものである。幼い見た目に騙だまされそうだが、対たい人じん恐きよう怖ふ症しようがなければ、うまく魔ま王おうを務められるのではないかと俺おれは思った。







　一通り話終わったヴィレ様。少しは慣れてくれたかな、と思ったのだが、幼女姫ひめは唐とう突とつに枕まくらを被かぶり、顔を隠かくした。

「……話し過ぎた。は、恥はずかしいのじゃ……」

　どうやら素面しらふに戻もどったらしい。自分でもらしくないことをしたと恥はずかしくなったのか。

　ううーん……。

　とりあえず、少し話すことができるようになったようだ。

　だが、一ヶ月の間に、人前で演説できるレベルに引き上げるとするなら、ドンドンこっちから仕し掛かけないと間に合わないのではないか、と思うのだ。

　とはいえ、人とまともに話すのも難しい幼女姫ひめに、大きなことを期待するのも酷こくである。

　だから、まずは簡単なことから始めるのだ。俺おれは提案した。

「ヴィレ様、お話を聞いていたら城の外に出たくなりました。一いつ緒しよに散歩しませんか？」

「さ、散歩？」

　ヴィレ様は目を見開いた。そして思い切り頭を振ふった。

「何故なぜ、余が外に出ねばならんのじゃ！　断る！　ドメスティカにでも頼たのめばいいのじゃー」

　そこだけ強く拒きよ否ひられた。とてとてとベッドに駆かけ込こみ、シーツを被かぶるヴィレ様。

　案の定、嫌いやがられた。まあ、引きこもりである。声をかけてすんなり出てきてくれるなら、誰だれも苦労はしないだろう。

　ウィルさんが俺おれの周りを飛ぶ。

「なあ、ヒマ先生よ。ヴィレは外に出ないぞ」

「なんでだ？　出たら死ぬ病？」

「いや、そういうのはないんだけどさぁ──」

「そうじゃ、出たら死ぬのじゃー」

　ベッドにもぐりこみヴィレ様が尻しりをふりふり。……あー、短いけど尻尾しつぽあるんだな。初めて気づいた。

「いいじゃないですか。ちょっと外に出て、町を案内してくださいよ。……あ、城の外ってどうなってるのウィルさん？」

「城下町のエフォールがある。いろんな魔ま族ぞくがいるぞ」

　それは好都合。俄が然ぜん興味がわいてきたぞ。魔ま族ぞくの町ってどんなんだろうな。

「ヴィレ様、町に出て、俺おれにどんな魔ま族ぞくがいるか教えてくださいよ！」

「ウィルさんと行ってくればよかろう」

「いやですよ。俺おれはヴィレ様と散歩に行きたいんです」

「さっきからひでぇよ、ヒマ先生！」

「わかった。ウィルさんも出かけよう。そういうことでヴィレ様、三人で出かけましょう」

「……」

　反応なし。だがここでめげない。俺おれは近づき、囁ささやくような声で言った。

「……魔ま王おうになるんでしょ、ヴィレ様。これくらいのことで尻しり込ごみしてどうするんですか？」

「うー……」

「誰だれかと喋しやべるわけでもなく、ただ見に行くだけです。問題はないでしょ？」

「た、ただ見るだけか……！」

　皇女様は顔を覗のぞかせて、小さく唸うなる。俺おれの提案を考えているのか、はたまたどうやって断るか考えているのか。俺おれはじっとその答えを待った。

「じゃ、じゃが無理じゃ。余は次期魔ま王おうじゃからな！　散歩などしたら民たみに注目されて騒そう動どうになってしまうわ」

　ヴィレ様が、もっともらしい反論を試みた。

　確かに皇女様がお出かけとなれば、普ふ通つうは簡単なことではないだろう。身辺警護とか、ルートの選定とか、まあ色々準備だててやらねばならないと思う。

　が、それは公的行事の話だ。

「そもそも、外に出ると言っても、皇女様としてではなく、何か別のものに変装すればいいと思うのですが？」

「……？」

「行事ではなく、お忍しのびで散歩というやつです。正体を明かさず、庶しよ民みんの生活を覗のぞき見みるんですよ」

　物語では結構テンプレな手ではあるんだけどね。お忍しのび、ただし城しろ公こう認にんという違ちがいはあるけど。

「なるほど、変装か！　それなら騒さわぎにならないな！」

　ウィルさんが声を弾はずませる。そうそう、もっと言ってやってくれウィルさん。

「んん……んー」

　ヴィレ様は腕うでを組んで、視線が泳ぐ。

「そ、そういうことなら、ド、ドメスティカがいいというのなら……行ってやらんでもないのじゃ」

「わかりました」

　よしよし。ドメスティカさんが許可すれば外出も考えてやらんでもない、と。ヴィレ様は最低限の譲じよう歩ほをしてくれたと言っていいだろう。充じゆう分ぶんである。

　もう少しごねると思ったのだが、彼かの女じよなりに現状を何とかしたいと思っているのだろうか。

「ほ、本当に見るだけじゃな？」

「ええ、見るだけです」

　ついでに何か美味おいしいものでも食べにいければいいなぁ、と思ったり。正直、俺おれも魔ま王おう国がどんなものが見てみたい。




　　　　・　・　・




　さて、ドメスティカさんに、ヴィレ様あがり症しよう克こく服ふく作戦と題して、その第一歩である外出の許可を求めた結果、護衛付きで了りよう承しようされた。

「確かく認にんですが、ヴィレ様を魔ま都とに連れ出す意図は？」

「まずは人に慣れる必要があると思うんですよ」

　知っている人のみに顔を合わせている現状。それ以外の者に対しては、会いたくもないと避さけている。それは自分の容姿に自信がないゆえだろうが、魔ま王おうに就任となれば皆みなの前に出なくてはならない。

　いずれ嫌いやでもその機会が来るのだから、何もない今のうちに周囲の魔ま族ぞく民みんに慣らしていこうという考えである。

「なるほど」

　ドメスティカさんにしてみれば、ヴィレ様が魔ま王おうの就任式典を済ませてくれることが第一である。そのためならば、多少の予定外の外出もねじ込こめるわけである。チョロいね。まあ、かなり渋しぶい顔はされたけれど。

「ヒオキ先生、ヴィレ様は相当嫌いやがると思うんですけど」

「そんなこと言ったら、ヴィレ様は魔ま王おうになれませんよ？　いいんですか？」

「ダメです……」

　ドメスティカさんは複雑な表情を浮うかべていたが、正直そこまで面めん倒どう見てられない。

「いや、ヒマ先生、すげぇよ。あのヴィレを外に出しやがった！」

　ウィルさんから褒ほめられた。

「いや、まだ段取りをつけただけで、外に出るのはこれからなんだけど」

　部屋を出る前に、ドメスティカさんは俺おれに魔ま法ほうをかけた。彼かの女じよ曰いわく、「これで外を歩いても人間には見えない」のだそうだ。

　ここ魔ま王おう国は、人間勢力と停戦状態ではあるものの、人間を敵視している魔ま族ぞくも多いのだとか。そんな人間である俺おれが外を歩くのは都合が悪い。

　はたして俺おれは、ここの魔ま族ぞくたちの目にはどう映っているのか。ドメスティカさんは、俺おれを何の姿に変えたのか、気になるところであるが……。

「ゴブリンですよ、ヒオキ様」

「へ？」

　どうやら、モンスターの中では雑魚ざこ中の雑魚ざこ、序じよ盤ばんで経験値の足しにされてしまう種族の姿をしているらしい。いや、これはあくまで俺おれの世界での物語やゲームの話であって、この異世界ではひょっとしたらゴブリンはヒエラルキーの上位に存在していたりして。

「そんなわけありませんよ。ゴブリンは下級種族ですよ」

　ドメスティカさん、そんな真顔で言わなくてもいいじゃないですか。そうか、ゴブリンはこの世界でも下したっ端ぱなのか。

「冗じよう談だんですよ、ヒオキ様。あなたはいま、オーガ族の少年に見えるように擬ぎ装そうしています」

「オーガ……鬼おにですか？」

　ファンタジーのお約束であるオークと名前こそ似ているが、オーガは日本では鬼おにと訳されることが多い。

　オークが性欲の権ごん化げで、うら若き女おんな騎き士しをピーしてしまう豚ぶた野や郎ろうという描えがかれ方をされるのに対し、オーガは人ひと喰くい鬼おにとして、筋肉モリモリの屈くつ強きような強敵として描えがかれる傾けい向こうがある。ガリガリもやしな俺おれとは対極である。肉は好きであるが。

「俺おれ、今そんなマッチョマンに見えるんですか？」

「はい？」

　ドメスティカさん、そんな「頭大だい丈じよう夫ぶですか？」みたいな目を向けないでください。ボクは弱いオーガなので死んでしまいます。

　その後、俺おれはヴィレ様の部屋に戻もどった。







「……ということで、ドメスティカさんから許可が出ました」

「なんじゃと!?」

　まったくの予想外だったらしく、ヴィレ様はびっくりしていた。皇女様が私用で外出など簡単にできるはずがない、と。

　それで前向きな発言したんだな。許可が出ないと思っていたから。

「お、おのれ、ドメスティカ、裏切りおったな！」

　枕まくらで顔を隠かくしながらだったが、ひどい言いようだ。あのダークエルフさんも、ヴィレ様のことを思ってのことだと言うのに。

「というわけで、お出かけしましょう」

　俺おれは、ドメスティカさんから預かってきた、変装用衣い装しようをヴィレ様に見せた。

「いわゆる、魔ま術じゆつ師しのローブです。ドメスティカさんの知り合いの魔ま術じゆつ師し、という設定です」

　最初は妹とか従姉妹いとこにでっちあげようと思ったのだが、ダークエルフ衣い装しようが、あまりに露ろ出しゆつが強すぎて、ヴィレ様にそれをお召めしになってもらうのは、何と言うか色々ダメな気がしたので没ぼつにさせてもらった。

　ちなみに擬ぎ装そう魔ま法ほうのたぐいも考えたのだが、魔ま法ほうによる擬ぎ装そうは魔ま力りよくの層とやらが対象を覆おおうため、魔ま力りよく感知に秀ひいでる種族だと見破られてしまうそうで、これも却きやつ下かとなった。

　俺おれ、オーガの少年ってことになってるけど、そうなったらバレちゃうんじゃないですかねぇ……？

「間もなく侍じ女じよさんたちがやってきて、お着き替がえしてくれるそうなので、それが終わったらでかけましょう」

「来なくてもいいのじゃ」

「あ、来たようですよ」

　ノックの音がして、噂うわさをすれば侍じ女じよさんたちがやってきた。途と端たんにヴィレ様は「むー」とうなり出した。ここで少しでも機き嫌げんをとっておこう。

「ただの散歩ですよ。本を見るのと同じです。特定の誰だれかと顔を合わせるわけではありません。……たったそれだけです、ええ。……それにヴィレ様と一緒に魔ま都とを歩けるなんて光栄です」

「むー」

「可愛かわいいですよ、それ」

「む……ううん」

　ヴィレ様は黙だまり込こんだ。本人に可愛かわいいは禁句なので、あえて衣装から入って不満顔をさせないようにしていく流れ。まあ、どっちにしろ不満顔なのだが、大人しくはなった。

　俺おれがいてはお着き替がえの邪じや魔まなので、一度部屋を出る。ドメスティカさんがいた。

「ズルいです、ヒオキ様」

「はい？」

　何のことかわからず呆ぼう然ぜんとしたが、俺おれがヴィレ様に「可愛かわいい」と言ったのを聞いていたようだった。そうして雑談をすることおよそ五分後、ヴィレ様のお着き替がえが終わり、侍じ女じよさんたちと共に部屋を出てきた。

　頭からすっぽり被かぶったフード──顔は見えないのだが、角はフードから出ている。なんと斬ざん新しんなファッション。それ以外を除けば、どこからどう見ても、お子様魔ま法ほう使つかいだった。

　どこか雨あま合がつ羽ぱを着た幼よう稚ち園えん児じっぽく見えたのは、たぶん気のせいだ。気のせい……。

　準備が整ったので、早さつ速そく出発である。




　　　　・　・　・




　魔ま都とエフォールの町並みは、どこか中世の欧おう州しゆう風の建物に見えた。まあ、俺おれ自じ身しん、中世の町並みなんてほとんど知らないわけだけど。そもそも中世なんて、幅はば広ひろい年代のいつだよ、と突つっ込こみを入れればキリがない。

　魔ま族ぞくの都市なのだから、もっとおどろおどろしくて、汚きたないイメージがあったのだけど、色使いが少々暗めであることを除けば、案外普ふ通つうで、しかも綺き麗れいだった。

「先代魔ま王おう様が衛生面に注力されたおかげですね」

　先を行くドメスティカさんが説明した。三人でお出かけということで三人目はドメスティカさんである。ウィルさんはちゃんとついてきているけど、『人』じゃないからね。

「実は、最近まで綺き麗れいではなかったんですよ。ただ魔ま王おう様が陣じん頭とう指揮を取り、意識改革を行ったおかげで、魔ま都とは病気が減り、子供や老人の死亡率も目に見えて減少しました」

「へぇ……」

　魔ま族ぞくが清潔に、というとこれまた俺おれのステレオイメージでは意外だ。悪の巣そう窟くつとは総じて汚きたならしく、不潔。先に例に挙げた中世だって、排はい便べんを町中に捨てて放置していたから大変不衛生だったと聞く。その頃ころの人間に比べても、ここの魔ま族ぞくは文明的に発達しているのではないか。

「父上はとても頭がよかったからな！」

　声は小さかったが、ヴィレ様が胸を張った。この子、父親のこととなるとほんと誇ほこらしげにするよな。ふわっと浮うき始はじめたウィルさんを俺おれは見上げる。

「どうした？」

「ん？　いや、別にぃ」

　そっぽを向くように動くウィルさん。俺おれは暗いが綺き麗れいな街を眺ながめ、視界に入ってくる紫むらさき色いろの巨きよ大だい水すい晶しようのような柱を指差す。

「あれは何です？　街のいたるところにあるのですが」

　建物の間に生えているようにも見えるが、紫むらさき色いろの水すい晶しよう柱ちゆうは、いたるところに見かけることができ、暗い色しき彩さいの建物に紫むらさきの光を淡あわく当てている。妖あやしいんだけど、目を引くね。

「魔ま水すい晶しようですね。大気中の魔ま素そを集めて、それをエネルギーに変へん換かんしています」

　ドメスティカさんは言う。魔ま素そとは、魔ま力りよくのもとみたいなもので、魔ま法ほうの発動や魔ま法ほうの道具などを動かすエネルギーとなるものらしい。大気中はもちろん、地面や植物、生き物にも含ふくまれていて、魔ま族ぞくを例に挙げるなら、魔ま素そを利用することで魔ま法ほうを使うという。……じゃあ、俺おれの中にもそういう魔ま素そがあるのかね？

「以前は、魔ま都とを覆おおう障しよう壁へきにのみ用いられていたのですが、魔ま王おう様が領民の生活にも活いかせるようにと、都市機能にエネルギーを配分しています」

「街の民たみのために……？」

「ち、父上は、民たみのこともよく思っておったのじゃ！」

　ヴィレ様、鼻高々である。魔ま王おう様、名君だったんじゃないか？　もっとこう、人間の敵っていうラスボス的な印象を受けがちな魔ま王おうだけど、ちょっと尊敬。

「……って！　ウィルさん、戻もどってこーい！」

　風船のようにお空へ上がっていく鬼おに火びさん。声に気づいたのか、ひよひよと戻もどってくる。大だい丈じよう夫ぶかこれ。

　多くの種族が行いき交かう魔ま都との中央通り。獣じゆう人じんやオーガ、ファンタジーでお馴な染じみな連中は初見であったが、俺おれにもだいたい判別できた。見た目ちょっと怖こわいのもいたけど……。

　魔ま王おう国最大の都市だけあって、住民たちの身なりもさっぱりしていて、小こ汚ぎたないのは戦士かな。武器を携けい帯たいして鎧よろいをまとっているような者は、少々不潔かもしれない。

「こちらは商店街です。様々な種族が、自らの種族やテリトリーでの文化や収しゆう穫かく物ぶつ、製作物を持ち寄って売買しています」

「それは、興味深いですね」

　俺おれはちらとヴィレ様の様子を眺ながめる。

　フードで顔を隠かくしているとはいえ、次期魔ま王おう様である。バレれば大おお騒さわぎになることは間ま違ちがいないのだが、今のところ、周囲に気づかれた様子はない。

　はじめは緊きん張ちようしていたヴィレ様も、話しかけられないせいか幾いく分ぶんか表情に余よ裕ゆうが出てきたようだった。物もの珍めずらしそうにきょろきょろと商店の商品を眺ながめたり、行いき交かう魔ま族ぞくの様子をそれとなく見たりしていた。

　さて、商店街を進んでいると、俺おれの視界にそれが飛とび込こんできた。

　石像、いや銀だろうか。金属を思わす光こう沢たくの、高さが五十センチほどの像が商しよう品ひん棚だなに置いてあった。悪あく魔まを模かたどった像、獣じゆう人じんや獣けものを模かたどったモノなど。

「いらっしゃい。何かお探しかい？」

　店主と思われる小こ柄がらな魔ま族ぞくが俺おれに声をかけた。しわくちゃなその顔は、西洋の妖よう精せいか、はたまた妖よう怪かいか。人間でいえばそこそこお歳としを召めした感じに見える。

「コボルトですね」

　ドメスティカさんが、囁ささやき声ごえで教えてくれた。

　コボルト。俺おれの世界では、家いえ妖よう精せいだったり、あるいは犬いぬ頭あたまの亜あ人じん系モンスターでゴブリンのお仲間みたいな感じで知られているやつだ。記き憶おく違ちがいでなければ、ドイツでは鉱山にいて、鉱物を『コバルト』に変へん換かんして、作業員へ嫌いやがらせをするやつじゃなかったか。

「ひょっとして、この像はコバルトだったり？」

「そうそう」

　コボルトの店主が、コクコクと頷うなずいた。この世界では、どうやら妖よう精せい系の魔ま族ぞくのようだな。

　俺おれは店に並ぶコバルトで出来た像を見つめる。

　悪あく魔まと思われる翼つばさを背に持った人型のそれは、二本の角を持ち、人間の顔を持つスマートな全身だが、上半身は中々マッシブで、例えるならアメコミのヒーローみたいな体型だ。

　俺おれの後ろで、ヴィレ様が呟つぶやいた。

「これは、父上の像だな──」

　ヴィレ様のお父上、先代魔ま王おう様の像か。……イケメン、いや渋しぶカッコいい顔をしていらっしゃる。

　しかしそれよりも気になっていたのは、ヴィレさまの目。父親を模かたどった像のせいか、それを見つめる目はとても真しん剣けんだった。フードのせいで、見にくいが物もの欲ほしそうにも見える。……うん。

「ヴィレ様、これ買われますか？」

　俺おれはかがんで、そうささやくように言った。ちら、とヴィレ様の頭が動く。

「この像、欲ほしいですか？」

「……」

　沈ちん黙もく。恥はずかしがっているのかな。黙だまって見守っていると、小さくコクリとヴィレ様は頷うなずいた。……可愛かわいい。俺おれの心の奥おくで何かがうずいた。

「ドメスティカさん、お金あります？」

「はい？」

　ダークエルフさんがキョトンとする。俺おれはそんな彼かの女じよに耳打ちする。

「ヴィレ様が、このコバルトの魔ま王おう像をご所しよ望もうです」

「はい。ではわたくしが──」

　おい待て。俺おれは、財さい布ふを取り出したドメスティカさんの肩かたを摑つかんだ。

「欲ほしいのはヴィレ様です。あなたはお金だけ出して、ヴィレ様に買わせてください」

「あ……。いやしかし、ヴィレ様にお買い物など──」

　問答無用。

　俺おれは彼かの女じよの手から財さい布ふを取ると、ヴィレ様の後ろに回りこみ、その両りよう肩かたを摑つかんだ。ビクリとする幼女姫ひめに、俺おれは後ろから小さく声をかけた。

「ヴィレ様、ここにお金があります。僕ぼくが言うとおり、店の主人にこう言ってください。『この魔ま王おう像をください』と」

「ふぇ？　余、余が言うのか？」

　驚おどろきつつ、しかし周囲に聞こえないように声を落とすヴィレ様。散歩するだけと言ったな、あれはキャンセルだ。

「いいですね？　『この魔ま王おう像をください』そう言うだけです。もし店の店主が笑ったりふざけたことを抜ぬかしたら、僕ぼくもドメスティカさんも店主を殴なぐり倒たおします」

　はい、どうぞ、と俺おれはヴィレ様の手に財さい布ふを握にぎらせると、再び肩かたを摑つかんで押おし出だした。

　有う無むを言わさず、とはまさにこのこと。本当なら嫌いやだと猛もう反はん対たいしただろうヴィレ様に間も与あたえず、店主の前に押おし出だす。なおも俺おれが肩かたを摑つかんだままなので下がることもできず。

「いらっしゃい、お嬢じようちゃん」

　コボルト店主が、にっこりと笑えんだ。そのしわくちゃ顔もどこか愛あい嬌きようがあるように見え、その声こわ音ねも優やさしい。俺おれたちの後ろで、ドメスティカさんが怖こわい顔で店主を威い圧あつしていたのは、その時の俺おれは気づいていなかった。

「あ……え……っ」

　すでに反論するタイミングを逸いつし、店主と向かい合っているヴィレ様はキョドる。俺おれは後ろから優やさしく、そう努めて優やさしく言った。

「『この魔ま王おう像をください』」

「こ……この──」

　ヴィレ様のか細い声。俺おれを初対面で吹ふっ飛とばしたあの音量からすれば、聞こえないにもほどがある。

「ま、おう──」

「『この魔ま王おう像をください』」

　俺おれとヴィレ様のやりとりを、黙だまって見守るコボルト店主。初めてのお使いにきた幼女、とでも察したように。

「『この魔ま王おう像を──』」

「この、魔ま王おう像を、くだしゃい……！」

　あ、嚙かんだ。後ろから見てもヴィレ様の視線が下がるのがわかった。たぶん、物もの凄すごく真っ赤になっているんじゃないだろうか。

「へい、まいど」

　だがこの嚙かんだくらいで、馬ば鹿かにしたりするような者などいるはずもなく、コボルト店主はコバルト製魔ま王おう像を簡単な木箱に収納する。俺おれは後ろから声をかけた。

「さすが、ヴィレ様。簡単過ぎましたね。お買い物」

「そ、そう……じゃな」

　呟つぶやくような返事。店主が声をかけてくる。

「五百ゴルムね」

「へ？　は、えーと」

　がさがさと財さい布ふを開けるヴィレ様だが、俺おれに涙なみだ目めをよこす。

「買い物したことないから、どれがどれだかわからない……」

「心配いりません。俺おれもわかりませんから」

　堂々と言い放つ。ぶっちゃけ、他人の財さい布ふなので足りれば気にしない。どうせ公費で落ちるだろうし、と適当なことを思ってみる。さっきドメスティカさんが迷わず買おうとしたところからして、おそらく問題ないだろう。

　俺おれは、ヴィレ様に財さい布ふの口をあけさせて店主に差し出させる。

「『ここから持っていってください』」

「こ、ここから、持っていって、くだしゃい」

　また嚙かんだ。店主はにっこり笑え顔がおでそっと手を伸のばすと、ドメスティカさんの財さい布ふから銀貨を五枚もっていった。

「どうも。これが品だよ。お買い物できて偉えらいねー、お嬢じようちゃん」

「……」
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　耳まで真っ赤なヴィレ様だが、フードのせいで店主にはよく見えなかっただろう。

「落としても壊こわれないけど、魔ま王おう様の像だから大事にするんだよ」

　お人ひと好よしな店主とのお金のやりとりの後、魔ま王おう像の入った箱を受け取り、予定外の買い物終しゆう了りよう。あがり症しようで引きこもりな彼かの女じよが、自分で顔を合わせてモノを買ったという事実は、少しはプラスになると思う。







　さて、俺おれたちは店を離はなれ、通りを進んで広場へたどり着く。

　端はしっこで何やら口論している魔ま族ぞくがいるが、周囲がとくに気にしていないところを見ると、野次馬が寄り付くまでもないレベルなのだろう。

「ヒマ先生！　いやマジ尊敬するわ！」

　ウィルさんが、俺おれの耳元に近づく。ちょ、近づくな熱い──ってこともなかった。

「ヴィレに買い物させちまったぞ。初めてひとりで買い物したんだぞ……！」

　何やらこの鬼おに火びは、感動しているようだった。

「こんなこと、普ふ通つうはできねえ！　さすが専門家は違ちがうぜ！　ヒマ先生万ばん歳ざい！」

「ええ、本当ですね」

　ドメスティカさんも声を弾はずませた。

「あぁ、あのヴィレ様がお買い物するなんて！　素す晴ばらしい！　目に焼き付けましたわ！」

　自分の財さい布ふからお金を出されたわけだけど、微み塵じんも気にしていないようだった。やっぱ公費で落ちるんだなこれは。

「あー、そうですか」

　周囲の反応にどう返したものか苦笑い。近くにヴィレ様いるんで、あんまそういうの本人に聞かせないようにしてくれないかな。ヴィレ様が余計恥はずかしがるじゃないか。

　とはいえ、褒ほめられて、俺おれもちょっと恥はずかしい。

　広場には休きゆう憩けい用のベンチがいくつか置かれている。……お洒落しやれだね、魔ま族ぞくのくせに、と言ったら偏へん見けんだろうか。雰ふん囲い気きがどこか、人間的なんだなと思う、この魔ま都とは。

　ヴィレ様が、しげしげと魔ま王おう像を見つめている間、ふと周囲の声が聞こえてきた。

「人間が動いているらしいゾ」

　一いつ瞬しゆん、俺おれのことかとドキリとした。ドメスティカさんの術でオーガに化けているとはいえ、人間がここにいるとバレたら、それはそれで騒さわぎになるだろう。……そう考えたら、ヴィレ様が姫ひめ様バレするよりまずいと思う。

　ちらと声のほうを見れば、羽は根ね付つきの人型悪あく魔まと、全身に甲かつ冑ちゆうをまとった騎き士しのような魔ま族ぞくが話していた。

「どうせ、いつもの定期討とう伐ばつだろう？　魔ま獣じゆうが増えすぎると、食い物を荒あらすからな」

「でも今回は規模が大きいらしい。冒ぼう険けん者とかじゃなくて、軍隊レベルで動いているみたいだ。エンデの森の連中が騒さわいでた。魔ま獣じゆう討とう伐ばつにかこつけて、魔ま族ぞく領内に攻せめてくるんじゃないかってサ」

「まさか、そんな……」

　騎き士しの魔ま族ぞくが声を詰つまらせた。

「先代魔ま王おう様が、人間どもと不ふ可か侵しんの条約を結んだんだぞ？　連中、それを破ろうってか？」

「その条約の期限ってのが、あと一ヶ月ちょっとで失効しちまうって話を聞いたゾ。このままだとまた連中と戦争になるかもしれない」

「本当かよ……。いま、戦争になったら」

「ヴィレ様はまだ正式に魔ま王おうになられていないからな。……誰だれがまとめるんだ……」

　悪あく魔まと騎き士しはため息をついた。

「不安しかねえなぁ……ヴィレ様、大だい丈じよう夫ぶなのかねぇ」

　なるほど、条約の失効が迫せまる中、人類勢力にも動きがあるのか。俺おれは顎あごに手を当て思案する。

　魔ま王おう国の民たみも、不ふ可か侵しん条約の有効期限切れの件が気になっているようだ。確かに、このままだとよくないんだろうなぁ。

　先代魔ま王おうが亡なくなったが、次の魔ま王おうであるヴィレ様はまだ就任式をやってなくて、実質空位となっているのが不安を加速させるわけだ。

　俺おれが思案するのをよそに、魔ま族ぞくたちの会話は続いている。

「なんで、ヴィレ様は魔ま王おうになられないんだろうな……。先代の葬そう儀ぎにも参列しなかったって話じゃないか。何かあったのかねぇ」

「うーん。小さい頃ころから『破壊者ツエアシユテーラー』なんて異名を持っていた皇女様ダ。何もなければ、いまごろ先代魔ま王おう様にも負けない立派なお姿になられているだろうにな──」

　ツェアシュトーラー。俺おれは傍かたわらのヴィレ様を見る。ヴィレ様は気まずそうに視線をそらしていた。その頃ころからまるで成長していない自分の身体からだを思っているのだろうか。

「……ヴィレ様」

　話を聞いていたらしいドメスティカが、怖こわい目で雑談している魔ま族ぞくらを見ていた。

「これから、あの者たちをシメてきましょうか」

「いや、ちょっと待ってね、ドメスティカさん！　そういう問題じゃないからね！」

　別にあの魔ま族ぞくたちが不敬なことを言ったとかそういうことじゃないし。そもそも、ヴィレ様がさっさと魔ま王おうに就任していれば、彼かれらの不安も大したことなかったからね！

「……わかっておるのじゃ」

　ぼそり、とベンチに腰こし掛かけ、亡なき父を模かたどった魔ま王おう像を見やるヴィレ様。

「じゃが、余は……余は……！」

　悔くやしげに唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　極度のあがり症しようだ。それがなければ、さっさと魔ま王おうになっていた子である。

「怖こわいのじゃ。余は人前で上手うまく喋しやべれないし、ましてや演説なんて──」

「まわりでサポートしますよ」

　俺おれはすかさず励はげましにかかる。

「ドメスティカさんや、ウィルさんもいます」

「そうだそうだ。ヒマ先生という奇き跡せきを呼ぶ専門家もいる！」

　ウィルさんが同意した。なんだ、奇き跡せきを呼ぶ専門家って？

「大船に乗ったつもりで任せていいぞ！」

　おい！　こっそり人任せにしようとしたらしっかり巻まき込こまれた。ちぇ。

「マモリ……」

　幼女魔ま王おうはうるうると潤うるませた目を向けてくる。あー、もう！

「わかりました！　何とかしますから！」

　その代わり、俺おれの言うことはきちんと聞いてくれよな！

「うん！」

　フードの奥おくで、ヴィレ様は笑えみを浮うかべた。その心の底からの笑え顔がおに、俺おれは胸をつかまれた。これは……反則だ。これまでほとんど顔をあわせてもらえなかったから、そのあまりのギャップに俺おれは動どう揺ようしてしまった。

「あ、いや、その……と、当然なのじゃ。おぬしは余を魔ま王おうにすれば、それでいいのじゃ」

　急にはずかしくなったのか、わたわたとフードの前で手を振ふり回まわしたりするヴィレ様。あー、やっぱ、急に治ったりはしないか。ちょっと期待したのだが。

　何かツンデレっぽい返しだったけど、一応返せるようになったから前進したってことでＯＫかな？
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　不ふ可か侵しん条約期限切れまで、残り二十八日。

　そう聞くとまだひと月はあるように見えるが、少なくとも魔ま王おう就任はそれより前でなければならないので、あと二十三日がデッドラインである。

　三週間と少ししかない。

　ヴィレ様があがり症しよう克こく服ふくのために前向きになられた。そうとなれば、俺おれもいよいよ頑がん張ばらねばなるまい。

　魔ま王おう城の皇女殿でん下かの部屋で俺おれは告げた。

「まずはヴィレ様の今のお姿を大勢の者に知ってもらわなくてはなりません」

　当の皇女殿でん下かは、それでビクリと肩かたを震ふるわせる。少し信用されたか、もう仮面も枕まくらもなかった。ただ正面から目を合わせられるのはまだ難しいようで、目線がよく逸それたが。

「ここしばらく表に出なかったために、世間では今のヴィレ様がどんな姿をしているのか、まったく知られていません」

　ヴィレ様が露ろ骨こつに顔をしかめた。

　表に出なくなって数年。本来、成長期だったにもかかわらず、ほとんど変化がなかったという身長に体型。

「もしこのまま、就任式に立たれると、集まった魔ま族ぞくの民たみは、以前とほぼ変わらないヴィレ様のお姿に驚おどろき、ざわめくでしょう。……そんな状態で、スピーチなどしたくないですよね、ヴィレ様？」

　俺おれなら嫌いやだ。

「も、もちろん、嫌いやなのじゃ」

「というわけなので、ここは積極的に外に出て、ヴィレ様を周知させます。……はい、そんな嫌いやそうな顔をしないで。まずは簡単な公務からはじめて、スピーチなどをしないやつからやって、顔を売っていきましょう」

「か、顔を売るっ!?」

　ばっ、と自らの頰ほほを押おさえるヴィレ様。その仕草、幼いなぁほんと。

「言葉のあやです」

「し、しかしマモリ！　余のこの体型を世にさらすというのか？」

「余を、世に……ふふ」

　ウィルさんが何やら呟つぶやいているが、無視する。

「どうせ、就任式になったらさらすんですから、気にするだけ無む駄だですよ、ヴィレ様」

　そもそも、こういうのは慣れなのだ。

　誰だれしも子供の頃ころ、経験があるはずだ。髪かみを切った時とか、初めてめがねをかけてみんなの前に出た時とか。クラスメイトがざわめいて、「髪かみ切ったの？」とか「めがね、変じゃね？」とか言われて、嫌いやな気持ちになるやつ。

　そう、特に悪意はなくても悪意として受け取ってしまうのと同じなのだ。だが同時に、数日したら、そうした変化も突つっ込こまれなくなる。

「人は認にん識しきすると違い和わ感かんを持たなくなるのです。最初はざわめくでしょうが、二度三度見た人は、もうそのことを口に出すことすらなくなります。慣れてしまえば、ヴィレ様を見てざわめくなんてことはなくなるわけです」

「ふむん……」

　ヴィレ様は腕うでを組んで、小さく唸うなった。

「そ、そういうものなのか……。しかし、やっぱりこの姿を衆目にさらすのは、ちょっとなぁ……。魔ま王おうとしての威い厳げんに欠けておるというか何というか」

　ウィルさんが、ふよふよと皇女殿でん下かに近づく。

「ヴィレ、ミルクを飲むといいぞ！　身体からだも大きくなる！」

「もうやったのじゃ、ウィルさん」

「……ヒマ先生の書にそう書いてあったんだがな。ミルク」

　身長を気にしている子が牛乳を、というのはテンプレともいうべきネタである。どうしよう、ネタにマジレスはかっこ悪いだろうか。

「牛乳はともかくとして、背格好は、やりようによっては少しは誤ご魔ま化かせますよ」

　まあ、ある程度だけど。

「例えば、厚底の靴くつを履はくことで、数センチ背を高く見せられます。あと衣い装しようの色を黒などの収縮色をやめて、明るい膨ぼう張ちよう色しよくにすることで、輪りん郭かくをわずかながら変化させることができます」

　誤差ではあるけれど。

　黒は女性を美しく見せる、というのは、要するに収縮色だからスリムに見えるということなのだ。小説を書く時に勉強した。ヒロインの晴はれ舞ぶ台たいにどういう服装、色にするかってな！

「すぐに手配させます」

　ドメスティカさんはそう言うと、一度部屋を出ていった。

　部屋の中央近くに置かれたファンシーなテーブルを挟はさんで、俺おれとヴィレ様は向かい合う。……と言っても、やはり正面からはまだ苦手なのか、真正面からズレている。会話が途と切ぎれると、ちょっと妙みような間が開いてしまう。

　俺おれは漂ただよっているウィルさんを見た。

「とりあえず、ヴィレ様の存在をアピールできて、あまり喋しやべらなくていい行事とか予定組めないかな？」

「うーん、視察とか？　劇場観覧とかなら、支配人と軽く挨あい拶さつするくらいだけど……まあ、そういうのは部下にやらせれば済むけどな」

「いいねウィルさん、それだ！」

「でもな、ヒマ先生。そういうの、あんま話題にならなくね？」

「なるよ。何せ数年ぶりに表に出るってことだからね。次の魔ま王おう様だもん、話題になるよ」

　話題になる、と言われ、ゴクリと喉のどを鳴らすヴィレ様。俺おれは笑えみを浮うかべる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。最初は手を振ふっているくらいで終わるようなやつにしますから」

「そ、そうか……い、いや、当然じゃ。心配などしておらん！」

　とか言いながら、しっかり安あん堵どの息を漏もらすヴィレ様である。ウィルさんが、俺おれたちのあいだを横切るように移動する。

「でも問題はあるぞ、ヒマ先生」

「というと？」

「ヴィレはあまりに外に出なかったからなぁ。今出ても本物のヴィレだと認められないかもしれない」

「つまり、偽にせ者ものだと思われたり？」

　それは困るな……。

「いや、さすがにそこまではないだろうけど」

　うー、とヴィレ様が唸うなる。つまりは周囲からはさぞ成長しているだろうという思おもい込こみの真逆をいく、お子様体型ゆえの誤ご認にんの恐おそれか。

「それに、いま出て行くとして、何で就任式典をやらないんだって突つっ込こまれるんじゃね？」

「確かに」

　魔ま王おうが亡なくなり、本来ならとっくにヴィレ様がその後を継ついでいるはずだ。それを今まで引ひき伸のばし続けて、あまつさえ就任式を放っておくのは如何いかがなものかと、周囲──とくに魔ま族ぞくの各種族の上じよう層そう陣じんから詰きつ問もんされそうではある。

「今までは、どうしていた？」

「何も」

「何も？」

　俺おれは目を回した。

「つまり、ヴィレ様が就任式をやらない理由について、何の説明もない？」

　それでよく通っているものだと思う。

「先代が亡なくなって喪もに服していると、勝手に察したんじゃないか？　引きこもっているから」

　適当な調子でウィルさんは言ったが、言われてみればもっともらしくはある。でもそろそろそれに焦じれてきている連中もいるのではないだろうか？　魔ま都では不安がっている民たみもいたし。

　ヴィレ様を魔ま王おうにしなくてはいけない期日は迫せまっているが、周りに対して発表がないのはよろしくない。何かしら言い訳が必要だと思う。ここまで放置してきたゆえ、それなりに理にかなった理由が。病気……いや。

「遺ゆい言ごん、そう、先代からの遺ゆい言ごんということにしよう」

「ん？　どういうこったい？」

「先代の遺ゆい言ごんに従い、ある程度の日にちを置いて、ヴィレ様には魔ま王おう就任式を行うということにする。これまで発表がなかったのも遺ゆい言ごんのせいにする」

　ウィルさんとヴィレ様が顔を見合わせる。どうやら理解できなかったようだ。

「つまり、先代魔ま王おう様は、ヴィレ様が魔ま王おうになる前に準備期間を設けていたってことにするのさ。発表がなかったのは、魔ま王おう亡なき後の魔ま族ぞくたちの行動を見るためだったってな。今後ヴィレ様が魔ま王おうになった際に、魔ま族ぞくたちを治めるときの参考としてね」

「んー……？」

　ヴィレ様は小首をかしげる。俺おれは自分の髪かみをかいた。

「まあ、何でもいいよ。とりあえず先代魔ま王おう様の遺ゆい言ごんだったって言えば、誰だれも文句は言えないからさ」

　しばらくは、それで通すことにする。また、就任式について三週間以内に執とり行おこなう予定と魔ま王おう国全土に御お触ふれが出された。




　　　　・　・　・




　かくて、ヴィレ様が魔ま王おう就任式（スピーチ込こみ）をこなすための、あがり症しよう克こく服ふくプログラム（仮）を立案、実行することになった。

　まずはお外に出て人に慣れよう作戦。

　神輿みこしよろしく、屈くつ強きようなるオーガ戦士たちが担かつぐ台車に豪ごう奢しやな椅い子すを置き、そこにヴィレ様が座すわる。この状態で、魔ま都とを練り歩く。

　煌きらびやかな装そう飾しよくのついた魔ま王おう軍ぐん騎き兵へいを先導に、皇女様移動台車が行く。筋肉たくましいオーガ戦士団が担かつぐ台車の上にはヴィレ様のほか、俺おれも乗っている。

　皇女様ご一行様のパレードに、魔ま都との住民らが通りに集まる。当然、視線は台車の上のヴィレ様に集中する。

「……うわぁ、見てる。余を見てるのじゃ……」

　緊きん張ちようのあまり顔が強こわ張ばる皇女様。とはいっても、近くでみてもその変化はほとんどわからない。何故なぜなら、黒いヴェールでその幼い顔を覆おおっているからだ。顔の輪りん郭かくはともかく、表情は遠目からは判別しづらい。

　さすがに素す顔がおをさらすのは露ろ骨こつに嫌いやがったヴィレ様である。大勢に見られてガチガチになっているさまをさらすのも面おも白しろくないので、ヴェールをつけさせた。

　ヴィレ様の現在のお姿を見せる、という意図に反しているようだが、顔はともかく、その体格については披ひ露ろうしているので間ま違ちがってはいない。まず騒さわがれるとしたら、顔よりも身体からだのことだろうし。

「顔を上げてください、ヴィレ様」

　俺おれは傍かたわらで呟つぶやくように言った。視線は正面に固定されたまま、周囲のざわめきを無視する格好だ。

「ざわついておる……ざわついておるぞー」

　まるで呪じゆ文もんのように呟つぶやくヴィレ様。──落ち着いてくださいよ、お姫ひめ様。

「マモリ、余の顔、赤くなっておらぬか？」

「大だい丈じよう夫ぶです、ぜんぜん、わかりません」

　ヴェールの効果さまさまだ。近くで見れば誤ご魔ま化かしきれないが、道みち端ばたから見る限りはわかるまい。

「……マモリ？」

「ヴィレ様の可愛かわいらしさに皆みなも騒そう然ぜんとなっているのでしょう」

「!?　むぅ……」

　頰ほおを膨ふくらませて不満そうになるヴィレ様に、俺おれは小さく口もとに笑えみを貼はり付つけた。

「かっこよくいたければ、胸をお張りください、魔ま王おう様？」

「わかったのじゃ」

　どこか拗すねたような声を出しながら再び正面に向き直る。さて、今回俺おれたちが向かうは、魔ま都とにあるシュッペ大劇場。

　他の建物より数段高いために、遠くからでもよく見える巨きよ大だい施し設せつ。演劇や楽団の演奏が楽しめる大劇場は、ウィルさん曰いわく、先々代の魔ま王おうが愛する妻のために作らせたらしい。奥おくさんが演劇好きだったという。

　遠目から見る大劇場、石造りの外観だが堅けん牢ろうかつ荘そう厳ごんなる作りで、西洋の大聖堂などの建物と比べても引けをとらない。

　ヴィレ様も幼少の頃ころ、何度か行ったというが、ここ数年はご無ぶ沙さ汰ただったらしい。そんな数年ぶりの魔ま王おうの娘むすめの来訪に、支配人一同がお出で迎むかえ。

「本日は、当劇場へようこそ、ヴィレ皇女殿でん下か」

　骸がい骨こつ頭の魔ま族ぞくが、仰ぎよう々ぎようしく頭を下げた。着ている衣い装しようは赤の小こ奇ぎ麗れいな貴族服じみた格好のこの骸がい骨こつ頭は、大劇場の支配人と言う。……うん、街でいろんな魔ま族ぞくを見ていなければ、ちょっと俺おれもびびったかもしれない。もう適応している俺おれに、偉えらいと褒ほめてやりたい。

　骸がい骨こつ支配人が挨あい拶さつをしたものの、ヴィレ様は胸を張りこそすれ、固まっている。俯うつむかなかったのは偉えらいが、言葉が出ないようだった。俺おれはそんな彼かの女じよに耳打ちする。

「何か適当に俺おれに耳打ちしてください、ヴィレ様」

「え、な、何をじゃ……？」

　俺おれに困こん惑わくしながらヴィレ様は耳打ちする。俺おれは頷うなずいて、支配人を見た。

「ヴィレ様は急な来訪に対応してもらい、感謝する、と申しております」

「え？　は、はい。皇女殿でん下かのご依い頼らいとあらば」

　支配人が再度頭を下げた。あたかもヴィレ様の言葉を俺おれが通訳して喋しやべっているようなやりとりである。以前、俺おれとまともに話せなかったヴィレ様がドメスティカさんを通じてやったやり方だ。

　ヴィレ様にはほとんど喋しやべらなくていいと言った手前、俺おれが全部代理で言うよ。

「しかし──」

「何か？　支配人殿どの」

「い、いえ、皇女殿でん下かは幼少の頃ころより何度となく足を運んでいただいたのですが……その──」

　ヴィレ様の眉まゆがピクリと動いた。案の定、というべきか、おそらく彼かの女じよのあまりに変化のない容姿についてだろう。

　それ以上は言わせないよ。俺おれはつかつかと支配人に歩み寄り、耳打ちする姿勢──頭ず蓋がい骨こつに耳打ちって奇き妙みような感じ。

「殿でん下かの前で、容姿のことを言うのはよすんだ。あと、可愛かわいいなどとも口が裂さけても言わぬように。……次期魔ま王おう様の逆げき鱗りんに触ふれたくはないだろう……？」

　ぱかっ、と頭ず蓋がい骨こつの口が開いた。

「は、はい、心得ました──」

　支配人が深々と腰こしを曲げて頭を下げた。危あやうく皇女様の機き嫌げんを損そこねる発言をするところだったと、その胸に刻んだことだろう。破壊者ツエアシユテーラーなるあだ名は有名らしいから、強調するまでもないだろう。

　どうでもいいが、あの服の下ってどうなってるんだろう。やはりスケルトンなんだろうか。

　その後、王族専用席──見晴らしのいいＶＩＰ席に入った俺おれたちは、劇を鑑賞するために集まった魔ま族ぞくらに注目されることとなる。もちろん、何か気の利きいた演説などはなし。ただＶＩＰ席から軽く手を振ふる程度のことはさせてもらった。

　喋しやべらないだけ、ヴィレ様は緊きん張ちようしつつも見事にその役割を果たした。観客に注目される──この経験は、近いうちに就任演説をする時の脳内イメージに繫つながるだろう。俺おれは彼かの女じよを見守り、静かにその成果に満足した。

　なお、本日公開の劇は、別世界からやってきた主人公が魔ま族ぞくの危機に立ち上がり、魔ま族ぞく軍を導き、人間たちを蹴け散ちらしていく物語らしい。……うん？　何か、このあらすじどこかで見たような。

　舞ぶ台たい袖そでで、先のガイコツ支配人が声を張り上げた。

「本日の演目は作、漆しつ黒こくの邪じや眼がん天てん使し。『転生したら魔ま人じん軍師になったので世界を侵しん略りやくする』。どうぞ最後までごゆるりとご鑑かん賞しようくださいませ」

　あああああぁっ！　俺おれは思わず席から滑すべり落おちた。なお会場は何故なぜか盛せい大だいな拍はく手しゆに包まれている。

「お、お、お、どうしたのじゃ、マモリ!?」

　ヴィレ様やドメスティカさんが心配する中、俺おれは愕がく然ぜんとしていた。

　俺おれのペンネームで、しかもこの演目！　俺おれが書いた小説『転生したら魔ま人じん軍師になったので世界を侵しん略りやくします』にそっくり、というか同じだろう!?

「なんで異世界で舞ぶ台たい化されてるんだよ!?　いやなんかビックリしたけど、原作者未み公こう認にんなんですけど!?」

「うむ、オレ様がヒマ先生の書を紹しよう介かいしたのだ」

　ウィルさんが堂々と言い放った。

「なに勝手に人の小説使ってんだよ!?」

「静かに。もう、始まるぞ……」

「ええぇ……」

　なにこの公開処しよ刑けい。俺おれは絶句した。

　さて、劇の主人公は、俺おれの書いたひょろい少年と異なり、筋肉モリモリのマッチョマンに改変され、痛快劇が強調された作品となっていたが、魔ま族ぞくの受けはよく、集まった観客は大喜びだった。

　ヴィレ様も大喜びだった。

「これの原作をマモリが書いたのか？　そ、それは凄すごいのじゃ！」

「ああ、ええまあ。喜んでくれて何よりです」

　作者として、舞ぶ台たい化かされたのはちょっと嬉うれしかったけど、できれば元の世界でそういう風になってほしかったなぁ、と思った。
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　一言も喋しやべらなかったとはいえ、人前で失敗もなく過ごせたことは、ヴィレ様にとっては大いなる前進だった。

　このまま外に出ることを慣らしつつも、問題となるのは、人前で喋しやべることに他ならない。そもそも人前で、声が出ないというのはスピーチをしなければいけない人間にとっては致ち命めい的てきである。

　お外に出かける以外に、城にいる間もトレーニングを行う。

「あ～」

　発声練習。

「あー」

　そもそも声が出ない、うまく喋しやべれないというのは、スピーチを行う上でのマイナス点だ。第一声に失敗したから萎い縮しゆくして余計に喋しやべれなくなるという悪あく循じゆん環かん。不思議なことだが、出そうとしたタイミングで声が出ないと、そのあと何も出なくなることがある。……俺おれも昔あったなー。

「何だか間が抜ぬけてるような気がするなぁ」

「ウィルさん、そういうこと言わない」

　俺おれは鬼おに火びを睨にらみ、ぱたぱたと。

「扇あおぐぞウィルさん」

「もう扇あおいでるぞ、ヒマ先生や」

　天てん井じよう方向へ流れていくウィルさん。さて──

「ではヴィレ様、早口言葉をやってみましょうか。紙はありますね」

「う、ん……んんー」

　胡う散さん臭くさそうな目を手元の紙に向けながら、ヴィレ様が眉み間けんにしわを寄せる。俺おれは咳せき払ばらいした。

「じゃ、お手本いきます。カエルぴょこぴょこ、三ぴょこひょこ、合わせてぴょこぴょこ六ぴょこぴょこ！」

　はい、嚙かまずに言えました！　手本と言った手前、ミスするのもなんだから、上手うまく言えてよかった。早口言葉は小学生の頃ころ、得意だったんだが、まださびついていないようだった。

「それはいったい何の呪じゆ文もんなのじゃー？」

「これは伝統的な、発声練習方法なんですよ」

　声を仕事にしている人たちが使っているので噓うそではない。

「かえるぴょこぴょこ、みぴょこ、ぴょこー」

　ゆっくり言っては早口言葉の意味はないが、まあ、最初は許そう。次からはペース上げてね。

「なあなあ、ヒマ先生よ。この早口言葉、どういう意味があるんだ？　オレ様さっぱりわからん」

「安心してウィルさん。俺おれも知らない」

「知らないのかよ!?」

「言いにくい言葉を早口でうまく言うゲームみたいなものだから、意味は重要じゃないんだ」

　とはいえ、このやり方でいいのか、俺おれもちょっと自信がなかったりする。滑かつ舌ぜつを鍛きたえる発声練習にも使われるとは聞いたことがあって、効果はあるかもしれないとは思うけど、どれくらいのものかわからない。

　ヴィレ様が嚙かむたびに顔を赤くしていたが、このあたりは慣れでそのうち平気になったりしないだろうか……？

「大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」

　ウィルさんも不安げだ。

　そこで部屋の扉とびらが開き、ドメスティカさんがやってきた。彼かの女じよが持っている筒つつ状じようのそれに気づき、俺おれは頷うなずいた。

「頼たのんでいたものはできましたか？」

「はい。魔ま法ほうを転用し、音の振しん動どうを増ぞう幅ふくする魔ま法ほう道具です」

　要するに、マイクである。声が小さい人の味方。式典会場のスピーチが、まさか自らの声量のみと聞いて、これはいけないと何とか作らせた一品である。

　あがり症しようの人に、自らの声だけでデカイ会場でスピーチしろって無理な話。そりゃヴィレ様が嫌いやがるのもわかる。

　もっとも機械的なことは俺おれにはわからないから、どういう意図でどうなるのか、その効果を説明し、魔ま法ほうとかで代用できないかと相談。ドメスティカさんが頭をひねってどうにか作り出したものである。

　マイクを見やるウィルさんが声を弾はずませた。

「しかしよくこんな魔ま法ほう道具を作らせるなんてなぁ。どういう頭の構造してんだヒマ先生！」

「え、俺おれ!?」

　思わず目を瞬しばたたかせれば、ドメスティカさんも、目をキラキラさせて続いた。

「本当です！　これは画期的な発明です！　なにせヴィレ様のお声を遠くまで届けることができるのですから！」

　うん、間ま違ちがっていないんだけど、何か違ちがっている気がするのは気のせいか。

「おう、まさに画期的だぜ！　ドメスティカじゃねえけどよ、このマイクってのは色々使えるだろうなぁ。怒ど鳴ならなくても声が聞こえるってのがいい。種族によっては発声の仕組みが違ちがうから、どうしても声が小さい連中もいるからな。大したもんだぜ、ヒマ先生！」

「いや、別に俺おれの発明じゃないし」

「異世界の技わざだろうが、それを持もち込こんだだけでも大したもんだよ。何せ、オレ様たちが考え付かなかったことなんだからな！」

「ええ、ウィルさんのおっしゃる通りです！」

　ドメスティカさんも声を弾はずませる。まあ、喜んでくれているなら、悪い気はしない。

　ともあれ、これでマイクで音量を調整してやれば、たとえボソボソ声に下がってもカバーできる。自分の声が届いていない[image: →]萎い縮しゆくしてさらに声が出ない、というパターンも回かい避ひできるだろう。







　さて、次の作戦である。

　城内挨あい拶さつ作戦。ヴィレ様には魔ま王おう城を巡じゆん視ししてもらい、そこで会った兵士や務めている者、働いている者全員に挨あい拶さつする、というものだ。

　ひとつの部屋に複数いる場合は、返事を気にせず挨あい拶さつするだけでよし。個別の場合は、極力相手を見ながら挨あい拶さつする──ただそれだけである。

「『おはよう』とか『ご苦労』って偉えらそうに言うだけです。簡単でしょ」

　でも実際、引きこもりとか人見知りにとって、すれ違ちがいざまの挨あい拶さつというのは結構しんどいものがある。

　というか、現実に置おき換かえると大変だなこれ。たとえば俺おれの通っていた学校とかですれ違ちがう生徒全員に挨あい拶さつすると考えると……。思ったけど、黙だまっていよう、うん。

「どうせ、城の者はあなたが通れば、道を開けて頭を下げるのですから、そこで一言いうだけです。ヴィレ様が挨あい拶さつしても頭を下げて正面から見ていませんから。ほとんど目も合わさないでしょうし」

「返事をしてきたら、どう返せばいいのじゃ？」

　ヴィレ様がそんなことを聞いてきた。思わず笑いそうになるが我が慢まん。こういう些さ細さいな問いが出るのは真しん剣けんな証しよう拠こ。そういうのを丁てい寧ねいに応じることが克こく服ふくへの道だ。鼻で笑ったり、馬ば鹿かにするような態度をとってはいけない。頑がん張ばろうとしている人のやる気を削そぐからな。

「『うむ』って答えるか、頷うなずくだけでいいですよ。そもそも挨あい拶さつだけで話す気はないんですから」

　というわけで、挨あい拶さつのために、俺おれとヴィレ様とウィルさんは城内を散策。出会う魔ま族ぞくに片かたっ端ぱしから声をかけていった。……主にヴィレ様が。

　ただ挨あい拶さつするだけ、という言葉にすると簡単なことをいざ実行に移すと、やはりというべきか緊きん張ちようするようだった。だが、ただ一言だけという簡単さと、挨あい拶さつする回数が膨ぼう大だいだったので、あっという間に気にしない程度に慣れていった。

　これを毎日やるのだが、二日目には文句や不満のひとつもなく、すんなり挨あい拶さつ目的の城内散歩に出かけた。

　城で働いている人たちは初めこそ驚いていたが、順応していった。

　あっという間に数日が経過した。
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　魔ま王おう就任式（予定）期日まで、残りおよそ十七日。

「パーティーは、ちと早いですかね……」

　俺おれはウィルさん、ドメスティカさんを交こう互ごに見た。白い鬼おに火びは言った。

「でも、あんま日にちかけてられないよなぁ」

「できるだけ早いほうがいいですよね」

　ドメスティカさんが俺おれを見つめ返した。

「人類との不ふ可か侵しん条約期限は、もう二十日と少ししかありません。少なくとも半月以内には就任式を行い、ヴィレ様を魔ま王おうにしなくては」

　……ちょっとペースを上げないとマズいかもしれない。

「とはいえ、人前に出たら、受け答えでテンパっちゃうんだろうなー」

　俺おれは自身の髪かみをかく。ウィルさんはくるりと回転した。

「スピーチなら、ただ言うだけだしなー。ひとまずパーティーとかは、今はよくね？」

「ですが、ウィルさん。就任式のあとには就任を祝うパーティーがあります。まったく無視するわけにもいかないのでは？」

「うーん、そうなんだけどよぉ。どう思うよ、ヒマ先生」

「普ふ通つうに受け答えできるようになれば、スピーチの時にも少しは足しになると思うんだけどね」

　いまのヴィレ様が、お偉えらいさんの集まるパーティーに出席したらどうなるか。不安しかないんだよなぁ。声をかけられても、たぶんヴィレ様は固まる。

「せめて変声機とかあればな……」

「何だって？」

　ウィルさんが、俺おれの思いつきに食いついた。

「声を変える道具だよ」

　某ぼう国民的名探たん偵ていの漫まん画がにおいて、主人公がへっぽこ探たん偵ていを眠ねむらせて代わりに推理を披ひ露ろうするときに用いられる便利アイテムとして有名だ。

　あれはまあ空想だけど、いわゆるボイスチェンジャーとかいうやつだ。変声機があれば、ヴィレ様の声で彼かの女じよの代わりに会話することができる。最悪、魔ま王おう就任式の演説も代読するという手段もできる！

「おう、いいアイデアだ！　さすがヒマ先生！　で、どうやるんだ？」

「いや、さすがに俺おれもわからないよ。こっちでは、そういうのないの？　声を変える魔ま法ほうとかさ、何か魔ま法ほう道具的なもので」

「声を変える……そういえば」

　ウィルさんが何かを思い出したようだ。

「シェイプシフター族っていう姿を自由に変えられる種族がいるんだが──」

　何故なぜ声の話をしているのに、姿を変える種族が出てくるのか。

　俺おれが首を捻ひねるのを他所よそに、ウィルさんは続けた。

「……たしか、あいつらが魔ま都とで出してなかったっけか。声を変える玩具おもちやみたいな土産みやげモノ」

「あっ!?　そういえば、ヴィレ様の献けん上じよう品ひんの中に、そんな道具があったような」

「あるんですか!?」

　俺おれは思わず大声を出してしまった。変声機があるなら、人が多くて挨あい拶さつや会話をする機会の多いパーティーでも誤ご魔ま化かしが利きく！

　たとえ変声機頼たよりだとしても、パーティーを無事切きり抜ぬけることができれば、それはそれでまた自信がつく。

　自信の積み重ねにはいい経験になる。人に慣れていけば、最終的には変声機に頼たよらずとも自分の声で話すことができるようになるだろう。
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　そうと決まれば、さっそく有力者が集まるパーティーにヴィレ様が出席する運びとなった。

　上級悪あく魔ま族ぞく、馬の顔に猛もう牛の如ごとき角を持った瘦そう身しんの魔ま族、名をフロッテという侯こう爵しやくだ。

　代々魔ま王おうの一族に仕え、戦いくさとあれば必ず魔ま王おうの幕下で戦った悪あく魔まである。今夜、フロッテ侯こう爵しやくの生誕五百周年を記念するパーティーが開かれる。

　魔ま族ぞくの中でも複数の種族が参加し、貴族や大商人らも顔を見せる場である。ヴィレ様の現在のお姿を披ひ露ろうする場としてうってつけだろう。

　先代魔ま王おうの葬そう式しきにも出席しなかった皇女様が元気な姿を見せれば、魔ま王おう就任近しと、有力者たちに印象付けることもできるに違ちがいない。

　魔ま王おう就任演説の人ひと馴なれのためにも、ちょうどいい。

　さて有力貴族が多数出席の誕生会である。ヴィレ様も魔ま王おうの一族に恥はじないパーティードレスで行く必要がある。

　今回、ヴィレ様は白と黒のツートンのドレス。基本カラーは白。しかし細く見せたい部分は黒でアクセントとしている。目の錯さつ覚かくを利用するその配置は、少々見るものに違い和わ感かんを与あたえる。

　が、それでいい。体型の違い和わ感かんがヴィレ様の身長の低さを誤ご魔ま化かし、よいほうに解かい釈しやくしてくれれば、と思う。

　それを差し引いても、今のヴィレ様のお姿は可愛かわいらしさよりもミステリアスな美しさのほうが先行していた。

「うーむ……、マモリ、変じゃないじゃろうか？」

「お綺き麗れいですよ、ヴィレ様」

　本音である。お世辞ではなく。

　自らの体に自信がない皇女様である。これから人の多い場所へ行くことと相まって、緊きん張ちようは隠かくせないようだった。

　変声機を使って俺おれがヴィレ様の声を出し、その声は彼かの女じよが首に下げているネックレスに仕し込こまれたマイクから出るようにしてある。ドメスティカさん曰いわく、魔ま線せんという魔ま法ほうの糸を繫つなぐことによって声を転送しているらしい。なるほどわからん。

　今回のパーティーでは、出席したヴィレ様が挨あい拶さつという名のスピーチをすることになっている。もちろん、話すのは変声機を使った俺おれ。内容についてはドメスティカさんと協議した。俺おれに合わせて動くよう、ヴィレ様との練習はきっちりこなした。

　ただ、この変声機策には問題がなくはない。特にヴィレ様のネックレスに仕し込こんだマイクのせいか、一定音量以上にすると、声に違い和わ感かんが発生するのだ。そのため声を張り上げてのスピーチには少々都合が悪かった。そこは拡声魔ま法ほう込こみのマイクを別に持って通すことで、音量と違い和わ感かんの軽減を果たすことができた。だが、ヴィレ様が握にぎるマイクの位置取りが重要になるので、これもまた心配の種となる。

　変声機は急場の策として使えるが、やはりヴィレ様にとって代われるほどの代しろ物ものでもない。今回は仕方ないが、次の案を考えないといけないな。

「緊きん張ちようしてきたのじゃ」

「奇き遇ぐうですね、俺おれもです」

　果たして上手うまくいくか。俺おれはヴィレ様の陰かげからスピーチ内容を読むだけではあるが、彼かの女じよが誰だれかと会話することになれば、その受け答えを全部担になうことになる。やれるかな、俺おれ。変声機の問題もある。言い出したのは俺おれだけど、いざやるとなると不安しかない。

「ねえ、ヴィレ様。応対は俺おれがやりますが、もし言い間ま違ちがいしても、堂々としていてください。ミスったのは僕ぼくであって、ヴィレ様じゃないですから。むしろ、ここでトチんなよ、と心の中で笑ってください」

「う、うむ……。まあ、ミスしないように頑がん張ばるのじゃぞ」

「ヴィレ様、別にミスしてもいいんですよ」

　そこは重要だから、俺おれは強調した。

「堂々としていれば、ミスでもなんでもないんです。恥はずかしがるほうがミスを認めるようなものですから」

　正論のつもりだったのだが、そのあたり俺おれはまだ本当の恐おそろしさを理解していなかった。一つの種族のトップに近い人間が多く出席する場にある、一種の地じ雷らいというものを。

　俺おれは変声機を使ってヴィレ様の代わりに喋しやべるわけだが、当然ながらその話しかけてくるだろう相手のことをある程度、頭に入れておかねばならなかった。ドメスティカさんが要人を解説してくれるのだが、俺おれの頭はすぐに許容限界を迎むかえようとしていた。

「──あれがドラクラ公、あちらの騎き士し甲かつ冑ちゆうがゴーストナイト卿きよう、あちらのサハギンがプテリギオ大公──」

「ヤバイ、覚えきれない……」

「それは困るのじゃー」

　ヴィレ様が不安げな声を出せば、ドメスティカさんも顔をしかめた。

「そうですよ。大貴族相手に、粗そ相そうがあっては今後の魔ま王おう国を分ぶん裂れつさせかねない一大事に発展することもありえます！　くれぐれもお間ま違ちがいなきよう、お願いします、ヒオキ様」

「うわぁ、プレッシャーだ……。あまり脅おどかさないで下さいよ、ドメスティカさん。ヴィレ様が真っ青になってるじゃないですか」

「おぬしもじゃぞ、マモリ」

　ヴィレ様、俺おれの顔を見る余よ裕ゆうはあるようだ。

「せ、責任重大じゃぞ。本当にミスしたら死ぬかもしれんぞ……」

「う……気をつけます」

「まあ、落ち着けって」

　ウィルさんが俺おれたちのまわりを、ゆっくりと回る。

「こういうのはな、やってしまえば何とかなるんだ。オレ様が言うんだ、間ま違ちがいない」

「そりゃどうも」

　どういう根こん拠きよがあるかは知らないが、この鬼おに火びさんもそれなりに気を使っているようだ。深呼吸ー。気持ちを落ち着けるぞ。

　パーティーは厳おごそかに始まろうとしている。無数のテーブルに料理が並びつつある中、飲み物が参加者に行いき渡わたったところで、主しゆ催さい者であるフロッテ侯こう爵しやくから挨あい拶さつが行われる。

　本日はお集まりいただき、ありがとうございます、で始まるお約束的なやつだ。

「──さて、本日は、ヴィレ・デモナーダ・ニアラース・アンゲルティーヤ皇女殿でん下かが来訪されております」

　おおっ、と客たちからどよめきが上がる。サプライズゲストが次期魔ま王おうでは驚おどろくのも無理はない。ここ最近公式で外に出ていなかったから余計に。

　主役である侯こう爵しやくのもとへ、ヴィレ様はゆっくりと歩く。俺おれは舞ぶ台たい袖そででそれを見守る。ホール内の視線がヴィレ様に集中している。……こっちまでドキドキしてきた。

　俺おれも呼吸を整える。さあ、始めよう！

「皆みなの者、たった今紹しよう介かいに与あずかったヴィレ・デモナーダ・ニアラース・アンゲルティーヤである。此こ度たび、親交のあるフロッテ侯こう爵しやくの祝いの席があると聞き、不ぶ躾しつけながら駆かけつけさせてもらった。先代魔ま王おうの忠臣であったフロッテ侯こう爵しやくに、亡なき父に代わり、祝辞を送りたい。おめでとう！」

　主役であるフロッテ侯こう爵しやくが、深々と頭を下げた。

「先代魔ま王おうの遺ゆい言ごんに従い、しばし城にてこもっておった余ではあるが、近いうちに魔ま王おうへの就任式を執とり行おこなう予定である。近いうちに魔ま王おう城から達せられると思う」

　ざわざわ、と会場がざわめく。

「さて、余の話はこれくらいとして、今こ宵よいは我わが一族の友、フロッテ侯こう爵しやくの誕生日を皆みなで祝おうではないか！」

　はい、ヴィレ様、そこでグラスを掲かかげて──俺おれが見守る中、スピーチは終しゆう了りようした。




　　　　・　・　・




　会場にて、ヴィレ様は扇おうぎで口もとを隠かくしながら言った。

「マモリは大したものなのじゃ。あのスピーチは皆みなの拍はく手しゆをもらったぞ」

「まあ、とくに捻ひねりのない普ふ通つうのスピーチでしたけどね」

　会場の隅すみからヴィレ様の様子を見守る俺おれたち。ドメスティカさんは、護衛ということでヴィレ様のすぐ後ろに控ひかえているが、ウィルさんは俺おれと様子見である。

「余だったら、あんなスラスラ言えないのじゃ」

　ヴィレ様はなおも俺おれを褒ほめるのである。悪い気はしない。

「口パクは完かん璧ぺきだったと思います。あの拍はく手しゆは、あなたへの拍はく手しゆですよ」

　実際、ヴィレ様はうまく振ふる舞まっていた。大したものだと俺おれは思っている。次期魔ま王おう様に挨あい拶さつしようと寄ってきた大物貴族たちとのやりとりも無難にこなすことができて、俺おれはヴィレ様以上にホッとしている。

　……とある男だん爵しやくの名前を間ま違ちがえそうになったときはヒヤリとした。ほとんど挨あい拶さつが終わる頃ころでよかった。もし最初のほうだったら、パニクって大きなヘマをしていたかもしれない。

　今のところは、次期魔ま王おうヴィレ様の印象付けには成功していると言える。

「おっと、まだ一人残っておったのじゃ……」

　ヴィレ様の声に、俺おれは視線を会場に戻もどし、マイクを通して聞いた。

「誰だれです？」

「見えるか、マモリ。余の右前方、グレゴリー伯はく爵しやくと話しているチビで禿はげておる魔ま族ぞくじゃ」

　自分も背が低いのに──とは口が裂さけても言えん。

「余の叔父おじじゃ」

　おじ、とは……えーと、ヴィレ様の親族関係ってそういえば聞いてなかったような。

「弟じゃ。ディルムンド大公。余は昔からあの御ご仁じんは好かんのじゃ。……と、噂うわさをすればじゃな。マモリ、あやつがこっちへ来たぞ」

「ヴィレ様、リラックス」

　遠目からでも、我らが皇女殿でん下かが硬かたいのが見て取れた。

　そんな彼かの女じよにワインの入ったグラスを持ったまま近づく、小こ柄がらだが恰かつ幅ぷくのよい魔ま族ぞく。顔は人のそれ、二本の角は、なるほどヴィレ様の親族だけあってよく似ている。あごひげを蓄たくわえ、少々不敵な、悪く言えば悪人顔の男である。……あんなの間近で見たらビビるよなぁ。

「やあ、ヴィレ。久しぶりだな」

「……」

　そうか、俺おれが言わないと、ヴィレ様は黙だまってるんだよな。相変わらず口もとを扇おうぎで隠かくしているため、口パクは気にしなくてよい。

「叔父おじ上うえもご健勝で何よりです」

　ディルムンド大公は肩かたを震ふるわせ笑った。

「ここしばらく顔をあわせないうちに、ずいぶんと大人のように振ふる舞まえるようになったな。しかし……外見はあまり変わってないようだな」

　扇おうぎの向こうで、ヴィレ様の顔がカッと赤くなるのがわかった。さらりと彼かの女じよの気にしていることを言うのは親族ゆえか。まったく遠えん慮りよがない。

「女性に対してそのような言いようは無礼ではありませんか、叔父おじ上うえ」

「おお、そうだった。ヴィレも年とし頃ごろだからな、すまんすまん」

　あっはは、とさほど気にしていないように笑う叔父おじ上うえ殿どの。なるほどね、ヴィレ様が嫌きらうのが何となくわかった。

「若いことは素す晴ばらしい。しかし、同時に不安でもあるのだよ、ヴィレ」

「……と、申されると？」
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　何が言いたいんだろうか、大公殿どのは。俺おれは彼かれの言葉を聞きき逃のがさないように集中する。

「お前は魔ま王おうになる。そう、先代魔ま王おう、我わが兄あに者じやの直系の子だからな。それがどのような子だとしても」

「……ずいぶんともったいぶった言い方をするのですね」

　皮肉だろうな、これ。不安でもある、といったディルムンド公だ。

「それはそうだろう。私は言えんよ。次の魔ま王おう閣下に、未熟だ、などと」

　それ言ってるよね!?

　扇おうぎで顔の半分を隠かくしているといえ、心なしかヴィレ様のお顔が朱しゆに染まりつつあるように見えた。……ここはひとつ、この大公に怒おこっていいか？

　いやいや、冷静になれ。ここは祝いの席だ。次期魔ま王おうともあろうお方が、感情に任せてお怒いかりになるのはよくない。

「叔父おじ上うえは、余では不足と申されるか」

「ヴィレ、私の前では、そのように改まらなくともよい。普ふ通つうに話しなさい」

　年長らしい口調。彼かれはグイっとグラスを空にすると、近くのテーブルに置いた。

「お前に魔ま王おうとして国を導けるかね？　平時であれば、時と共に慣れていくのを見守るのもよかろう。しかし、昨今、人間どもの動きも怪あやしい。状じよう況きようによっては戦争になるやもしれぬ」

　人間との戦争！　人間との不ふ可か侵しん条約の期間が近づいている。わかっているとも。このままではマズイこともな。

「心配には及およばぬ、叔父おじ上うえ。今は平時じゃ。戦時ではない」

　大公の不安はもっともだ。きっと他の貴族たちも心の中では同じ事を思っているのだろう。

「人間との条約期間が切れるより前に、余は魔ま王おうになるよ。何故なぜなら魔ま王おうの娘むすめじゃからな。余がどのような人物であろうとも、魔ま王おうになるのは決まっておるのじゃ」

　はい、そこでヴィレ様、笑って──と声に出せないのがもどかしい。大公に聞こえたら面めん倒どうだから。俺おれは続ける。

「叔父おじ上うえが不安に思うのは無理もないのじゃ。しかしな、誰だれもが最初は未経験なのじゃ。貴き殿でんとて、魔ま王おうになったことはないのじゃろう？　そのような者が、魔ま王おうの何を語るというのじゃ？」

　ディルムンド大公は目を丸くして固まっている。予想外の応おう酬しゆうに面食らったのだろうか。大公だっていうから、この手のやりとりには長たけていると思ったのだが……。これ、相当ヴィレ様を侮あなどっていたのではないか？　まあいい。

「それでは叔父おじ上うえ。他に用がなければ、失礼するのじゃ」

　ヴィレ様の声こわ音ねでの俺おれの言葉に、当の皇女殿でん下かはドレスのすそをつまんで一礼した。去り際に、フロッテ侯こう爵しやくと目が合ったらしい彼かの女じよは、そこでも淑しゆく女じよの礼をした。侯こう爵しやくの返礼を見届けて、控ひかえ室しつに下がる。

　見ていた俺おれも控ひかえ室しつへと移動する。







　扉とびらを閉め、俺おれ、ヴィレ様、そしてドメスティカさんとウィルさんのみの室内なのを確かく認にんすると、我らが皇女様は俺おれを見て顔をほころばせた。

「マモリ！　よくぞ言ってやったのじゃ！　叔父おじ上うえのあの顔を見たか！　スカッとしたのじゃ！」

「それはようございました」

　結構、皮肉ってやったつもりだけど、ちょっとやり過ぎたかな、と後こう悔かいしている。あれでよかったのだろうか。

　相手は王族の血けつ縁えん、ヴィレ様の親族である。先代魔ま王おうの弟にして大公。挑ちよう発はつしてきたのはあちらとはいえ、事情も知らず先走った感は否いなめない。ヴィレ様は喜んでいるのだが、不安になって俺おれはドメスティカさんを見た。

「大だい丈じよう夫ぶですかね……？」

「問題ありません！　むしろ、よく言ってくれました！」

　ダークエルフさんは、そのたっぷりある胸もとに手を当てた。

「ヒオキ様が言ってくださらなければ、私が大公に一いち撃げきを食らわせていたかもしれませんでした」

「いやいやいや！　なに言ってるの!?」

「それは幾いくらなんでもマズイぞ、ドメスティカ！」

　ウィルさんが声を張り上げた。

「フロッテの誕生会で荒あら事ごととか洒落しやれにもならん。少しは自重しろポンコツめ！」

　ひよひよと浮うかんでいるウィルさんは、あまり迫はく力りよくというものがないが、今だけは結構きつい言い方だったと思う。

「お前もヒマ先生を見習え！　荒あら事ごとにせず、うまくあしらってみせたんだからな」

「申し訳ありません、ウィルさん」

　うなだれるドメスティカさん。うむ、と頷うなずく鬼おに火び。ほんと、この人の立ち位置がよくわからん。

「うまく凌しのいでくれたな、ヒマ先生。よくやってくれた！」

　ウィルさんは嬉うれしそうだった。

「これでディルの奴やつも少しは大人しくなるだろう……ま、あいつも悪い奴やつじゃないんだけどな」

「じゃといいな。余はあの叔父おじは苦手じゃからのう」

　ヴィレ様も「ふんす」と鼻息が荒あらかった。パーティー前に緊きん張ちようしていたのと別人のようなテンションである。

　おそらく、もうこの会場でやることが終わっていることと、俺おれが代わりに喋しやべったとはいえ、苦手としている叔父おじ上うえ殿どのと渡わたり合あえたからだ。

　あの場にいた貴族たちにも、大公に引かなかったヴィレ様の姿は印象付けられたことだろう。そう考えるなら、今回のパーティー出席は大成功だったと言えるだろう。

　アドリブで応戦したのは俺おれだけど、ヴィレ様にとって何らかの自信になってくれたのならそれでいいと思う。

　慣れてくれば、そのうち自分から話せるようになるはずである。今は俺おれが適当かましているけれど、ヴィレ様の心に余よ裕ゆうが出てくれば、きっと俺おれの言っていることと彼かの女じよが本当に思っていることで齟そ齬ごが出てくるはずだ。それがじれったくなってくれば、その時こそ彼かの女じよが自分の言葉で人と話す時なのだ。
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　魔ま王おう就任式（予定）期日まで、あと十二日。

　最近、ヴィレ様は俺おれの勧すすめにしたがって、外出が増えた。

　自分から出かけたいとは言わないが、こちらの要よう請せいにはだいたいのところ応えてくれる。少しは信しん頼らいが増しただろうことは、彼かの女じよを見ていれば何となくわかる。

　外に出るときの緊きん張ちようはかなり減って、人と顔を合わせることにも少しずつ慣れてきていた。ドメスティカさんは、魔ま王おう就任式と関係する部門と調整中である。

　ヴィレ様のお部屋で、今後の予定を話していたときだ。俺おれのほうをぼうと見ていたので「何か？」と返したら、幼女姫ひめは、もじもじとしながら。

「あのな、マモリ。あがり症しようが治るまで、面めん倒どう見るのじゃぞ」

　何をいまさら、と思った。

「？　……わかりました。責任もって面めん倒どうみますよ」

「ほ、本当じゃな!?」

　ぱっと顔を真っ赤にしながらヴィレ様。

「あ、いや、それは当たり前のことなのじゃ。おぬしに任せておるのじゃからな！　……そ、それでな、マモリ。今夜から一いつ緒しよにご飯を食べ、たいっ、と思っておるのじゃが……いい、かの？」

　ちらちら、と上うわ目め遣づかいの視線。ヴィレ様、とうとう俺おれと話すだけでもあがり症しようを発はつ症しようするようになったのか？　顔も真っ赤だし、ひょっとして普ふ通つうに緊きん張ちようしてる？

　俺おれは素す早ばやく考えをめぐらせる。ヴィレ様が先ほどから緊きん張ちようしているのは、前後の会話から考えるに、俺おれを食事に誘さそうことを切り出そうとしていたからだろう。断られたら、と考えて、あがり症しようの症しよう状じようが出たというのなら、なるほど納なつ得とくだ。

　そしてこの場合、彼かの女じよが勇気を出して誘さそったのだから、万が一にも断ってはマズい。ヴィレ様が自分に自信をもてなくなって、症しよう状じようを悪化させてしまう。

　なので、俺おれの答えは決まっている。このあいだ、わずか二秒。

「お誘さそいありがとうございます。ご相しよう伴ばんに預かります」

「う、うむ、よかっ──い、いや、当然じゃな！　この魔ま族ぞくの皇女たる余が声をかけてやっているのだからな！」

　ふふーん、と鼻高々なヴィレ様だけど、相変わらず赤面してるので少々しまらない。

　かくて、俺おれは今後、王族の食しよく卓たくをご一いつ緒しよすることになった。今晩のメインディッシュは、サハギン族の大公が献けん上じようした、何とかいう大魚だった。……血のように真っ赤なドレッシングは、フルーツのように甘あまくて、奇き妙みような食感だった。

　ヴィレ様は、とてもご機き嫌げんだった。




　　　　・　・　・




　ディルムンド大公の屋や敷しきは魔ま都との郊こう外がいにある。

　先代魔ま王おうの弟である彼かれは、外見は兄ほど優すぐれてはいなかったが、影えい響きよう力は強かった。

　古くより人類と敵対している魔ま族ぞく。先代魔ま王おうは、人類との間に非干かん渉しようの条約を結んだが、ディルムンド大公は、人類とは雌し雄ゆうを決するべきという考え方をもっていた。

　いわゆる、交戦派。大公はその筆頭である。

　この日も、考えに同調する魔ま族ぞくの重じゆう鎮ちんらが大公の屋や敷しきに集まり、会合を行っていた。

「ここ最近、ヴィレ皇女殿でん下かが表に顔を出されるようになった」

　獅し子し顔の伯はく爵しやくが、厳おごそかな口調で言った。

「先代閣下の没ぼつ後ご、その姿をお隠かくしになられていた殿でん下か……本当なら当とうに魔ま王おうに就任なされているはずだった」

「いまだに魔ま王おうに就任されていない」

　タコ顔の公こう爵しやくが、その頭をとりまく触しよく手しゆを小さく曲げた。

「先代からの遺ゆい言ごんという話は聞いたが……」

「何故なぜそんな──」

　妖よう艶えんなる美女──吸きゆう血けつ鬼き族ぞくの公こう爵しやくが眉まゆをひそませれば、獅し子し顔の伯はく爵しやくが口を開いた。

「魔ま族ぞく内の敵味方を識別するためでしょうな。先代閣下が亡なき後、我らがどう動くか、それを観察するための」

「先代は人類との衝しよう突とつを望まなかった」

　タコ顔の公こう爵しやくは視線を転じた。

「人類との交戦を叫さけぶ者とそうでない者を明確にするために、だろうな」

「我々の動きを見るため、ですか」

　吸きゆう血けつ鬼き公こう爵しやくが顔をしかめた。

「魔ま王おう不在を利用して、我々が動くのを見み極きわめるため？」

　重苦しい空気が室内に漂ただよう。居並ぶ諸しよ侯こうらの顔は、いずれも険しい。

　議長席についていたディルムンド大公は、静かに口を開いた。

「ヴィレは昔から頭のよい子だった」

「……」

「だが、正直に言って、魔ま王おうとしてやっていけるか──特に重大な局面で正しい判断が下せるか大いに不安だ」

「小こ娘むすめなどと言えば、不敬に当たりますが」

　ドラゴニュート──竜りゆう人じんの伯はく爵しやくが自身のひげを撫なでる。

「頭がよろしくても、皇女殿でん下かは経験がありませんからな」

　さよう、と獅し子し顔の伯はく爵しやくが鷹おう揚ように頷うなずいた。

「今、国境が騒さわがしくあります。人間どもは魔ま獣じゆう狩がりと言っておりますが、魔ま族ぞく領への侵しん攻こうの先さき触ぶれかもしれません」

「もし奴やつらが乗のり込こんできたら……」

　麗うるわしき吸きゆう血けつ鬼き公こう爵しやくが唇くちびるに手を当てた。

「魔ま王おう不在のいま、軍を編成して即そく座ざに反はん撃げきはできますまい」

　そっと、視線が一同へと流される。

「我々だけでも、準備しませんか？　軍を」

　ざわ、と諸しよ侯こうらが緊きん張ちようを深める。獅し子し顔の伯はく爵しやくは手をあげた。

「お待ちになられよ、ドラクラ公こう。魔ま王おう就任の前ですぞ？　交戦派の我々が軍の編成などすれば、非戦派の連中も黙だまっておりませんぞ」

「左さ様よう。反乱と受け取られかねない」

　反乱、クーデター。たとえそのつもりがなくとも、空いている魔ま王おうのポストを狙ねらった実力行使と受け取られてしまえばおしまいである。

「我々は国を思っている」

　ディルムンド大公は、腕うでを組んだまま言い放った。

「間ま違ちがっても、魔ま族ぞく同士で争う愚ぐは犯おかせん」

「……」

「だが何もしないわけにもいかない。その上で、我々の次の策はこうだ」

　大公は一同を睥へい睨げいした。

「ヴィレを我わが陣じん営えいに引き入れる」

　次期魔ま王おうが、交戦派であるならば何も問題はないのだ。人類との緊きん張ちよう感かんが高まっている今、座して待つこともなくなるに違ちがいない。

「しかし大公」

　ドラゴニュートの伯はく爵しやくが真面目な声こわ音ねで言った。

「先代は非戦派でした。その血を引く皇女殿でん下かが、こちらになびきましょうか？」

「その時は……」

　ディルムンド大公の凶きよう相そうが歪ゆがんだ。交戦派貴族たちは、張はり詰つめた表情で次の言葉を待った。
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　魔ま王おう就任式（予定）期日まで、あと九日。とうとう一桁けた。

　ヴィレ様お仕事中。

　魔ま王おう就任式に向けて取り組みだしたヴィレ様だが、就任して「はいおしまい」ではない。就任後、魔ま王おうとしてその務めを果たさなくてはいけない。

　そのために、魔ま王おうとなった後やらなくてはならない仕事や、その判断が必要なものに対して、今から動く。細かい事務はドメスティカさんが処理するが、責任者の判断が必要となる大きな決断や事業については、早いうちに考えておくのだ。

　しかし工事や事業については、ヴィレ様はまだ魔ま王おうではないので、正規の書類などは事後承しよう認にんという形になる。……早く就任しないと、面めん倒どう事が増えるのは間ま違ちがいない。

　とはいえ、焦あせりは禁物である。

　ただ魔ま王おうになればいいというものでもない。ヴィレ様は魔ま王おう就任式を成功させなくてはならないが、魔ま王おう国を引っ張る強いリーダーのイメージを民たみに与あたえる必要があったのだ。外見が子供のままだから特に。

　そんなヴィレ様は、二日ほど前から、次期魔ま王おうに面会を望む者たちとの面談をするようになった。

　一対一──まあ、俺おれやドメスティカさんらがそばに控ひかえているから、正確にはこちらの数の方が多いわけだけど。

　だがやはり、半月前まで初対面の俺おれですらまともに会話できない状態だったのだ。まだ少し、補助輪が欲ほしいようだった。

　公こう爵しやくの誕生会のときは扇おうぎという小道具があって何とか人前に立った。だがパーティーでもないのに高いところから扇おうぎで顔半分を隠かくしながら、というのは、ちょっと見下している感が半はん端ぱないので却きやつ下かだった。

　その前はヴェール。……そこでひとつ思いつき、簾すだれを置いて、ヴィレ様の前に壁かべを作ることにした。

　あれだ、平安時代とか古い時代に、偉えらい人が部下とか面会人と会うときに間を遮さえぎるようにあるカーテンみたいなやつ。直接表情が読み取りにくいから、あがり症しようの緊きん張ちようも和やわらぐかな、という配はい慮りよである。苦肉の策だ。

　この面談において、基本はヴィレ様自身が相手と会話する。これも訓練の一いつ環かんだ。

　もちろん、陳ちん情じようによってはその場で即そく答とうできないこともあるから、真しん剣けんに討議した上で後日沙さ汰たを下す、と答える場合もあった。

　これまで何度も言ってきたが、何事も慣れである。直接、顔色を窺うかがえないとあって、回数を重ねることで、次し第だいにヴィレ様のお声が大きく、またいつもの調子になっていった。この分なら、それなりの形に仕上がっていくと思う。

　着実に成果は上がっている。問題があるとすれば──やはり就任式のスピーチだろう。

　圧あつ倒とう的てき多た数すうの民たみを集めた前での就任演説。いくら人見知りを克こく服ふくしつつあるとはいえ、会場でスピーチとなると、その緊きん張ちよう度合いは桁けた違ちがいなのは想像に難かたくない。……たぶん、十中八九、あがって失敗する。

　こればかりは、事前に慣れるということができない。今の時点で、簾すだれなしで話ができれば何とか、と思えたかもしれないのだが……。

　入念にリハーサルを重ね、スピーチを覚えても、大勢の前であがり、肝かん心じんの内容を忘れてしまう。思考が真っ白になり、声は震ふるえ、民たみのざわめきの声に押おしつぶされる。

　不安しかない。

　どうしたものか。俺おれは悩なやんでしまう。

　何せ、あがり症しようを克こく服ふくする少女の物語を書いていた俺おれだけど、この物語は完結していない。大おお舞ぶ台たいで演説をぶるというのは、今回のヴィレ様のそれと被かぶっているとはいえ、そこまで物語を書いていないのだ。

　ぶっつけ本番になってしまう。できれば、ヴィレ様にはスピーチを成功させてほしい。だがここからは、本当に俺おれは手て探さぐりなのだ。どうすればいい……？

　そんな迷える状態に陥おちいりつつある俺おれだけれど、ヴィレ様の前でそんな顔を見せるわけにはいかない。彼かの女じよを導く役割を担になっている俺おれが、迷っている姿をみせてはいけないのだ。

　だが、そのタイムリミットは着実に迫せまってきている。残り一ヶ月と引き受けたそれも、もう三分の一程度しか残っていないのだ。
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　そんなわけで、俺おれは魔ま王おう城のまわりを散歩がてら歩いている。城を取り囲む城じよう壁へきの内側、雑草の生えた通路じみた庭をぶらぶらと。ウィルさんが一いつ緒しよについてきた。

「どうしたものか」

　思わず声に出る。ここまであがり症しよう克こく服ふくのために、素人しろうとなりに何とかやってきたけど、肝かん心じんの式当日の成功について、確信できるものが今のところなかった。

「当たって砕くだけろだぜ？」

　ウィルさんはそんなことを言った。いや、砕くだけたらいかんでしょ。

「一生に一回のことだぞ、ウィルさん。……やり直しはきかない」

　くそっ、不安しかないぞ。

「おや？」

　ウィルさんが向かいからやってい来る人物に気づいた。

　俺おれもそちらに目をやって、ドキリとした。

　ディルムンド大公！　ヴィレ様の叔父おじ上うえ。何故なぜ、この魔ま王おう城にいるのか？　嫌いやな予感しかしない。

　その大公がこちらに気づいた。

「ウィルさん」

「おお、ディルさん！」

　って、ウィルさんがメッチャ気さくに応じてる！　大公ですら「さん」付けってどんだけ……と思ったら、ウィルさんは、ヴィレ様にも呼び捨てで呼んでたっけ。

　それにしても、ヴィレ様もこのディルムンド大公にしても、ウィルさん呼びというのは……。実はウィルさんって結構偉えらい人？　それとも、そういう敬意をもたれる種族か何かなのかな。

「こっちへ来るとは珍めずらしいな、ディルさん」

「ああ、ヴィレに用があってね」

　嫌いやな予感的中。ディルムンド大公が俺おれをみた。

「このオーガの少年は？」

　擬ぎ装そう魔ま法ほうのたぐいで、オーガ族に見える俺おれである。ウィルさんが答えた。

「ヒマ先生だ」

「ヒマ……先生？　いったい何の先生なんだ？」

「魔ま人じん軍師を書いた人だよ」

　ウィルさんがボソリと言えば、大公は目を丸くした。

「あの『魔ま人じん軍師』を!?」

　えーと、聞き覚えのあるその言葉。たぶんアレだな。俺おれが投とう稿こうしていた小説『転生したら魔ま人じん軍師になったので世界を侵しん略りやくします』ってやつ。未完で絶賛放置中タイトルだ。なお俺おれの知らないところで舞ぶ台たい化かされていました。

「あの数々の奇き策さくで人類の軍勢を翻ほん弄ろうした……」

　どうやら、ディルムンド大公も、ご存知らしい。……俺おれの作品、異世界では結構人気なんだなぁ。

「まあ、それはそれとしてディルさんよ。ヴィレにどんな用なんだい？」

　ウィルさんが話題を変える。ディルムンド大公は視線を戻もどした。

「我らが魔ま族ぞく領の近くを、人間どもがうろちょろしている話は知っているな？」

「風の噂うわさでな。いつもの魔ま獣じゆう狩がりだって聞いてるけどよ」

「今回は数が多い」

　ディルムンド大公は、その凶きよう相そうをかすかに歪ゆがませた。

「ただの獣けもの狩がりに見せかけて、攻せめてこないとも限らない。何せ例の条約が失効する日も近い」

　何気にプレッシャーが俺おれの肩かたに圧のし掛かかる。大公は続けた。

「奴やつらの宗教論から言えば、我ら魔ま族ぞくはすべて地じ獄ごくに追い落とさなければいけない敵だからな」

「建前はな」

「本音は別だと？」

　大公の視線に、ウィルさんは漂ただよいながら答えた。

「隣りん人じんが嫌いやな奴やつというのは考えようでな。嫌いやな奴やつがいると、自分たちの家、いや国をまとめやすくなるんだよ」

「我々は雑多な種族の集まりだ」

　ディルムンド大公は腕うでを組んだ。

「確かに人間という共通の敵がいるあいだは、身内で争う可能性は低いな」

「人間にとっても、魔ま族ぞくがいるってだけで政治を動かしやすい」

　ウィルさんが、いつになく政治話をしている。ちょっとついていけない俺おれをよそに、大公は口を開いた。

「だが劇薬だ。対処を誤れば自じ滅めつする。事実、交戦派と非戦派で我らの国は割れるやもしれん」

「割れないさ。お前さんがいるんだから。な、ディルさん」

　確信に満ちた口調だった。ウィルさんの言葉に、ディルムンド大公は押おし黙だまる。

「だがな、次の魔ま王おうはヴィレだ。ウィルさん、ヴィレには荷が重い。あの娘むすめには無理だ」

「わからんぞ。今後、先代を超こえる魔ま王おうに成長するかもしれない」

　ウィルさんは言ったが、大公は首を横に振ふった。

「ないよ、ウィルさん。それはない。ヴィレが魔ま王おうとして国を引っ張るのは無理だ」

　いやにはっきりした物言いだった。前回、パーティーで彼かれとやりあった時、俺おれはそれなりに上手うまく立ち回ったつもりだったが……。あれでもなお大公が否定的な見方をするのは……もしかして。

　俺おれは冷ひや汗あせを抑おさえ切れなかった。

　立ち去るディルムンド大公。その背中に、ウィルさんは声をかけた。

「ヴィレには会っていかないのかい？」

「もう会った」

　ディルムンド大公は、ちらとこちらを一いち瞥べつした。

「だからわかるさ。あの娘むすめはダメだって」

　嫌いやな予感がまたも的中してしまうのだった。
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　もう会った──ディルムンド大公の言葉を受け、俺おれとウィルさんは、急いでヴィレ様のもとへ急いだ。

　何でよりによって席をはずした時に面会してくれちゃうかな、もう！

　彼かの女じよの部屋に到とう着ちやくすると、当の皇女殿でん下かはひとり、椅い子すに腰こし掛かけていた。その表情はさながら魂たましいが抜ぬけたように、宙を見つめている。

「ヴィレ様！」

　駆かけ寄よる。大公の話が本当なら、苦手な彼かれと対面したことになる。あの様子からして、ヴィレ様は大公の言葉に反論できず、ほぼ一方的にやられたに違ちがいない。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　空々しいと自分でも思った。大だい丈じよう夫ぶなはずがない。だが聞かないわけにもいかない。

　ヴィレ様は、すっと俺おれにうつろな目を向けた。

「何がじゃ？」

　すっとぼけるように返された。何もなかったように振ふる舞まうつもりなら、それは明らかに強がりだろう。

「こちらにディルムンド大公が来たと聞いたのですが」

　本人から、とは言わなかった。だがヴィレ様は口元を皮肉げな形にゆがめた。

「なんだ、知っておったのか。……いまさらじゃ。……本当にいまさらなのじゃ」

　ぐぐっと、ヴィレ様が顔をうつむかせる。幼いその肩かたをぷるぷると震ふるわせ、目に涙なみだがあふれる。
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「余は、余は……何も、言えなかった。叔父おじ上うえが話しかけたとき、あの鋭するどい目に射い抜ぬかれ、言葉が出なかったのじゃ──」

　唇くちびるをかみ締しめるヴィレ様。俺おれは胸が詰つまった。

「まったく、情けないのじゃ。余は何も変わっていなかったのじゃ。ぜんぶ、マモリやドメスティカに守られ、自分でもあがり症しようが治りつつあると誤解しておった……！」

　頰ほほを涙なみだがぬらした。止まらない、その涙なみだ。

「何もかも、無む駄だだったのじゃ！　叔父おじ上うえに余の体ていたらくが露ろ見けんしてしまった以上、魔ま王おうなど継つげるか！　ダメじゃ、ダメじゃ！　うわあああああっ！」

　彼かの女じよの前の机が次の瞬しゆん間かん、宙を飛び、壁かべに打ち付けられて砕くだけた。ウィルさんが、ふらっとヴィレ様の前に滑すべり込こむ。

「なあ、ヴィレ落ち着け。無む駄だじゃないし、ダメじゃない。お前はよくやってるぜ!?」

「ウィルさん……」

　一いつ瞬しゆん、鬼おに火びさんを見たヴィレ様だったが、すぐにぶんぶんと首を横に振ふった。

「いや、いや、いや！　もう何もかも手て遅おくれなのじゃ！　終わりじゃ！　余なんか、生まれなければよかったのじゃ──っ!!」

　ぜんぜん落ち着いていなかった。

「……生まれなければよかった？」

　ウィルさんが呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　おいおい、ウィルさん、何ショックを受けてるんだよ……って、ふらふらと浮うき出だした。もう、よくわからん！

「ねえ、ヴィレ様。何も問題はありません」

　役に立たない鬼おに火びを置いて、俺おれは前に出た。彼かの女じよの前で膝ひざを突つき、目線を合わせる。

「あなたのあがり症しようはよくなっています」

　そう、それは事実だ。確実に少しずつ、よくなっている。

　最初は俺おれとも喋しやべれなかったのだ。それが今では普ふ通つうに会話もできる。顔を隠かくせば、他の魔ま族ぞくとも話せる！

「大公が来てしまったのは想定外……というか、ドメスティカさんが、止めるべきでした。というか、あの人、いまどこにいるんだか──」

「マモリを呼びに行ったのじゃ……」

　あ、つまり俺おれがぶらぶら出歩いていたせいか。これは気まずい。一いつ瞬しゆん、ヴィレ様の感情を落ち着かせるための責せき任にん転てん嫁か役に当てて申し訳ないと心の中で詫わびる。

　だがいまは、それよりヴィレ様優先だ。

「申し訳ありませんでした。あなたのそばを離はなれていた時に」

「……まったくじゃ」

　力なく返す、ヴィレ様。そう言われてしまうと、俺おれも返す言葉もない。

「ですがヴィレ様、これはチャンスです」

　ピンチの裏にチャンスあり。

　そうとも、まだ終わってない。挽ばん回かいできる！

「大公はヴィレ様を完全に侮あなどっています。おそらく交戦派の者たちにもそのことを言うでしょう」

「ますますダメではないか!?」

「いえ、そうではありません。何故なぜなら、魔ま王おう就任式はこれからなんです！　そこでヴィレ様がびしっと決めれば、逆転サヨナラホームランです！」

「……なんじゃ、さよならほーむらんとは？」

　あー、やばい。俺おれも落ち着け。いくら物知りなヴィレ様でも、異世界のスポーツ用語を知るわけがない。

「つまり、挽ばん回かいできるということです！」

　俺おれは断言した。

「むしろ侮あなどっている分、きちんと決めれば、そこで彼かれらは驚きよう愕がくし、ヴィレ様を認めざるを得なくなる……」

　だから。

「諦あきらめるのはまだ早いということです。大だい丈じよう夫ぶです、就任式で完かん璧ぺきな演説をすれば──」

　ヴィレ様がうつむいた顔を上げる。そうだ、顔を上げるんだ。

　俺おれはすっと、皇女様に手を差し伸のばした。

「だから、もう一度、一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう！」

「っ!?」

　ふっ、とヴィレ様が息を吞のんだ。伸のばしかけた手が遠のく。ヴィレ様が一歩下がったのだ。何故なぜ？　目を見開く俺おれは、彼かの女じよの顔に浮うかぶ驚おどろき、いや怒いかりを見た。

「頑がん張ばれ、じゃと……ふざけるなっ！」

　ヴィレ様の顔が憤ふん怒ぬに染まる。

「余は、余は頑がん張ばったのじゃ!?　これ以上、どう頑がん張ばれと言うのじゃ！　頑がん張ばれば何とかなる？　それでこの体ていたらくだとわからんのか!?」

　滝たきのごとくあふれ出る感情。ヴィレ様の心の叫さけびが、俺おれを押おし流ながす。

「頑がん張ばった、余は、頑がん張ばったのじゃ！　おぬしの口車に乗って、出たくもない外に出て、喋しやべりたくもないのに演説ぶったり！」

　ダンっ、と、席を立ったヴィレ様が床ゆかを一歩踏ふみしめた。

　怒いかりのこもった視線が俺おれに降り注ぐ。見た目は幼女、しかしそのうちに秘めた魔ま王おうの力がオーラとなって、俺おれの心臓をわしづかみにした。

「もうよい。口車に乗った余が愚おろかだったのじゃ！　おぬしには頼たのまん。余の前から消えろ！　出て行けっ！」

　そういうと、ヴィレ様はベッドにダイブして、もう顔を上げなかった。

　俺おれはしばし呆ぼう然ぜんとし、口を閉じた。

　明らかにしくじった。だがいまさら何て言葉をかければいい？

　情けない。何も浮うかばなかった。

　声をかける度胸もなかった。

　俺おれは部屋を出た。

　面と向かって怒ど鳴なられた。そこに正論の有う無むは関係ない。俺おれはショックを受けた。間ま違ちがったことは言ったつもりはなくても、心が重く、そして無意識のうちに歯をかみ締しめていた。

　消えろ、というのは……ひょっとして解かい雇こ通告か。

　俺おれなりに頑がん張ばってきたつもりだった。

　だが、肝かん心じんなところで役に立てず、取り返しのつかないことになっていた。役立たずは解かい雇こされるのは世の常。頭ではわかるのだが、いざ自分の身でそれを体験してしまうと、衝しよう撃げきを隠かくせなかった。

　しくじった。改めて心の中で呟つぶやく。

　その想おもいだけが脳の中をぐるぐると駆かけ巡めぐるのだった。
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　至し極ごく、当たり前のことを言ったつもりだったのに、怒おこらせてしまった。

　そういえば、こんな面と向かった言い合いをしたのはいつ以来だろう？　ちょっと思い出せなかった。父親と喧けん嘩かした時……あれはいつだったか。

　ヴィレ様は頑がん張ばっていた。その言葉に偽いつわりはない。頑がん張ばりが足りないとかいう人がいるかもしれないが、他人がどう思おうが関係ない。本人は頑がん張ばっていたと俺おれは思う。

　何とかしようとするあまり、俺おれは焦あせっていた。ヴィレ様の感情に寄より添そいつつ、あがり症しようや引きこもりを克こく服ふくさせようとしたが、肝かん心じんなところでその感情を無視して正論をぶつけてしまった。

　いま必要としていたのは正しいこと云うん々ぬんではなく、ヴィレ様の折れた心を支えることだったのに。

　人知れず、ため息がこぼれた。書いた小説のように上手うまくいかないもんだなぁ、ほんと。

　どこで間ま違ちがえた、なんて悩なやむことがないのは救いだが、それがわかっても現状、何も解決しない。

　何せ、ヴィレ様本人からの解かい雇こ通告。もう必要とされない以上、俺おれにできることなど何もない。

　彼かの女じよの部屋の前で黄昏たそがれていた俺おれは、同じく漂ただよっている鬼おに火びを見やる。

「なあ、ウィルさん──」

「生まれなければ、よかった……？」

　ここではないどこかを見ながら、うわ言のように呟つぶやいているウィルさん。何か知らんが精神的ダメージを受けていらっしゃる。

「大だい丈じよう夫ぶか、ウィルさん？」

「オレ様、死にそう……」

「鬼おに火びって死ぬの？」

　どうでもいい突つっ込こみを入れつつ、ここにいても仕方がないので移動する。すると向かいから、ドメスティカさんが駆かけてくるのが見えた。……ようやくお出ましか。

「ヒオキ様、ウィルさん、今までどちらにいたんですか!?　探しましたよ！」

「ヴィレ様のお部屋に。行いき違ちがいになったみたいですね」

「……ではディルムンド大公がいらしたのは──」

「あぁ、それならもう終わりましたよ」

　俺おれは、大公との会話、そして先ほどのヴィレ様とのやりとりを説明した。当然、俺おれの解かい雇こ通告も。

「なんてこと……」

　ダークエルフの美女は沈ちん痛つうな表情を浮うかべた。

「式典まであまり日がないというのに！　ヴィレ様をご説得しませんと──」

「ごもっともですけどね、今さっきのことですし、俺おれは今は会わないほうがいい」

　追い出された直後だからな。悪いと思ったらすぐに謝あやまるべきって人はいうけど、感情が高ぶっている時に、自分の都合で謝あやまりにいってもかえってこじらせることが多い。

　人間、一晩寝ねると感情がリセットされるから、頭を冷やす時間は必要だと思う。というか、俺おれもいま精神的にダメ。

　歩き出す俺おれ。その背中に、ドメスティカさんが「どちらに？」と声をかけてきたので、振ふり返かえらず。

「ちょっと魔ま都とを散歩してきます」

「……オレ様もいくぞ」

　ひよひよ、とウィルさんがついてきた。互たがいにブルーな気分な者同士である。




　　　　・　・　・




　魔ま都とは、いつもの日常の中にある。まあ、俺おれ自じ身しん、数えるほどしか来たことないけど。プライベートでは初めてだから、適当にぶらつく。

「なあ、ヒマ先生よ」

　ついてきたウィルさんが声をかける。その声こわ音ねを聞けば、どうやらショックから立ち直ったようである。

「ヴィレの就任式なんだけどよ……」

「うん、何も浮うかばないよ」

　解かい雇こ宣言が尾おを引いている。というか、もう俺おれに言ってもしょうがない気がするんだけど。

「おいおい、頼たのむぜ先生。あんただけが頼たよりなんだ」

「そうは言うがな、ウィルさん。俺おれはあがり症しようの専門家じゃないんだぞ？」

「そんなことはぶっちゃけ、どうでもいい。ここまで上手うまくやってたのは間ま違ちがいない」

　ウィルさんは言った。

「これはあんたにしかできないことだ。実際のとこ、ヒマ先生が来てから、誰だれも動かせなかったヴィレを外に出したり、パーティーに出席させた。これは凄すごいことなんだぞ？」

「……」

　そうかもしれないけどさ。俺おれは素す直なおに頷うなずけない。

「ヒマ先生の書を読んだ。それが小説といって作り話だってこともわかってる。だけどな、それを読んでオレ様はこれだって、思ったんだよ。これを書いた奴やつなら、ヴィレを救い出せるって……」

　俺おれの小説を読んだって話は前に聞いたよ。俺おれを推おしてくれたのは理解できる。できるけども。

「もうお手上げだよ。ヴィレ様本人がやる気にならなきゃ、どうしようもない」

　だいたい、何度も言うが俺おれ、追い出されたんだぞ。

「そうさなぁ……」

　ウィルさんが俺おれの隣となりを飛ぶ。

「だがよ、このままじゃマズイぞ？　就任式だって迫せまってる。先延ばしはできん」

「それはわかってるけど、ダメなものはダメ」

「諦あきらめるのか……？　もう何もしないつもりなのか？」

　ウィルさんが、俺おれの行き先に先回りした。

「諦あきらめたらそこでおしまいって、ヒマ先生の書にも書いてあったぞ」

　それは、ネタにマジレスというやつじゃないか？　某ぼう有名漫まん画がの影えい響きようで、いろんなところで言われてるから、半ばネタだぞ。

　沈ちん黙もくが続く。言葉が出ず、いや浮うかばず沈ちん黙もくの時間だけが過ぎていく。

　俺おれは黙だまっている。

　ウィルさんもまた、俺おれが何か言うのを待っていた。

　だが、どれくらい黙だまっていたか、ウィルさんが唐とう突とつに言った。

「なあ、ヒマ先生。諦あきらめる云うん々ぬんって言ったついでだ。前々から言いたかったことがある」

「……なんだよ、改まって」

「オレ様が、ヒマ先生のことで諦あきらめていないこと、とも言うんだが……」

　なんだ？　ヴィレ様を魔ま王おうにすることか？　思ったが黙だまっていた。

「それはな、途と中ちゆうになっている先生の書の続きを最後まで読むことだ」

「……？」

「ヒマ先生さ、これまでいくつ小説を書いた？　あぁ、答えなくても知ってる。七冊だ。だけど、どれも最後まで書いてないよな？　オレ様は、その続きが読めるのをずっと待ってるんだけどなぁ」

　俺おれの小説──特にＰＶも増えず、感想もほとんどなかった作品。あ、いや一人だけ熱心なファンがいたな。どうにも日本のことをわかってない風だったから外国の人だと思っていたんだが……もしかして、ウィルさんだったりするんだろうか？

　続きを待っている人がいた。……いや、鬼おに火びは人じゃないんだけど。

　何故なぜ、完結作がないのか。

　その理由を端たん的てきに言うなら『諦あきらめ』ていた、ということになる。

　だって、俺おれの小説の続きなんか待ってくれる人なんていないと思ったから。

　増えない読者。

　俺おれよりも、はるかに読まれている他の作者の小説。

　俺おれは努力したつもりだ。頑がん張ばった。でも期待するだけ伸のびず、落らく胆たんした。

　……ヴィレ様もこうだったのかな？

　怒おこった彼かの女じよを思い出す。頑がん張ばったのに、大公を前にして自分のやってきたことが無む駄だだったと無力感にさいなまれて……。

　結局のところ、俺おれは元の世界では、小説の続きを書くモチベーションを見み出いだせず、書けなくなった。単純に続きが思いつかず辞やめたものより、モチベを失ったパターンが多い。……あぁ、ますます今のヴィレ様みたいだな。

　それはともかくとして、俺おれは書く意味が見み出いだせなくなったのだ。このまま読まれない小説を書いて更こう新しんするよりも、もっと読まれるような作品を書いたほうがいいのではないか？

　時間を書けて筆を走らせても、読まれなければ時間の無む駄だだ。

　──もう、やめようかな。

　ドクリ、と胸の内からこみ上げる言葉。これはもうダメだ、続ける意味がない──それが頭の中をよぎると、それまで好きだったはずの作品が書けなくなる。

　最後まで書くことが大事、とプロ作家が言っているのを読んだことはある。だけど、最後まで書かなきゃと思っても途と中ちゆうで放り出してきた。

　だって仕方がないじゃないか！

　読まれないんだから！

　時間の無む駄だだから！

　でも、それなら無理やり終わらせることだってできた。打ち切りエンドっぽく強ごう引いんに終わらせるってことも。

　だけどしなかった。もう書くだけ無む駄だだと思ってたけど、本当はそうじゃない。

　終わらせなければ、もしかしたら何かが起きるかもしれない、って。

　レビュー効果とか、誰だれかが宣伝してくれた影えい響きようで、俺おれの読まれていなかった小説がいきなりドカンと読者に読まれるかもしれない可能性。完結してしまったら、そういうのもないような気がしていた。

　……結局、人ひと頼だのみだったってことだ。俺おれが書いた小説なのに。

「おーい、ヒマ先生？　聞いてる？　ねえ、人の話聞いてる？」

　ウィルさんが、俺おれを脳内回想から現実に引ひき戻もどそうとする。

　最後まで書いてないよな？　その言葉、久しぶりに俺おれの胸に染しみた。

　俺おれの完結していない小説と、ヴィレ様の問題を結びつけるのは強ごう引いんなんてもんじゃないけれど、ウィルさんはそう仕向けやがった。

　要するに、最後までやれよ、とウィルさんは言ったのだ。

　本当に万ばん策さく尽つきた？

　ヴィレ様は魔ま王おう就任式の前にくじけてしまった。だけど、俺おれは彼かの女じよになんと言ったか。まだ挽ばん回かいできると言った。

　ああ、できるとも。ヴィレ様がびしっと演説を決められれば、大公が何を言おうが、それが間ま違ちがいだってことを見せられる。

　諦あきらめるのは、就任式が失敗した時だろう。まだ時間がある。投げ出すのは、まだ早い。なにせ、これは小説じゃない。現実なんだ。

「ヒマ先生？」

「ああ、試合終しゆう了りようじゃないな、まだ」

　俺おれは顔を上げる。戻もどって、あの幼女姫ひめをどうその気にさせるか考えないとな。

「あー、失礼、そこのオーガの少年よ」

　声をかけられた。

　振ふり向むくと、巨きよ大だいな壁かべ──いや、漆しつ黒こくの騎き士し甲かつ冑ちゆうをまとった魔ま族ぞくの騎き士しが二人立っていた。さらに三人、俺おれとウィルさんを取り囲むように現あらわれる。

「つかぬ事を訊たずねるが、『漆しつ黒こくの邪じや眼がん天てん使し』先生か？」

「ぶはっ!?」

　予想外の言葉に、俺おれは思わず噴ふいてしまった。ナンデ、ねえナンデ知ってるの!?　蕁じん麻ま疹しんが起きるレベルでこっ恥ぱずかしい！

「どうやら、本人のようだな。先生、我わが主、ディルムンド大公閣下が、貴き殿でんをお屋や敷しきに招待したいと仰おおせだ。ご同行願おうか」

　ディルムンド大公の騎き士し！　俺おれは思わずウィルさんを見た。ヴィレ様の天敵にして、今回俺おれが魔ま都とをさまようことになった原因。先ほど顔を合わせたとはいえ、何故なぜ俺おれを──

「ま、いいんじゃね？」

　ウィルさんはお気楽な声を出した。

「オレ様もいるんだし。大したことにはならんと思うぜ？」

　本当かなあ。不安がよぎるが、確かにウィルさんとディルムンド大公は、真面目にやりとりする仲のようだったし。……まあ、いいか。こんな屈くつ強きような騎き士したちに囲まれてしまっては、俺おれにできることなどない。

　俺おれは騎き士しらに連れられ、迎むかえの馬車に乗のり込こんだ。




　　　　・　・　・




　ディルムンド大公の屋や敷しきは、魔ま都との郊こう外がいにある。外観は黒く、いかにも悪あく魔ま大公とかボスが居そうで、屋や敷しきと聞いていたがどこか城のような趣おもむきもあった。

　馬車で乗り付け、門をくぐった広い庭園にも、おどろおどろしい魔ま獣じゆうの像がシンメトリカルに置かれている。……あの像はガーゴイルかな？

　屋や敷しきへと足を踏ふみ入いれる俺おれとウィルさん。外側の威い圧あつ感とは対照的に、中は石造りの灰色のほか、漆しつ喰くいの白だったりと、意外と普ふ通つうな感じだった。俺おれの世界でも、お金持ちのお屋や敷しきとかでこういうのありそう。

　騎き士しの案内を受け、奥おくの応接間に通された。ウィルさんだけ呼び出されたので、俺おれは一人で、応接間のソファーに腰こし掛かける。人間サイズにしてはやや大きい。家具や調度品はいかにも高そうな代しろ物ものばかりである。

「……ぽつーん」

　一人残された俺おれは、思わず声に出していた。案内の騎き士しは去り、文字通りの一人。

　どうしたものか。待たされるというのも落ち着かないもんだ。

　ディルムンド大公といえば、魔ま族ぞくの中でも人間と戦おうという交戦派の首領みたいな存在らしい。オーガで擬ぎ装そうしている俺おれだけど、バレたら俺おれ、命なくね？

　ウィルさんもいないし。心細い。きゅー、と心臓が締しめ付つけられる。俺おれって小心だからね。

　そんなこんなでキョロキョロしていると、扉とびらが開いた。やってきたのは、背は低めだが恰かつ幅ぷくのいい魔ま族ぞく男性──ディルムンド大公本人だった。

「やあ、お待たせした、ヒオキ・マモリ殿どの」

「あ、はい」

　思わず俺おれはソファーから立ち上がっていた。大公ともあろう位の人から、「殿どの」付きで呼ばれるなんて恐きよう縮しゆくしてしまう。

「あなたが、かの『魔ま人じん軍師』を書かれた著者だったとは……。ずいぶんとお若いですな」

「はあ、ええ、まあ」

　ろくな返事になっていないが、大公は気にすることなく、向かいのソファーに座すわった。身み振ぶりで座すわるように促うながされ、俺おれはようやく立ちっぱなしになっていることに気づいて席に戻もどった。

「あなたの提唱した戦略論、そして戦術は興味深く拝読した。魔ま族ぞくを馬ば鹿かにしている人間どもの軍勢が蹴け散ちらされていくのは愉ゆ快かい痛つう快かいだった──」

「は、どうも……」

「我々としても取り入れられるものは取り入れていくつもりでしてな」

　いいのかなー。俺おれの世界での中世などの戦いはリサーチしてモデルにはしたけど、いちおう都合のいい作り話なんだけど。

　思ったが、言えないよねこれ。

　顔で笑い、しかし心臓の鼓こ動どうが速く、しっとり汗あせをかいてきた。

「昨今、人間どもの動きが目立ってきておる。新たな戦術や兵器を実戦で試ためす機会もあるでしょうな」

　大公が右手で、軽く手招きすれば、どこからかメイドさんが現あらわれた。手にした盆ぼんの上にはカップと飲み物のボトル。……猫ねこ耳みみメイドだ。

「先生は、コーヒーはいかがですかな？」

　コーヒーだと？　この世界にもコーヒーがあるのか、と思いつつ、あまり悩なやむと怪あやしまれるかと思い、返事をする。魔ま王おう城では見たことなかった。

「あ、はい。いただきます」

　カップに注がれた黒い液体。湯気を立てるそれと、香かおってきたのは、明らかにコーヒーである。大公が自分の分を口にするのを見てから、俺おれも一口。……苦い。だがコーヒーであることには間ま違ちがいない。名前だけコーヒー、中身別物だったらどうしようかと思った。

「魔ま族ぞく領のコーヒーの味はどうですか？」

「ええ、わりといけますね」

「そうでしょう。実は、コーヒーについては、元々人間どもが作っていたものを、こちらでも作るようになった。いわゆる文化の輸入ですな。私は専門家ではないのですが、魔ま族ぞく領では比ひ較かく的てきコーヒー豆が穫とれる」

　コーヒー薀うん蓄ちくが始まった。

「まあ、当の人間どもは、紅茶だなんだと、コーヒーを泥どろ水みずなどと馬ば鹿かにするようになったらしいですが」

「ああ、そういうの、あるんですね」

　何か俺おれの世界でも聞いたな、それ。

「人間の価値観はよくわかりませんな」

「ええ、まあ。色々いますからね。人間も」

　当あたり障さわりのない返事で、やり過ごす。ディルムンド大公がカップをソーサーに置いた。

「ところで、ヒマ先生」

　この人もそれで呼ぶのか。いや、ペンネームで呼ばれるより一千倍マシか。

「……あなたは『人間』だと聞いたのだが、本当かね？」

　一瞬、心臓が止まったかのようにドキリとした。何故なぜわかった？　いや、カマかけか？

　これ、ゲームだったら死に直結する選せん択たく肢しだ。俺おれは本能的に察した。

　人間を敵視する大公の前だ。人間だと明かしたら……いや、誰かに聞いたって言っていたような。誰に？　おそらくウィルさんか。そうとしか考えられない。

　ウソをついたら、かえって悪あく手しゆでは。……えっと、ちょっと待て、現状、どっち選んでも詰つんでないか、これ？




　　　　・　・　・




　清すが々すがしい朝だった。侍じ女じよがカーテンを開け、やんわりと日差しが差さし込こむ。少々暗めなのは雲が多いからだろう。魔ま王おう国では珍めずらしくもない。

　ヴィレはベッドから身を起こす。いつ寝ねたかよくわからないが、どうやら寝ねていたようだ。途と端たんにディルムンド大公の顔がよぎり、感じていた清すが々すがしさが吹ふき飛とび憂ゆう鬱うつさがこみ上げる。

　実に不ふ愉ゆ快かいだった。

　侍じ女じよらを呼んで着き替がえ、朝食を摂とる。……そういえば、ここ最近マモリと一いつ緒しよに食事をするのだが、そのマモリはどこに行ったのか？　いざ食べ終わる頃ころになるまで、それに気づかなかったとは。相当堪こたえているな、とヴィレは思った。

「ドメスティカ、マモリはー？」

「……っ!?　き、昨日から戻もどっておりません」

　ダークエルフの魔ま術じゆつ師はドキリとした表情を浮うかべた。何を驚おどろいているのかヴィレにはわからなかった。

「……あの、ヴィレ様、ヒオキ様に何なに用ようで？」

「何なに用ようとは？」

　何を言っているのか理解できなかった。そういえば、ドメスティカが普ふ段だんの彼かの女じよらしくないと思う。

　そのドメスティカは恐おそる恐おそるといった調子で言った。

「昨日、ヴィレ様はヒオキ様を解任なさいましたよね？　二度と顔を見たくないとか言って、追い出したと」

「……!?　追い出したじゃと!?」

「覚えていらっしゃらないのですか？」

「……いや待て。確かに、余はマモリに怒ど鳴なってしまったような……」

　その時のことをありありと思い出し、頭を抱かかえた。解任したつもりはないが。

「解任とか、そんなつもりはこれっぽっちもなかったのじゃ！」

　だがもしマモリが勘かん違ちがいして、出て行ってしまったとしたら？

　なんてことだ。愕がく然ぜんとするヴィレ。自分は取り返しのつかないことをしてしまったのでは……。

　そのとき、部屋がノックされ、扉とびらが開いた。

「失礼いたします、姫ひめ様。──ドメスティカ様、ヒオキ様の件で目もく撃げき情報にございます」

「見つけたのですか？」

　ドメスティカが問えば、やってきた侍じ女じよは「それが……」と、ヴィレを見て言いづらそうな顔をした。

「かまわぬ、申すのじゃ」

　ヴィレはかまわず促うながした。

「マモリに何かあったのかや!?」

「ヒオキ様は魔ま都とにて、貴族の馬車に乗のり込こむのを目もく撃げきされまして──」

「貴族じゃと？」

「紋もん章しようは？　どこのものでしたか？」

　ドメスティカは問うた。貴族の馬車とあれば、どこの者かわかるように紋もん章しようがついているはずだ。

「はい、ディルムンド大公の紋もん章しようの馬車とのことです」

「大公の!?」

「馬ば鹿かな！　何故なぜ、大公がマモリを!?」

　ヴィレが声を荒あららげ、侍じ女じよは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。だがすぐに報告を続ける。

「目もく撃げき証言では、ヒオキ様のまわりには大公の騎き士したちが取り囲んでいたとか──」

「誘ゆう拐かい!?　さらわれたと申すのかっ!?」

　皇女の顔がカッと赤くなった。駆かけ巡めぐったのは強い怒いかりである。──何故なぜマモリをさらったのか？　もしや彼かれが人間だとバレたのか!?

「助けに行くのじゃ！」

「ヴィレ様!?」

　ドメスティカは慌あわてた。

「助けに、とは──」

「知れたこと！　大公の屋や敷しきにゆくぞ！」

「お待ちください、ヴィレ様！」

　大おお股またに歩き出すヴィレに続くドメスティカ。

「いま大公と事を構えるのは賢けん明めいとは──」

「マモリは余の友だちじゃ！　捨て置けん！」

「ですが、ヴィレ様。あがり症しようは──」

「そんなもの関係ない！　友の危機なのじゃ！」

　ヴィレは吐はき捨すてた。

「待っておれ、マモリ。いま、助けにゆくぞ！」




　　　　・　・　・




　夜が明けてしまった。

　部屋に差さし込こむ光。結局、俺おれは一いつ睡すいもできずにディルムンド大公と向き合っている。というか眠ねむれるわけがない！

　大公がいる。まったくもって涼すずしい顔をしている。対して俺おれは苦く悶もんを顔に出さないようにするので必死だった。

　くそぅ、熱い！　熱い熱い熱い！

　なんて熱さだ。足が火傷やけどしちまってるんじゃないか、これはッ！

　もぞもぞと足を動かす。そんなことをしても無む駄だだが、そうせざるを得ない。まったく平然とした顔しやがって、大公は鬼おにだな、いや魔ま族ぞくだから悪あく魔まか。

　ディルムンド大公がお喋しやべり好きなのは、この一晩でよくわかった。だが俺おれは辛つらい。足が焼けちまったんじゃないかっていう感覚。

　こいつは、拷ごう問もんだ。

「大だい丈じよう夫ぶですかな、ヒマ先生？」

　大だい丈じよう夫ぶか、だと？　くそぅ。あんたが話し続けている限り、俺おれは動けないんだぞ。っていうか、もうそろそろホント勘かん弁べんしてください。足もなんですが、トイレにも行きたい……！

　くそう、くそう……。

　ちら、とウィルさんを見やる。この鬼おに火びは一言も喋しやべらず漂ただよっていた。文字通り手も足もない上に浮ういているだけ。まったく役に立たねえ……。

「ねえ、ヒマ先生、そろそろ話してくれませんか？　そうしないと私はとても眠ねむれそうにない」

「……そうは言われても……」

　言うか、言うしかないか？

　さすにがこれ以上は限界、だ──

　そのとき、窓から差さし込こむ光に一いつ瞬しゆん影かげがよぎった。視界の中に影かげが走ると、目は正直に追ってしまうもので、鳥かと思って振ふり向むいた瞬しゆん間かん、それがやってきた。

　砲ほう弾だんでも撃うち込こまれたかのような轟ごう音おんと共に、窓ガラスが砕くだける。俺おれはとっさに顔をかばいつつ、反射的に伏ふせた。机がひっくり返り──おお、俺おれの足が解放された。やったぜ！　ちんちんに焼けたように熱い足に、風を当てるように手で仰あおぐ。

「余が来たのじゃ───っ!!」

　聞き覚えのある声が耳じ朶だをうつ。

「マモリっ！　助けに来たのじゃっ！」

　はつらつとしたその声。我らが幼女皇女殿でん下かが、まさか窓をぶち破っての登場である。俺おれは完全に面食らった。

「な、何だ何だ!?」

　ウィルさんが、慌あわててキョロキョロと見回している。ぜったい今まで寝ねてたぞこの鬼おに火び。

「ヴィ、ヴィレ!?」

　ディルムンド大公も目を見開く。どうやら怪我けがはなさそうだった。

「いったい何のマネだ!?」

「黙だまれ、大公！　よくも余のマモリをさらってくれおったな！　余が修正してくれよう！」

　かつて破壊者ツエアシユテーラーと呼ばれたお姫ひめ様がいた。手を組んでぽきぽき骨を鳴らすさまは、どこの世紀末覇は者しやだろうか。本当にこの娘むすめ、あがり症しようだったの？　信じられないくらいの豹ひよう変へんぶりである。

「マモリは余のものじゃ！　余のもとにマモリはいるのじゃ！　ぜーったい、渡わたさんのじゃーっ！」

「さらう？　いったい何の話だ？」

　大公は真顔で返した。もとより威い圧あつ感たっぷりのその表情は、さすがラスボスの貫かん禄ろく。一歩も怖おじ気けづく様子がないのは、この人もこの見た目で強いのかもしれない。

「余のマモリを、騎き士したちで囲み、馬車に押おし込こんだであろう!?」

「……そうなのですか、ヒマ先生？」
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「あー、いや、別に押おし込こまれてはいないですね」

　騎き士したちが周りにいたけど、終始、扱あつかいは丁てい寧ねいだったと記き憶おくしている。間ま違ちがっても押おし込こまれてはいない。

　その時、ドタドタと屋や敷しきの騎き士したちが部屋に駆かけつけてくる。騒さわぎを聞きつけたのだろう。

「閣下！」

「遅おそいぞ」

　しかしディルムンド大公は騎き士しらを、外で待つようにと身み振ぶりで示しながら、俺おれに言った。

「それは安心しました。私も、ヒマ先生には丁てい重ちようにお迎むかえするように命じましたからな」

　大公の言葉に、ヴィレ様の顔が曇くもる。

「え？　……誘ゆう拐かいされたのはないのか？」

「誰だれが？」

　俺おれが聞けば、ヴィレ様を指差した。

「マモリが、大公に」

「いやいやいや」

　俺おれとディルムンド大公は、ほぼ同時に手を振ふって否定した。呆気あつけにとられたのはヴィレ様だった。

「さらわれて、いなかった、じゃと……!?　え？　は……？　本当？」

　うつむき、上うわ目め遣づかいで俺おれを見るヴィレ様。俺おれはコクリと頷うなずいてやった。

「うわぁー、叔父おじ上うえ、申し訳ないー！」

　大公の屋や敷しきに乗のり込こんで部屋の窓を壁かべごとうち壊こわしたことを、ヴィレ様は謝あやまった。すべては早とちりか、はたまた勘かん違ちがいだったのがわかったのだ。

　でもおかげで俺おれは助かった。

　実はさっきまで俺おれは大公と同じコタツに入っていた。

　なおこのコタツは、俺おれの小説を読んで、ディルムンド大公が作らせたものだと言う。

　夜は寒いからと用意されたのだが、この温度設定が実にいい加減で長時間入っていたらクソ熱かった。

　なら出ればいいと思うだろうが、仮にも大貴族様を前に、彼かれより先に出るわけにもいかない。大公は「寒いですな」などとのたまい、熱いですと言うタイミングを逸いつしてしまったのも響ひびいている。俺おれは小心なんだ。圧あつ倒とう的てきに大人の、偉えらい人との付き合いも少ない。……ヴィレ様は同年代だから別。

　結果、足を突つっ込こんだままにせざるを得なかった。正直、物もの凄すごくつまらない理由ではあるが熱かったのは事実だ。もう少しで、無礼を承知で飛び出すところだった。大公が俺おれの小説を楽しそうに延々とお話ししていたから我が慢まんしていたんだけど限界はある。

「そ、それなら、マモリ！　か、帰るのじゃ。叔父おじ上うえ、お邪じや魔ましたのぅ──」

「待ちなさい、ヴィレ」

　ディルムンド大公は、ぴくりと眉まゆを動かした。

「いやはや、昨日とはまるで別人のようじゃないか、ヴィレよ。せっかく我わが屋や敷しきに来てくれたのだ、せめてコーヒーの一いつ杯ぱいも出さずに帰すのは面子メンツがよろしくない」

「あー、いや、余は帰るぞ、忙いそがしいからの。……それにコーヒーは苦手なのじゃ」

　弱々しい調子のヴィレ様。俺おれの前でコーヒーが出なかった理由はヴィレ様が飲まないからか。それはともかくとして、だんだん、あがり症しようの時の彼かの女じよに戻もどりつつある？

「まさか、勘かん違ちがいで応接間のひとつを壊こわしておいて、タダで帰るつもりではないだろうな、ヴィレよ」

「う……」

　人の家を壊こわした弱味。ここで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなわがまま性格だったら、勝手こねて無理やり帰ったりするんだろうけど、根が素す直なおなヴィレ様はそうはしなかった。

「まあ、ここでは片付けないと座すわれないからな。部屋を替かえよう」

　そう告げると、ディルムンド大公は、ついてくるようにと俺おれたちを招いた。

　俺おれは靴くつを履はき直し、自然についていくと、ヴィレ様もしぶしぶついてくる。状じよう況きようを静観しているウィルさんもひよひよと。

「マモリ……」

　ヴィレ様が何とも頼たよりない声を出した。飛とび込こんできた時の威い勢せいはどうした。

「助けに来てくれたんですか？」

　別に捕つかまっていたわけじゃないけど。

「う、うむ。おぬしがさらわれたと聞いたのでな」

「顔も見たくないと面めん罵ばされて落おち込こんでいたのですが……」

　嫌いや味みのひとつが出てしまうのは、俺おれもそれなりにショックだったんだ。

「クビにされたと思っていました」

「余はクビになどしておらんぞ？　おぬしの勘かん違ちがいじゃ」

　勘かん違ちがい？　そうだっけ？　俺おれはてっきり……。

　まあ、ヴィレ様にクビの意志はないのであるなら恨うらみ言ごとをいうのは筋すじ違ちがいだろう。

　それどころか、彼かの女じよもまた勘かん違ちがいながら俺おれを助けに来てくれた。あがり症しようで引きこもりの彼かの女じよが！　昨日、打ちのめされた大公の屋や敷しきに乗のり込こんで、だ！

「……ありがとうございます」

　たとえ、それが勘かん違ちがいでも。そして謝あやまらなくてはいけない。彼かの女じよにこうさせたのは俺おれなのだから。

「昨日はすみませんでした。ヴィレ様のお気持ちを考えず、焦あせって、怒おこらせてしまって」

「う、うむ……」

　つー、と視線を逸そらすヴィレ様。そのお顔は真っ赤である。あれ、何だろう。謝あやまったつもりだったのに、何か反応がおかしいぞ？

　ウィルさんがそばに寄る。

「照れてんの？　ヴィレ、照れてんの？」

「うるさいのじゃ」

　鬱うつ陶とうしいとばかりにヴィレ様が払はらいのければ、ウィルさんが壁かべにすっ飛んだ。鬼おに火びなのに物理攻こう撃げきが効いた!?

　というか、謝罪したのに照れられる要素なんてあった!?

　わけのわからない俺おれをよそに、ヴィレ様は言った。

「しかし困ったのじゃ。マモリを助けて、そのまま帰るつもりだったのじゃが……」

「大公の命、とりに来たんじゃないですか？」

「マモリにひどいことをしていたら、殺やってしまったかもしれん」

「そうならなくてよかった」

　ディルムンド大公は、話せばわかる人っぽいし。俺おれ、個人的に、この人好きだわ。熱心なファンというのを置いておいても。顔は怖こわいけど。

「まあ、大公とお話しましょうよ。向こうもそのつもりですし」

「昨日は、それで手も足も出なかったのじゃ」

　しょぼん、と肩かたを落とすヴィレ様。心の底から憂ゆう鬱うつそうだ。

「それは昨日聞きました」

　その後、追い出されたけどね。

「でも今は、俺おれがいます。昨日はフォローできませんでしたけど、今はできます。思ってることを思いっきりぶつけてくださいよ」

「……マモリ」

「あなたは次の魔ま王おうでしょ。地じ獄ごくの底までお供しますよ」

　ちょっと大げさに振ふる舞まっておく。軽口でも出れば楽になるかな、と思ったのだ。

　ヴィレ様が、ハッとした顔で俺おれをしげしげと見る。……何か俺おれの顔についてる？

「おぬしは、余のものじゃ」

「……はい？」

　何か少し引っかかる言い方のような気がした。

　別の応接間に到とう着ちやくしたらしく、ディルムンド大公はソファーにつくと、ヴィレ様を向かいのソファーに座すわるように促うながした。俺おれはヴィレ様の後ろに控ひかえようと思ったが、彼かの女じよはポンポンとソファーを叩たたいた。……隣となりに座すわれってことね、はいはい。

「さて、では話をしようじゃないか、ヴィレ」

　ディルムンド大公は鷹おう揚ように言った。

「昨日は黙だまり込こんで、まったく埒らちがあかなかったからな」

「き、昨日は具合が悪かったのじゃ」

「ほう、では今は？」

「……気分のほうがよくないのじゃ」

　おっ、皮肉的ジョークのお返しか。ちょっと感心する俺おれ。大公は「ははっ」と声をあげて笑った。

「結構。では昨日の問いだ。魔ま族ぞくの王となったら、お前はこの国をどう導くつもりだ？」

　ディルムンド大公の鋭するどい眼光。もとより顔立ちが怖こわいから、萎い縮しゆくしてしまうのも無理はない。俺おれは一晩で慣れたけど。

　唇くちびるを嚙かむようなヴィレ様。昨日はここから声が出なかったんだな。俺おれはそっと、ヴィレ様の手を握にぎる。大だい丈じよう夫ぶ、俺おれはここにいますよ。

　ヴィレ様の目が据すわった。すっと深呼吸を一回。その様子をディルムンド大公は黙だまって見つめる。

「平和と繁はん栄えいじゃ」

　ヴィレ様は口を開いた。

「亡なき父の路線を継けい続ぞくする。魔ま都との衛生面が改善したことで、幼児の死亡率も下がった。だがこれを魔ま都とだけでなく、魔ま族ぞく全体の生活レベルを引き上げたい！」

「ほう、魔ま族ぞく全体か」

　ディルムンド大公は真顔のままで、自身のあごひげを撫なでた。馬ば鹿かにするようなそぶりはなかった。

「しかしそれは難しいのではないか？　魔ま族ぞく全体と言っても、いったい幾いくつあると？」

「百二十七種族。魔ま族ぞく加入希望が、他に十三あったのぅ」

　ヴィレ様は即そく答とうした。

「難しいのは承知の上じゃ。が、いずれはやらねばならぬことよ。魔ま都とばかり栄えても、他の種族から妬ねたまれるからのぅ」

　何ともスラスラと受け答えしている。あがり症しようさえなければ、見た目は幼女だがしっかりしているんだよなぁ。

「民たみが栄えるということは、同時に強くなるということじゃ。富国強兵じゃ」

　んん？

「富める国は兵も強いという意味じゃ。必ず魔ま族ぞくは栄え、強く、繁はん栄えいし続けるであろう！」

　あれ、富国強兵って、国の経済を発展させて、軍事力の増強を促うながすって政策だよね？　ヴィレ様、勘かん違ちがいしてない？　え、大だい丈じよう夫ぶ？

「素す晴ばらしい！」

　ディルムンド大公は相好を崩くずした。この反応は、きちんと意味を理解しているように見える。

「強い魔ま王おう国か。うむ──本当に、昨日は何だったのか。ヴィレがそんなことを考えていたとは。あれから考えたのか？」

「いいや、前々から考えておったことじゃ」

　ただで引きこもっていたというわけではない、ということだろう。書庫の本を読みつくし、魔ま王おうになった後のことを、彼かの女じよなりに考えていたのだ。

「では、昨今動きを見せている人類に対してはどうするつもりだ？」

　ディルムンド大公の目が光る。交戦派である彼かれにとって、その対応については特に気になっている事こと柄がらだろう。

「関わらぬ方向で」

　ヴィレ様はやや上うわ目め遣づかいに、しかしガンと視線を受け止めた。

「少なくとも、こちらから仕し掛かけるつもりはない」

　大公の眉み間けんにしわが寄る。当然だ、彼かれは交戦派だ。非ひ干かん渉しようを好ましく思っていない。

「先代の悪口を言うつもりはないが……気を悪くしないでくれ、ウィルさん」

　何故なぜか、ディルムンド大公は、浮ういているウィルさんに一言わびた。……何故なぜそこで断ことわりを入れるのか。ウィルさんは先代の何だというのか。

「弱よわ腰ごしでいれば奴やつらは攻せめてくるぞ？　人類の基本思想は、魔ま族ぞくは悪。叩たたき潰つぶさねばならない敵だ」

　昨日、ウィルさんにそんなことを言っていたな、大公は。

「それが何だと言うのじゃ？」

　ヴィレ様はソファーの背もたれに身を預けた。まるで些さ細さいなことと言わんばかりだ。

「叔父おじ上うえ、いや大公よ。おぬしの基本思想で言えば、人間は悪なのじゃろう？　一いつ緒しよじゃ一いつ緒しよ」

　ぽかん、としたのはディルムンド大公だけでなく、俺おれもだった。

「攻せめてきたら叩たたき潰つぶす。そんなもの問うまでもないことじゃ。まさか、おぬしは余が、戦いもせず降こう伏ふくするとでも思っておるのか？　先代魔ま王おうも非ひ干かん渉しようを宣言し、人間と協定を結んだが、決して弱よわ腰ごしではなかったと聞いておるぞ。なあ、ウィルさん」

「あー、先代はたっぷり恫どう喝かつしてたよ。とりあえず『戦争に疲つかれたからここまでにしてやらんでもないが、まだ続ける気ならオレ様が皆みな殺ごろしにしてやる』とか……言っていたよ」

　何故なぜか、ウィルさんがそっと顔を逸そらした。ヴィレ様はそれに気づかないまま、大公を見み据すえた。

「余が、幼少からなんと呼ばれておったか、叔父おじ上うえは思い出す必要があるのではないかのぅ」

　ツェアシュテーラー。

　破は壊かい者しや。

　五歳さいで、反乱した巨きよ人じん族を全ぜん滅めつさせた幼女。先代魔ま王おうに代わり、手て荒あらい案件を力でねじ伏ふせてきた魔ま王おうの娘むすめ。

　あがり症しように騙だまされてはいけない。この幼女は、魔ま王おうの娘むすめなのだ。

　ディルムンド大公は、しばしヴィレ様を凝ぎよう視しする。だがその沈ちん黙もくはわずかだった。

「では、お前の言葉、しかと就任式で見み極きわめさせてもらおう」
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　ディルムンド大公の屋や敷しきを辞して、俺おれとヴィレ様、ウィルさんは馬車に揺ゆられて魔ま王おう城への帰路についていた。

「あなたはよくやりましたよ、ヴィレ様」

「ふむ」

「もう、あがり症しようは克こく服ふくされましたね」

　正直、誇ほこらしくもあった。あのヴィレ様がひとりで大公に立ち向かった姿は。

「克こく服ふくなどしているものか」

　ヴィレ様は、何故なぜかふてくされたように、馬車の外、窓の向こうへそっぽを向いた。

「マモリがいなければ、ああはいかなかったのじゃ」

「俺おれは何もしてませんよ？」

「手を握にぎってくれたのじゃ」

　ヴィレ様は口をへの字に曲げた。

「おぬしの手のぬくもりを感じておらねば、ああも堂々としてられなかったのじゃ」

「じゃあ、就任演説の時も手を握にぎりましょうか？」

「それはいい案なのじゃ」

　さすがに無理ですよ、と俺おれは首を横に振ふる。民たみの前で、オーガ少年の手を握にぎりながらの演説なんて、しまりがなさ過ぎる！

「それはともかく、大変ご立派でした。ディル大公も圧あつ倒とうされていましたね」

「本当にそう思うか？」

「ええ、思います」

　俺おれは大きく頷うなずいた。あの時、俺おれが手を握にぎっていたからとヴィレ様は言っていたが、その言葉や態度は、実に堂々としていた。

　本当に克こく服ふくしたのではないか、と俺おれはほのかに期待するのである。

「ウィルさんはどう思う？」

「ああ、かっこよかったぜ、ヴィレよ！」

　ウィルさんが声を弾はずませた。

「もう、お前は立派な魔ま王おうだぜ！」

「まだ、魔ま王おうにはなってないのじゃー」

　ヴィレ様が、わがままを言う子供のような顔で正した。そういうところは可愛かわいげのない大人のようである。

「今回は上手うまくいったが、まだ就任していない以上、これからなのじゃ。同時に、ここは失敗できないところじゃ。そうじゃな、マモリ？」

「ええ、そうですね」

　昨日、消しよう沈ちんするヴィレ様に言ったのだ。

　大公にコテンパンにされたけれど、就任式をびしっと決めれば挽ばん回かいできると。たとえ大公がヴィレ様が魔王にふさわしくないと喧けん伝でんしようとも、実際にヴィレ様の堂々たる振ふる舞まいと演説を民たみの前に披ひ露ろうすれば、それも吹ふき飛とぶ。

　だが逆に言うと、ここでヘマをすれば、すべて水すい泡ほうに帰す。

　だからこそ、そこで失敗するわけにはいかない。

「余だけでは、この難局を乗り切るのは無理じゃ。……マモリ、おぬしの助けがいる」

　その赤い瞳ひとみが俺おれを見つめる。

「余を助けてくれ」

「それは、あがり症しよう克こく服ふく係がかりへの復帰依い頼らいですか？」

「然しかり、なのじゃ。さっきも言ったが、クビにしたつもりはないのじゃ」

「そうでした」

　繰くり返かえすが、俺おれは専門家ではない。けれど。

「ここまできて、投げ出すのも寝ね覚ざめが悪いですからね。お供すると言った以上、付き合いますよ」

「うむ、頼たのむぞ、マモリ」

　ヴィレ様はそこでようやく口元に笑えみを浮うかべた。

「それと、余もひとつ言わねばなるまい。マモリ、すまなかった。余のために尽つくしてくれたのに、ひどいことを言った。ごめんなさい」

　と、ヴィレ様は頭を下げた。

「ヴィレ様……」

　素す直なおに頭を下げられた。俺おれは少し驚おどろき、しかし同時に感心していた。

　王族の姫ひめ君ぎみにして次期魔ま王おう。そんな彼かの女じよが、俺おれのような下したっ端ぱも同然の相手に頭を下げる。誰だれの言葉だったか。頭を下げるという行こう為いは上の立場の者がやってこそ意味がある、と。そう考えるなら、よき指導者として必要な資質だと思うのだ。

　自らの非を認める強さを持っているのだ、この皇女様は。それが俺おれは嬉うれしくあり、手助けをしたいと思わせた。

　魔ま王おう城に到とう着ちやくする。ドメスティカさんから無事の帰き還かんに安あん堵どされた。

　そして、魔ま王おう就任式が一週間後に行われることが正式に決まった。




　　　　・　・　・




　就任式会場は、魔ま王おう城の中庭で実じつ施しされる。

　現在、急ピッチで特設の舞ぶ台たいが準備されていた。巨きよ人じん族やオーガ、はたまた力ちから自じ慢まんの魔ま獣じゆうが動員されている。

　普ふ段だんは訓練や演習などに用いられるそこは、王族関係の式典や行事の場としてたびたび利用されている。

　就任式まで残り四日。

　当の主役であるヴィレ様にとって、最大の難関は就任演説である。

　スピーチ原げん稿こうは、ヴィレ様がディル大公とやりあった時のそれを下地にしつつ、彼かの女じよがしたいこと、将来の展望をみっちり話し合って、俺おれが書いた。ドメスティカさんやウィルさんにも見てもらい、助言や修正を加えながら、ようやく完成した。

　原げん稿こうが完成したなら、後は練習を繰くり返かえすだけである。

　そう、練習だ。本番前の予行演習は必ひつ須すである。

　スピーチが苦手な人というのは、原げん稿こうを書いても、本番では何故なぜかアドリブを入れようとする。原げん稿こうを読みながら演説するのがかっこ悪いという心理が働くのだろう。俺おれも元の世界にいた頃ころ、そういう奴やつをそこそこ見てきた。

　無理して顔を上げて話そうとするものだから、つかえて、詰つまり、スピーチが滞とどこおる。下手なスピーチというのは、内容がつまらない以上に、上手うまく話せないものだと俺おれは思う。見ていて逆にハラハラさせられるのだ。もちろん悪い意味で。

　だからヴィレ様には、原げん稿こうを読むようにと念を押おした。アドリブは演説慣れした上手うまい人がやることで、張り切って自じ爆ばくするのはなし。

「あがり症しよう付きのヴィレ様は、変に背せ伸のびする必要もありません。スムーズに読みきって終わることが大事です」

「あ、あっ、おぬし、いま余の背が低いと言ったな!?」

「言ってませんよ」

「背せ伸のび言った！」

「言葉のあやですよ。背が高くたって背せ伸のびはしますよ」

　ほら、と俺おれは背せ伸のびして、ヴィレ様を見下ろした。幼女皇女様は、むぅと悔くやしげな顔をした。ほんと、身長のことを気にしているんだな。悪いと思うが、からかうとすぐにムキになる。

「やっぱ許さんのじゃー！」

　両手を振ふり上あげ、俺おれに向かってこようとする幼女だが、すぐにドメスティカさんに押おさえ込こまれた。ダークエルフさんが困った顔をする。俺おれは小さく頷うなずくと、視線を転じた。

「それで、あの演説台ですが──」

「話をそらしたのじゃー」

「そうじゃなくて」

　俺おれは、ヴィレ様が実際に演説を読み上げることになる、舞ぶ台たい上の演説台を指し示した。

「裏から見ればわかる通り、台が仕し込こんであるので、ヴィレ様の身長を誤ご魔ま化かせます」

「ほらまたー。余の背が低いと言っているのじゃ」

　言ってませんよ。……言ってないだろ？

　歴代魔ま王おうが就任演説に使った伝統ある演説台で、ヴィレ様に威い厳げんを出してスピーチしてもらうのは少々小細工が必要だ。演説台のほうを小さくするわけにもいかないし。

「本番さながらの場所、位置取りをこなしつつ、スピーチの練習をしましょう。この演説台から見える景色も覚えておくように」

「うむ」

「というわけで、まず僕ぼくがお手本を見せます」

　原げん稿こうを手に、俺おれは演説台に立つ。某ぼう連れん合ごう艦かん隊たい司令長官も言っている。『やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ』と。

　いざ演説台に立ったら、踏ふみ台だいのせいで、俺おれの上半身が予想以上に上に飛び出している。原げん稿こうを台に置いたら、ちょっと見にくい。

　すっと、一呼吸。一度会場を見回す。上流貴族らの招待席などを組み上げている魔ま族ぞくらが、せっせと働いている。その中で演説ぶるというのは……ちょっとやりづらいな。

「マモリー、緊きん張ちようしておるのか？」

　舞ぶ台たい脇わきで、ヴィレ様がドメスティカさんらと見守る。俺おれは黙だまるように手て振ぶりで示したあと、咳せき払ばらい。

「親愛なる魔ま王おう国の民たみたちよ──」

「聞こえないぞー」

　ウィルさんが口を挟はさんだ。いちいちうるさいよ。

「本番ではマイク入るから、いいの！」

　ヴィレ様に肉声で何とかしろというのは、ちょっと難しいから、マイクの使用は当然の選せん択たくと言える。彼かの女じよが怒ど鳴なれば、会場中に聞こえるだろうけど、原げん稿こうを読むのとは違ちがうからねそれ。

　そんなわけで、俺おれは原げん稿こうを読んだ。あえて、客席は見なかった。ヴィレ様に原げん稿こうを読めばいいと行った手前、俺おれがそれをしなくては意味がないからだ。途と中ちゆう、二、三度嚙かんだり読よみ違ちがえたが、特に気にすることなく、最後まで読み終える。

　ドメスティカさんが拍はく手しゆしてくれた。ヴィレ様とウィルさんは微び妙みような表情だった。

「途と中ちゆうでトチったぞ？」

「聞きき違ちがいじゃないのかな？」

　俺おれはすっとぼけた。ウィルさんが、飛んでくる。

「いいや、間ま違ちがえたね」

「ああ、そうだよ、間ま違ちがえた。でも、それを感じさせなかっただろう？」

「確かに、堂々としていたのじゃ」

「そうです。多少読よみ違ちがえたくらい、どうってことはありません。慌あわてずそのまま、最後まで読みきればそれで勝ちです」

　まあ、あまりに嚙かみまくったりするとアレなので、間ま違ちがえないように繰くり返かえし練習は必要だ。これも慣れだ。

「さあ、ヴィレ様。こちらへ。練習しましょう」




　　　　・　・　・




　魔ま王おう就任式、前日。いよいよ明日だ。

　練習は反復された。

　ヴィレ様は原げん稿こうをすらすらと読み上げるが、言いにくい言い回しやわかりにくい部分は修正を加えていった。

　俺おれは小説を書いていたから、あるある話なのだが、書いた文章のリズムと声に出した時のリズムというのは案外違ちがうものだ。

　だから目で読む分には読みやすくても、読み上げると発音などでどうしても引っかかるところが出てきたりする。早口言葉に例えるとわかりやすいんじゃないかと思う。

　最初は原げん稿こうを読む練習だったが、次し第だいに舞ぶ台たいに上がる時から、下がる時まで通してやってみたり、極力本番のとおりにやってみる。間ま違ちがいやおかしな場面は、その都度、ドメスティカさんやウィルさんから指し摘てきが入って、本番前に潰つぶしておく。こういう地道な行動が、本番の失敗を防ぐ糧かてとなるのだ。

　とはいえ、俺おれは不安がぬぐえずにいた。というより、段々不安が強くなっていったというべきか。

　ヴィレ様は上手うまくなっている。ただ、それは民たみが会場に入っていない状じよう況きようでは、だ。

　本番、この中庭の特設会場には、オークの、いや多くの民たみが入る。皆みなが、新しん魔ま王おう様の就任演説を聴ききに来るのだ。その期待と不安のない交ぜになった多数の視線が、幼女皇女、いや新たな魔ま王おうになるヴィレ様に注ぐのだ。

　ざわめき、視線。それはどれだけ練習しても、抗あらがえないこともある。

　二日前、俺おれは夢を見た。

　中学の頃ころ、合唱祭で市の市民ホールで歌った時のやつだ。俺おれのクラスではなかったが、歌発表の際、ソロパートで大きな失敗をやらかしたクラスがあった。彼かれは歌が上手と評判だったが、一人で歌うパートの時、大勢の観衆の前で声をかすれさせてしまい、ダメにしてしまった。

　……まったく、思い出したくもない光景を夢という形で思い出してしまった。だがこのタイミングでその夢はある意味、予兆ではないかと思ってしまうわけだ。

　ヴィレ様は本番に失敗してしまうのではないか。

　大勢の前で。小さなミスから傷口が広がり……ちくしょう、考えたくもない。

　緊きん張ちようのあまり、声をかすらせ、失敗に頭が真っ白になり、立たち尽つくすヴィレ様。ざわめく観衆を前に何もできない無力感。こちらからは止める以外どうしようもないが、その時点で負けである。

　たまらなくなって、俺おれはドメスティカさんとウィルさんに相談することにした。ヴィレ様には黙だまっていた。

　不ふ吉きつな夢を見た、なんて、本人が聞いたら俺おれ以上に心配して、成功するものも失敗してしまうかもしれない。試験勉強をしている者に『落ちる』なんて言葉を聞かせたくないというのと同じ心境だ。

「式典の変へん更こう、ですか？」

「そう、手順は変えず、会場のほうを」

「どこか別の場所でやるってことか？」

「いいや、場所は変えない」

　どこでやろうと、大勢の民たみの前でやるならどこでやっても同じだ。

　しかし──と、ウィルさんが難しい声を出した。

「歴代の魔ま王おう就任式では前例がないことだぞ？」

「そうだろうね。でも、大事なのは演説を成功させること、違ちがうか？」

「だが、それだと強い魔ま王おうのイメージを与あたえられなくなるぞ？　民は、魔ま王おうの姿を見に来ているんだから」

「ヴィレ様の幼女体型を見にきて強い魔ま王おうのイメージがつくか、うん？」

　本人にはとても聞かせられないことを俺おれは言っている。ドメスティカさんは腕うでを組んで首をかしげる。

「たしかに、あのお姿では、強いイメージはもとより期き待たい薄うすといいますか──」

「ひどくね？　ドメスティカ、ひどくね？」

　ウィルさんが、その場でぐるぐると回転しはじめた。

「ヴィレにとって晴はれ舞ぶ台たいなんだぞ!?　一生に一度なんだぞ？」

「その一生の一度の舞ぶ台たいを失敗させるわけにはいかないんだ」

　俺おれは、ウィルさんの回転を止めるべく、両手で挟はさみ込こもうとしたが、触さわる前に熱くてやめた。熱かったり熱くなかったりで、よくわからないなこれ。

「ウィルさん、言ったよな？　俺おれに任せると？」

　ぴたり、と鬼おに火びさんの回転が止まった。

「俺おれは専門家じゃないけど、ここまでやってきた。なんとしてもヴィレ様を魔ま王おうにする！　そのためにやれることはやるつもりだ」

「だがよぅ……ヒマ先生」

　ウィルさんは俺おれをじっと見つめた。

「あいつを信じてやれないのか？　ヴィレはやればできる子なんだ。きっとやりきる！」

「だったら、俺おれはもう何もしない。そうとも、俺おれがいなくてもヴィレ様はもうひとりで大だい丈じよう夫ぶだって、そう言うんだな？」

「……」

　ウィルさんが絶句した。ドメスティカさんも声も出せない。

「あの子の将来がかかってる！　いや、あの子だけじゃない。魔ま王おう国の未来も！　絶対に失敗できない。俺おれはね、もうヴィレ様が落おち込こんで部屋から出なくなるようなことになってほしくないんだよ！」

「ヒマ先生……」

「信じて送り出すって、カッコいいけどさ。世の中、精神論だけじゃ、何ともならないことだってあるんだよ」

　あの子はできる、とかそういう期待で潰つぶれて、引きこもる子だっている。そうとも、登とう校こう拒きよ否ひだってさ、精神論で何とかなりゃ誰だれも苦労しないんだよ。

　今だから言うけどさ、『あがり症しようの幼おさな馴な染じみを生徒会長にするまで』って、あれ書こうと思ったきっかけって、登とう校こう拒きよ否ひしていた友だちのことがあったからなんだ。そうでなきゃ、あがり症しようのこと調べようなんて発想はなかった。

　だからこそ──

「信じるのは勝手だけど、周りも助けてやらなきゃ。不安を和やわらげて、舞ぶ台たいを整えてやるのが、俺おれたちのやらなくちゃいけないことなんじゃないか？」

「……」

　重苦しい空気に満たされる。俺おれは静かに思いを吐はき出だした。

「ヴィレ様を一人にしちゃいけないよ。……そうだろ？」

　あの子は、俺おれたちといない時だって、ひとりで緊きん張ちようや不安と戦っている。

　戦い続けているのだから。

　一生に一度の大おお舞ぶ台たいともあれば。




　　　　・　・　・




　この日はよく晴れていた。俺おれがこの世界に来た中で、一番眩まぶしいばかりに輝かがやいている。魔ま族ぞくの国だろうと、晴れる時は晴れるのだ。

　演説当日。中央広場を見み渡わたせる魔ま王おう城の正面バルコニーから、俺おれは集まりつつある魔ま族ぞくの民たみを眺ながめていた。ざわめきや喧けん騒そう、人が集まったら自然と高まる声が耳に届く。この民たみ全員が、新たに国を導く魔ま王おうの誕生のために集まったのだ。そしてそれはさらに増える。

　やれることはやった、と思いたい。泣いても笑っても、やり直しはない。たった一回の魔ま王おう就任式。そう、たった一回のことだ。一生のうちの一度。ただし生しよう涯がい記き憶おくに残るだろう、たった一回の行事。

　俺おれはバルコニーから城内に戻もどる。廊ろう下かを足早に進み、会場へと向かう。

　圧あつ倒とう的てき多数の椅い子すが並べられた中庭特設会場。民たみを招き、新魔ま王おう就任の様子を見守るだろう、その無数の椅い子すは今はからっぽだ。式典の前、民たみを会場に入れていないから当然だ。

　皆みなの注目が集まる舞ぶ台たい、その演説台に俺おれは歩み寄る。この圧あつ倒とう的てきな視線にさらされる場所を歩くというのは、たとえ無人でも背筋が震ふるえる。それはこれからしようとしていることへの緊きん張ちようの裏返しなのかもしれない。

　ヴィレ様は俺おれから渡わたされた演説の原げん稿こうを繰くり返かえし、読んでいた。じっくり、たっぷり。おそらくもう何十回も読み返しているだろう。すべては失敗しないように、式典を上手うまく乗り切るために。

「別に暗記しなくてもいいですよ、ヴィレ様」

　俺おれは声をかける。

「そのまま、読んでくれれば問題ないです」

「むー、そうなのじゃが……」

　本日のヴィレ様は魔ま王おうらしいマントを羽織り、貴族的装そう飾しよくの施ほどこされた正装姿。マントの表が黒、裏地が赤と、吸きゆう血けつ鬼きとかが好みそうな色合いである。背が低い、可愛かわいらしいヴィレ様でも、それなりに貫かん禄ろくを感じさせるのは、俺おれの贔屓ひいき目めだろうか。

「やっぱり、堂々と胸を張ってスピーチすべきじゃないか？」

「見得はって、しくじるよりは最後まで読みきれるほうがいいです」

「そんなに余は、頼たよりないのか？」

　ヴィレ様は、俺おれをじっと見つめた。余よ裕ゆうそうに振ふる舞まっても、少々顔が強こわ張ばってますよ。

「本番前にそういうこと言うのは失敗フラグに繫つながるので、無理しないほうがいいです」

　ちょっと自信がついた奴やつにありがちな慢まん心しん。いざ本番ではまったら目も当てられない。

「まあ、おぬしがそういうのであれば……」

「そうそう、まずは安全運転第一です」

　うちの両親だって車を転がす時は、法定速度厳守だ。……まあ、うちに車はなかったけど。レンタカーで事故ったら洒落しやれにもならん。

　視界の中、観客席の入り口のひとつで、ドメスティカさんが俺おれに合図を送った。よしよし。

「ヴィレ様、本番前に最後のリハーサルをやっておきましょう」

「ん？」

「まだしばらく、演説まで時間があるので。黙だまって待ってると、余計緊きん張ちようして、成功するのも失敗してしまうかもしれないので」

　つまりは時間つぶしだ。スピーチが苦手な人にとって、本番前の待ち時間はネガディブ感情掘ほり起おこしタイムになってしまうことが多い。

「んー、そうじゃな。もう一回やっておくか」

　そういうと、ヴィレ様は演説台へとやってきた。台の裏側に踏ふみ台だいがあり、演説台でヴィレ様が見えなくことを避さける。先代が大きかったからな。……ま、必要ないんだけどな、これ。

　ヴィレ様が踏ふみ台だいに登る前に、俺おれが彼かの女じよから演説原げん稿こうを受け取ると、最後のページを用意してきた別の原げん稿こうに差さし替かえる。

「……いま、何か入れたかや？」

　ヴィレ様はそれに気づいた。俺おれは、しれっとした態度で言った。

「ちょっと最後の部分を入いれ替かえました。なに、ほんの三文程度です」

「本番前に変へん更こうするのは好かんのじゃ。せっかく練習したのに……」

「そうです、だから本番前に、リハーサルをやるんです。あれだけ頑がん張ばったんですから」

　ふうん、とヴィレ様は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「とりあえず演説を通してやるので、もうはじめましょうか。本番前に水を飲むくらいの時間があったほうがいいですから」

「わかった。はじめるのじゃ」

　演説台に原げん稿こうを置き、ヴィレ様はそれに目を落とす。俺おれはマイクの高さを調整する。

「では、マイクのスイッチを入れます。本番と同じです。ヴィレ様は本番のように演説を読み上げてください」

「わかったのじゃ」

「本番さながらに。人は入っていないので、ふざけなければ思い切りやってもいいです」

「わかったわかった」

　頷うなずくヴィレ様を見やり。俺おれは小さく「幸運を」と呟つぶやくと、スイッチを入れた。どうぞ、と身み振ぶりで示す。

　すっと、ヴィレ様は息を吸った。




「親愛なる魔ま王おう国の民たみたちよ。ヴィレ・デモナーダ・ニアラース・アンゲルティーヤである。先代魔ま王おう、ウィラード・デモナーダ・グレイディアーズ・アンゲルティーヤの娘むすめである！」




　第一声から、いかにもな尊大なる王族のような調子だった。可愛かわいい女の子声ではあるが、威い厳げんを感じさせる。




「偉い大だいなる先代魔ま王おうは、力強く民たみを導いた。外敵とあれば、断固として戦い、しかし犠ぎ牲せいをよしとしなかった。民たみが血を流すことを望まなかったのだ。魔ま族ぞくであるなら、あらゆる種族のひとりに至るまで、民たみを国の宝としてきたのだ！　……我わが父ながら、余はとても誇ほこらしい」




　力強さ、そして時に控ひかえめに。ただ原げん稿こうを読むだけではなく、強弱をつける。




「ある人物から、余は魔ま王おうにふさわしくないと言われた。王城にこもってばかりで、国を治めることなどできぬと。……文句は先代に言ってくれ。父が過保護だったのじゃ」




　さらりと、先代をディスる。もちろん、嫌いや味みたらしくなく、小言のようなものだ。家族ならではのブラックな言い回しをしながら、さりげに引きこもりの理由を押おし付つける。




「さて、その人物同様、余に不安を抱いだいている者もいよう。何も余がうら若き乙おと女めだからではなく、誰だれが魔ま王おうになろうとも、新しい王は大だい丈じよう夫ぶかと不安になるものだ。じゃから、方針を表明しておく」




　民たみの思っていること、不安、それを指し摘てきする。きちんと次の魔ま王おうたるヴィレ様が、それを認にん識しきしていることを民たみにもわかってもらう。




「まず、ここしばらく、皆みなの耳にも届いているだろう、国境沿いの人類たちの動きについて。彼かれらの言葉を借りるなら、大規模な獣けもの狩がりだと言う。よかろう、彼かれらが我らが領土に踏ふみ込こまぬ限り、それを認めよう。余もまた無用な流血を望まない。我わが父、先代が愛した民たみが傷つくのは心が痛む。余もまた、極力人間とは非ひ干かん渉しようを保つつもりだ」




　自らの考えを表明。ここまではいい調子！




「だが国境を越こえ、侵しん略りやくの意志を見せたのならば、断固として戦い、奴やつらが我らの土地に足を踏ふみ入いれたことをあの世で後こう悔かいさせてやる！　断固、徹てつ底てい的てきに、殲せん滅めつする！　余の魔ま王おう就任後の最初の命令は、国境線の防備強化となるだろう。……人類に追い立てられた獣けものが迷まよい込こんできたら、晩ばん餐さんの材料としてやるのだ」




　解決のための具体策を披ひ露ろう。やることがわかるのは、民たみにとっても大事である。

　ヴィレ様は、原げん稿こうを読み進め、マイクに向かって話しかける。会場には一人の聴ちよう衆しゆうもいないが、さもそこに人がいるように、彼かの女じよは呼びかけた。……まことに役者。あがり症しようでなければ、ぜひこの会場に人を入れて、皆みなに彼かの女じよの勇姿を見せてやりたいと思う。




「今後の政策としては、国を豊かにをスローガンに、先代の進めた魔ま素その一いつ般ぱん利用を推おし進すすめる。技術を革新し、魔ま王おう国をより豊かにしよう！」




　魔ま王おう就任後、ヴィレ様が思おもい描えがく統治、その未来の姿が語られる。彼かの女じよが望むもの、理想の世界、それをぶつける。

　ダイレクトに民たみの反応が見れないのが実に残念だ。さて、そろそろ、俺おれが差さし替かえたページの部分に差さし掛かかる。

　俺おれは音を立てないように、そっと舞ぶ台たいから離はなれる。ヴィレ様は、ちら、と俺おれの動きに気づいたが、俺おれは続けるようにジェスチャーをする。




「──たしかに余はチビで、年とし頃ごろなのに残念な幼児体型……まわりの手を借りなければ魔ま王おうなんてとても、務まらな……」

　マイクごしに響ひびいていたヴィレ様の声が途と切ぎれる。おそらく本人は目の前が真っ暗になっただろう。大事な演説のなかの、わけのわからない一節。強い魔ま王おうをアピールしようとする自分の一いつ生しよう懸けん命めいを嘲あざ笑わらうような体格ディス。彼かの女じよが気にしているその部分を刺し激げきしたそれは、同時に激しい怒いかりを呼び覚ます。

　俺おれは廊ろう下かを歩き、中央通りを見み渡わたすバルコニーへと足早に向かう。……さあ、皇女様。あなたの覚かく悟ごが、口先だけでないのを見せてください。ディル大公の屋や敷しきで俺おれに言ったあの言葉を。

　バルコニーに出た俺おれの背後で、トテトテと駆かけてくる足音が聞こえた。ああ、あの幼女体型ながら、運動神経はいいんだよ、あの姫ひめ様。

　──マモリーッ！

　聞こえてくるのはヴィレ様の俺おれを呼ぶ声。明らかに怒ど気きがこもったそれ。差さし替かえ原げん稿こう部分を読み、憤ふん慨がいする彼かの女じよだ。

　ずさーっ、と滑すべり込こむようにバルコニーに現れるヴィレ様。マントが翻ひるがえる。

「ふざけるなよ、マモリッ！　チビとか、務まらないとか──」

　原げん稿こうがヴィレ様の手の中ででぐしゃりと潰つぶれた。俺おれは、持っていたマイクのスイッチを入れる。

「余は、『余は、歴代の魔ま王おうを超こえる、最高の魔ま王おうになってやるのじゃぁ───ッ！』」

　大だい音おん響きようが、マイクと合わさって天へと届けとばかりに響ひびき渡わたった。怒おこった時の彼かの女じよの声量、そしてマイクが重なり、それはひとつの衝しよう撃げきとなって魔ま都と中に轟とどろいたのだ。……マイクが壊こわれた。ドメスティカさんから護ご符ふをもらってなかったら、俺おれもタダでは済まなかった。
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　一いつ瞬しゆん、音が消えた。だが次の瞬しゆん間かん、魔ま王おう城の正面から反はん響きようしたように音の爆ばく発はつが起きた。

　中央広場に詰つめ掛かけた魔ま族の民たみが一いつ斉せいに湧わいたのだ。

　大だい歓かん声せいが木こ霊だました。

　ヴィレ！

　ヴィレ！

　皇女殿でん下かの所信表明、いや就任演説を聞いていた民たみが、新たな魔ま王おうの誕生を叫さけび、また歓かん声せいを上げたのだ。

『魔ま王おう様、万ばん歳ざい！　ヴィレ様、万ばん歳ざい！』

　万来の拍はく手しゆと万ばん歳ざいの大合唱が、魔ま都とを包む。ひとり、状じよう況きようが読めないヴィレ様は呆ぼう然ぜんと、バルコニーに立ち、その声を一身に受ける。

「……これは、いったいどういう……ことじゃ……？」

「あなたを魔ま王おうと認めた民たみの声です」

　俺おれは、一歩下がり、小さき魔ま王おうの後ろへと下がった。

「ひとつ、あなたに謝あやまらなければなりません、ヴィレ様」

「……マモリ？」

「実は、さっきのリハーサル、本番だったんです」

「なにぃ!?」

　ヴィレ様は目を剝むいた。

「本番、じゃったと!?」

「そうです」

　会場に人は入れなかった。ヴィレ様には会場でやるとは言ったが、それは噓うそだ。マイクと音おん響きよう装置が組みあがった時点で、声のみで演説を行うことができるようになった。あがり症しようでスピーチ恐きよう怖ふ症しようのヴィレ様が人前に出なくて済む方法ができたわけだ。

　そこで考えたのが、リハーサル本番作戦。リハーサルと偽いつわり、本番をやってしまうというそのまんまな策である。

　スピーチが苦手な人間にありがちな、本番前のネガティブタイムを解消しつつ、本番ではないという心理状じよう況きようで演説原げん稿こうを読ませたのである。多少トチってもリハーサルだからと、そのまま続けるだろうと思った俺おれだったが、ヴィレ様は見事に最後の例の部分まで、失敗なく完かん璧ぺきに読み上げた。

　あの演説は、スピーカーを通して、集まった聴ちよう衆しゆうすべてが聞いていた。そうとは知らないのはヴィレ様ばかり。

　俺おれが、ウィルさんとドメスティカさんに話して変へん更こうさせた部分。実際に演説を見せないことに、ウィルさんは難色を示した。これまでの伝統に反し、また力強い魔ま王おう像を民たみに与あたえることができないから、と。

　だから最後は差さし替かえた。

　ウィルさんの言うことにも一理あると思ったからだ。最後は、ただ原げん稿こうを読むだけではなく、自分自身の言葉で、彼かの女じよに魔ま王おうになると言ってもらおう。

　あの挑ちよう発はつはひとつの賭かけだった。わりと沸ふつ点てんが低いから、リハーサルと思おもい込こんでいるときに挑ちよう発はつすれば、ヴィレ様が俺おれを追いかけると思った。

　自らの意思を、決意を民たみの前で宣言する。……まあ、仮に賭かけが失敗した場合のフォローも考えてはあった。たぶんにしまりがない格好になっていただろうが。……変声機を使わなくて済んで、俺おれは心底ホッとしていた。

　民衆の拍はく手しゆは鳴なり止やまない。万ばん歳ざいの声が響ひびき続ける。ヴィレ様は静かに、それを見つめる。俺おれは呟つぶやくように声をかけた。

「スピーチは終わりました、ヴィレ様。いえ、魔ま王おう閣下」

「……」

「ヴィレ様？」

　返事がなかった。俺おれが怪け訝げんに思っていると、ぐらり、と傾かたむき、ヴィレ様が後ろへ倒たおれ込こむ。

「うわぁ、ヴィレ様!?」

　思わず支えに走る。なんとヴィレ様は自分の受け入れられるキャパをオーバーしたらしく、顔を真っ赤にして倒たおれたのだった。
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　ヴィレ様は、無事に魔ま王おうに就任した。最大の懸けん案あんであった演説もまあよかったと思う。魔ま都との住民らが、ヴィレ様を祝福した。それがすべてである。

　その後、諸しよ侯こうらを招いての就任披ひ露ろうパーティーも、つつがなく終しゆう了りようした。

　問題のディル大公はパーティーの際、ヴィレ様と会い、周囲に聞きとり難にくい低い声で告げた。

『私は今でも人間とは戦うべきだと思っておる。が、少なくとも魔ま都との民たみは、ヴィレ、お前を支持した。しばらくは様子を見ることにしよう。お前が魔ま王おうとして国をまとめるならよし、そうでなければ──』

　言葉を濁にごした大公。だが小さく首を振ふると、一歩下がる。

『がっかりさせないでくれよ、魔ま王おう閣下』

『ああ、見ておれ、叔父おじ上うえよ』

　ヴィレ様は堂々とそれ答えた。近くにいた俺おれは、大公の声が聞こえていたのだが、魔ま王おうになったヴィレ様を『お前』呼ばわりはどうなんだと思った。不敬罪に問えるんじゃないか？

『だから、叔父おじ上うえは周囲に聞こえない声で言ったのだろう？　なに、叔父おじと姪めいのたわいのない会話じゃ。気にするな』

　……ほんと、魔ま王おうとなったせいか、はたまた演説スピーチを乗のり越こえたせいか、ヴィレ様は一皮むけたようだった。

　頼たのもしくなられて……。まあ、スピーチ直後に、倒たおれたのは正直、まだまだ不安要素もあるのだけれど。民たみには、倒たおれたのがバルコニーから颯さつ爽そうと去ったように見えたようでよかった。人々の目より高い位置にいたのと、背の低い幼児体型だったのが幸いだった。







　魔ま王おう就任式の翌日。俺おれはウィルさんと城内を歩いていた。どうしても聞いておきたいことがあったのだ。

「勘かん違ちがいだったら言ってくれよ、ウィルさん。あんた、いったい何なんだ？」

「何なんだ、とはご挨あい拶さつだな」

　ひよひよ、とウィルさんは漂ただよう。

「ウィル・オー・ウィスプだって名乗っただろう？」

「ヴィレ様の相談役……そう聞いたけど、そうじゃないだろう？」

　前々から気になっていたんだ。初めて会った時から、皇女であるヴィレ様を呼び捨てにしていた。

　ディル大公もため口で、しかも互たがいに『さん』付けで呼び合う仲だ。しかも、どちらかというと大公がウィルさんに対して気を使うようなところがあった。あの大公が、だぞ？

「ウィルさん、あんた、いやあなたは、亡なくなったという先代魔ま王おうなんじゃないか？」

　そもそも鬼おに火び、いや魂たましいという存在だろ、ウィル・オー・ウィスプって。つまり死後の姿だ。じゃあ、生きていた頃ころは何だった？

「……さすがはヒマ先生。バレたか」

　いや、たぶん俺おれ以外にも気づいてる人いるんじゃないかな。ドメスティカさんやディル大公は多分知ってる。ヴィレ様は……どうなんだろう？

「いかにも、オレ様はウィラード・デモナーダ・グレイディアーズ・アンゲルティーヤ……先代魔ま王おうである！」

　父親だと認めたな。ま、娘むすめであるヴィレ様を溺でき愛あいしているそぶりはあったからねぇ、この人。

「魔ま王おうは死んだら、鬼おに火びになるのかい？」

「いや、本体は死んだよ。言ったろ、残りカスだって。先代魔ま王おうの一部ってやつだ。だから生前のようにとはいかないんだけどよ」

　ウィルさんは、俺おれのまわりをぐるぐると回る。

「ちょっとした事故で、不覚にも致ち命めい傷しようを負ってな。だが、ヴィレを残して先に逝ゆくのは、どうにも心配だから、オレ様の一部を切り取って残したってわけだ」

　事故、ね。何があったか知らないが、一人ひとり娘むすめを残して死ぬのは父親として許容できないということだろうな。何せ次の魔ま王おうなのに、引きこもりだもんな。心配でたまらないのもわかる。

「これからは口調を改めないと、いけないですかね？」

「よせやい。もうオレ様は魔ま王おうじゃねえからな。これまで通りでいい」

　そう言うと、ウィルさんは静止した。

「ヒマ先生よ。……ヴィレの面めん倒どうを見てくれてありがとうよ」

「なんだよいきなり。……まあ、うん。何とかなってよかったよ」

　本当、専門家でもないのに、片言知識だけで俺おれもよくやったと思う。これは自画自賛しても文句はないだろう。

「俺おれの役目も、終わりかな」

「あとは元の世界に帰るだけってか？」

　ウィルさんが皮肉げに言った。そうだね、と俺おれは頷うなずく。というか──

「他に何かあったか？」

「このまま、こっちに残る気はないか？」

「何言ってるんだ、ウィルさん」

　ここに残る？　この異世界に？　何故なぜそんなことを言うのか。俺おれは不思議でならなかった。

「ひょっとして、元の世界に帰れないとか、そういうことか？」

　俺おれを騙だましてヴィレ様のあがり症しよう克こく服ふくのために利用したとか。いざ帰る段階になって、帰れませんでしたってオチとか。

「ん？　あぁ、いや、それはないんだけどな。ちゃんと送り返せる、うん」

　そう言った後、ウィルさんがくるりと身を翻ひるがえした。

「──くぅ、バカバカ。何正直に答えてんだー」

　聞こえてるぞ、ウィルさん。正直でいいんだよ、正直で。

「何で残るかとか聞くんだ？　俺おれは人間だし。魔ま族ぞくの国にいないほうがいいだろう？」

「それは些さ細さいな問題だ。これだけいっぱい種族がいるんだぜ？　人間もその中にいれたってどうってことない」

「いやいや、ウィルさん。大きな違ちがいだと思うけど！」

　俺おれが突つっ込こめば、「そうか？」とウィルさんが流した。

「本音を言うと、だ。ヒマ先生には感謝しかないんだ」

「改まって言われると、何か照れるな」

「先生の意志は尊重したいし、帰りたいなら帰してやる。だが、ヴィレがな……。お前さんがいないと不安なんだよ」

「なんだよ、もう魔ま王おうになったじゃないか。まわりも大方認めているし」

「それで、はい、さよならは、ツレなくないかって話だ」

　ウィルさんは、どこまでも真面目な調子だった。

「最近ずっとあいつを見てきたが、あんなに楽しそうにしているのは見たことねえよ。……そもそも、歳としの近い友がいないってのもあるんだけどよ」

「皇女様とはいえ、貴族のお友だちくらい……」

「引きこもりだぞ？　いるわけねえだろ？　お前、あいつの友だちっての見たことあるか？」

「……ないです」

　俺おれはなんとも言えず肩かたをすくめた。

　友だち、か。確かにそれなりに親しくさせてはもらってる。本当なら、不敬にもとられない言動も多々あったのは認める。てっきり、あがり症しよう克こく服ふくのための先生だから見み逃のがされていると思っていたのだが……。友だち待たい遇ぐうだったのか。

「まあ、勝手なお願いだってのは認める。だから嫌いやならそういってくれ。無む理り強じいはしない」

「……考えてみるよ」

　正直困こん惑わくしている。でも即そく答とうできなかったのは、俺おれの中でも、迷いがあったからだ。

　何の？　そのまま帰ってしまうことについてだ。そう考えて、俺おれ自じ身しんも驚おどろく。俺おれはひょっとして帰りたくないと思っているのか？




　　　　・　・　・




　結果的にどうなったか、その話をしよう。







「帰るぅー？　じゃとー!?」

　俺おれの言葉に、ヴィレ様はあからさまに動どう揺ようした。

「な、何故なぜじゃ!?　マモリはここにいるのじゃ！　余のものだと言ったはずじゃ！」

　はて、そんなこと言って──って言ったぁー！　ディル大公のところで、彼かの女じよが啖たん呵かを切ったんだった。

『マモリは余のものじゃ！　余のもとにマモリはいるのじゃ！　ぜーったい、渡わたさんのじゃーっ！』

　他にも何回か言っていたような。……くそう、ひっかかるものを感じた時もありながら、うやむやにしたのが結果的にここで繫つながるとは！

　どうしよ……？

　どう彼かの女じよに言うべきか。彼かの女じよが俺おれを本気で手元に置いておきたいのは、その顔を見ればわかる。それを断るのは……断るのは──

　断る必要があるのか？

　俺おれは彼かの女じよに必要とされている。異世界で、しかも人間ではない魔ま王おう様だけれど。思えば元の世界にいた頃ころ、俺おれは誰だれからも必要とされていなかった。

　せめて、誰だれかに認めてほしくて、小説書いて、一いつ喜き一いち憂ゆうして。あれだけ頑がん張ばって書いたのに。俺おれの小説の続きを待っているかと思えば、そんなこともなくて。

　元の世界に戻もどったって、何が待っているというのだろう。それよりも、俺おれを切実に必要としてくれる人がいるなら、その人のそばで役に立ちたい。

　口を利きかなくなった両親。……俺おれがいなくなって、寂さびしいと思っているのだろうか？　希望的観測を言えば、きっと心配している、と思いたいけれど、本当にそうなのか自信がもてない。

　わからない。俺おれは家族のこともわからないほど、疎そ遠えんになっていたんだ。

　家族がそんなありさまで、友人と呼べる存在も心当たりがない。昔はいたんだけど、今ではまったく。

　そんな世界に戻もどって、どうなると言うんだろう？

　だから。

　だけど。

　ごめん。

　俺おれは目の前の幼女、もとい、魔ま王おう様を選んだ。

「帰りませんよ」

　俺おれがそう言った時、ヴィレ様は顔をくしゃくしゃにしながら笑えみを浮うかべた。うれし泣き、安あん堵ど。ずるいと思った。その笑え顔がおは。

　今はまだ帰らない。そう、今は。

　もしかしたら気が変わることもあるかもしれない。

　あいにくこっちの世界にはデジタルなゲームはないし、娯ご楽らくも少なく、料理のバリエーションも偏かたよっている。だが元の世界でそれらを堪たん能のうしていたかといえば、そうでもない。

　ウィルさんの話では、次の機会が転移のラストチャンスというわけではない。タイミングさえあれば、帰る機会はいくらでもある。

　それなら、もうしばらくここにいてもいいだろう。

　この、俺おれを必要としてくれる小さな魔ま王おう様のためにも。







　と、いった感じで、俺おれは筆を置く──







「何を書いているのじゃ、マモリ？」

　くすぐったいような声が、俺おれの耳じ朶だを打つ。ちまちまと羽筆をノートに走らせていた俺おれの後ろから覗のぞき込こむように、ヴィレ様の尊顔がある。

「新作か？　マモリの小説か!?」

「いえ、これは記録ですよ。俺おれと、ヴィレ様や皆みんなと出会ってからの」

「どれどれ──」

「ダメですよ！　小説じゃないんですから！」

「けちけちするでないわ。余に見せるのじゃ！」

　覗のぞきこむ彼かの女じよを押おしのけるようにノートから離はなす俺おれ。じたばたと、ヴィレ様は何が書いてあるか見ようとする。

「嫌いやですよー。恥はずかしいじゃないですか！」

「おぬしはそんな恥はずかしいものを書いておるのか？　はれんちな奴やつじゃ」

「誰だれがハレンチだ!?」

「む、この小さき魔ま王おうとは余のことか？　前の魔ま王おうに負けぬくらい立派で、美形の魔ま王おう様と書かんか！　バカモノめ！」

「なんで、事実の記録を残しているのに、噓うそを書かせようとしているんですか!?」

「うるさいのじゃ！　小説は、ふぃくしょん、噓うその塊かたまりじゃぞ？」

「謝あやまれ！　作家全員に謝あやまれ！」

　俺おれとヴィレ様が取っ組み合いをやっていると、そこにドメスティカさんがやってきた。

「……またやっているのですか。お互たがいよくも飽あきませんね」

　呆あきれも混じりにやってくるダークエルフさん。

　そう、また、だ。この世界に残留を表明した俺おれは、いまもヴィレ様のそばにいて、その親しん睦ぼく度合いを深めていた。言こと葉ば遣づかいはおろか、気安く相手に触ふれたりするくらいには。

　懸けん案あんだった人類との不ふ可か侵しん条約は、交こう渉しようの結果、期間延長で双そう方ほうが合意した。新しん魔ま王おうであるヴィレ様は、魔ま王おうの娘むすめということで人類側でもその存在は有名だったのだ。

　あの幼い容姿を侮あなどらなかったか、というと初対面は怪け訝げんな顔をされたのは認める。だが『ツェアシュテーラー』の異名を聞いた途と端たん、彼かれらは大人しくなった。

　魔ま王おう国最強の幼女の武勇伝は人類側にも轟とどろいている。結果的にヴィレ様の幼い容姿が、あの異名を強調する結果となったのは皮肉である。それを指し摘てきしたら、ヴィレ様は思いっきり不ふ機き嫌げんになるんだろうけどさ。

　ちなみに、俺おれもオーガの姿で会談に出席したが、とくに問題なく終わり、ホッとしたのが正直なところだ。

　その後は、再開した執しつ筆ぴつ活動の傍かたわら、魔ま王おう国を治めるヴィレ様についてお手伝いをしている。

　ヴィレ様が顔を上げた。

「何か用か、ドメスティカ？」

「そろそろ、ドラゴニュート族の領地への視察のための準備を致いたしませんと……」

「そうじゃった！　まったく、ドラゴンもどきども、余に足を運ばせるとはいい度胸なのじゃ。まったく、おぬしらが来い、じゃ！」

「……その文もん言ごん、原げん稿こうに追加しますか？」

　俺おれが気のない調子で言えば、ヴィレ様は首を横に振ふった。

「その必要はないのじゃマモリ。……それでなくても、充じゆう分ぶんに刺し激げき的な原げん稿こうができておるのじゃろう？」

　挑いどむように言うヴィレ様。俺おれもまた思わずニヤリとしてしまった。

「ええ、新しい魔ま王おう様を舐なめると、その顎あごを砕くだいてやるくらいの原げん稿こうにはなっていると自負しています」

「結構。ではゆくぞ、マモリ！」

「はい、ヴィレ様」

　もはや、あがり症しようだった皇女様はどこにもいない。

　強く、気高く、可か憐れんな魔ま王おう様がそこにいた。
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　あとがき




　初めまして、もしくはご無ぶ沙さ汰たしております、未み確かく認にん動物兼けん作家の柊ひいらぎ遊ゆう馬まです。

　前作『乙おと女めな王おう子じと魔ま獣じゆう騎き士し』を刊行してから、もう三年以上経たっておりまして、時の流れというのは非情なものでございます。

　某ぼうソ○モンの悪夢さんばりに臥が薪しん嘗しよう胆たんの日々を過ごしていましたが、次作を出すべく奮ふん闘とう。されど没ぼつの山を築いておりました。正直、何作が没ぼつったか数える気もないです。決してこの三年ほど何もしていなかったわけではありません。

　そんなある日、担当さんより「こういうの書きませんか？」とオーダーを受け、書いたのが今作でございます。──なるほど、これをラノベ風にすればいいんですね？

　ひきこもり皇女様を魔ま王おうにするべく奮ふん闘とうする素人しろうとは、この瞬しゆん間かん、誕生しました。

　流行の小説投とう稿こうサイトで頑がん張ばっていた小説投とう稿こう者しやの少年というキャラクターの種案をいただいた時、取材などするまでもなく、私個人も某ぼう小説家になろう様で作品投とう稿こうをしておりましたので、そのベースを作るのはさほど難しくありませんでした。

　いやほんと、小説投とう稿こうサイトには色々な方が作品を投とう稿こうしておりまして、学生さんもいれば社会人の方もいらっしゃって、活動報告を眺ながめているだけでも一いつ喜き一いち憂ゆうが伝わってきたりしました。レビューをもらったと喜ぶ日もあれば、ある日突とつ然ぜん消えたり、ネガティブになったり、小説の続きが投とう稿こうされないままになったり──。よくある異世界もの書けば売れるんでしょ、なんて意見を目にしますが、そんな簡単なものじゃありませんよ、ここは。

　という感じで、小説投とう稿こう者の悩なやみを抱かかえつつ、異世界で見た目幼女を魔ま王おうにする役に抜ばつ擢てきされた主人公を今作書かいたわけですが……ほんと、何で彼かれが召しよう喚かんされたんでしょうかねぇ？　そのあたり召しよう喚かんされた人間にありがちな理り不ふ尽じんな部分かもしれません。

　あとこちらは、個人的な活動報告でございますが、小説家になろう様にて（今のところ）連日小説を更こう新しんしております。なろう様で書き始めたのが、前作を出版して以降なので生きつ粋すいのなろうっ子ではございませんが、あのラノベ作家、次作品を出さずに何をやってるんだ、と思った方がおられましたら、こちらを覗のぞいて生存確かく認にんしてくださると幸いです。未み確かく認にん作家は（まだ）生きております（いまは『英えい雄ゆう魔ま術じゆつ師はのんびりしたい』とか異世界チートものを文庫換かん算さんで一〇じゆつ冊程度分くらい書いてます）。

　最後に、没ぼつ山やま形成に付き合ってくださり、根気よく助言をくれた担当様方、イラスト担当の茨し乃の様、そして出版にかかわった皆みな様さまに大感謝でございます。

　この本を手に取ってくださった皆みな様さま、そして小説投とう稿こうサイトに小説を投とう稿こうしている皆みな様さまに深く感謝の意を。

　また近いうちにお会いできることを祈いのって。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「柊 遊馬先生」係

「茨乃先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











[image: ]










ひきこもりな余よをどうやって魔ま王おうにするというのじゃ？








柊ひいらぎ 遊ゆう馬ま





電撃文庫





2019年3月9日　発行





©Yuuma Hiiragi 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『ひきこもりな余をどうやって魔王にするというのじゃ？』

2019年3月9日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/cover.jpg
BRENE





item/image/p157.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p034.jpg
1% 1 | ot mth PR 2P e





item/image/p198.jpg





item/image/p114.jpg
& E] ot #: > v P K





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/p076.jpg
395 1| ot O B 8 -n o





item/image/allcover-001.jpg
DESLYLARE
E5%oTHE TS 2RO

A= VRS ENRT, WE
SRS NI (XY IER) o MER I
AT 2L Bl KNIBEEDHIED D
HVIET, WEADBD TR BVAL L,

IR OYMIE Frg £ &y

Mo, WREOLx |
Sz SEATLEIOLS | ]
VEZHY BEoTVS o Lo T

ARG OWIBA NS Hi T
EFFERVE, AFEORSE VI
EOZFVFIZ? LD SWEORBIY
AE=FHIT, PROMITEH
BAEENSETHRLV LW 0,

oL &) LTHEAST FERE LS
LThA fEnz k% TERORIRL
Kffi (PN)] LIHEZWTLR]

hikikomori 10 YO

ou o
ouystte ™

Rt

Lmusm

e T

¢
&
&

FREZTHY

sy By &

—ABRLU
T, AROHING, BTSISED
ERTEIE (757).

AFANRSy
BAQYALY - Elb (WER) #HTASR M—5—
EPOTEOET. WAFHDUOHTBNES B
PELEDSVEIDERRLTEDET. HUBHIDED
THOLFOTUF L SBSAOURTT.





item/image/p069.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p107.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　俺氏、魔王に出会う



		第二章　引きこもり皇女と散歩に行こう



		第三章　皇女慣らし



		第四章　焦りと喪失



		第五章　対決



		第六章　就任演説



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p014.jpg
5 | fiot Y @EHZ2AM-





item/image/p136.jpg
1K H ot

X





item/image/kuchie-001.jpg
3 SR ere





item/image/p170.jpg
i A< ot





item/image/p010.jpg





item/image/gaiji-cid739.png





item/image/kuchie-002.jpg
-------------------------

% # P EHUBNC e

- JRE = T ET Ll TR VSN
FBHRLAEII ceeeeen

L IR E, 2o (i SN

-----------------------

-------------------

TFHLY W AHTYFL2- 5K





item/image/p192-193.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg
s ire=y





item/image/p009.jpg





item/image/p129.jpg





